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      一話　若奥様の生え替わり





　ロリコンになりたい。

　と、犬いぬ伏ぶしユージは思った。

　ロリコンになれば、自分は幸せになれる。

　ユージはそう確信している。

　ロリコンとは、幼い女の子が好きな人間のことだ。小学生とか幼稚園児のような女の子を見ると胸が高鳴ってしまう人間。そういうロリコンに、ユージはなりたかった。

　ロリコンであれば、この状況はこの上なく幸せなはずだ。なにしろ……

「全員集まったな。では始めるか」

　原はら田だの声で、ユージは我に返る。

　時は放課後。

　秋あき島しま学園高等部の理科準備室に、ユージはいた。

　部屋には、ユージの他ほかに六人のクラスメートがいる。中等部時代からの友達ばかりだ。しかも、全員男。

　決して広いとはいえない、薬品の臭い漂う理科準備室に野郎七人で籠こもっているのには理由がある。

　今日はここで、他のクラスメート（特に女子）には秘密の話し合いが行われることになっているのだ。

　部屋の中央にある長机の前に、ユージを含む七人の男子生徒が座っていた。

　今話しているのは原田という、ユージとは中学三年間同じクラスだった男だった。細い体だが、眼鏡の奥の眼光は鋭い。原田は気合が入っているようだった。

「それでは第一回一年Ｂ組女子対策会議を始めます」

　周囲から軽く拍手が起こる。第一回ってことは、二回三回とやる気か馬ば鹿か、とユージは思ったが、口には出さなかった。

「知ってのとおり、我が秋島学園は中高一貫の女子校と統合されてこの春より共学となりました。中高一貫の男子校だった我が校に女の子がやってきたのです。この春に高校生になった我々は、女の子達と三年間を過ごすことができるのです」

　原田の熱弁に、一同は深く頷うなずく。

「しかし、我々は悲しき男子校の生徒です。正直、女の子に対して接し慣れしているとは決していえません」

　原田は一同を見渡す。皆は再び深く頷く。

「そこで、男子有志が集まり一年Ｂ組女子に対して傾向と対策を練るという運びになったのです」

　再びぱらぱらと拍手が起こる。原はら田だは満足そうに頷うなずくと、言葉を続けた。

「それではお手元の資料をご覧下さい」

　手元には、原田の作ったＡ４サイズの資料があった。

　資料には、一年Ｂ組の女子クラスメートの顔写真がずらっと並んでいる。顔写真の横には生年月日、得意科目、趣味、所属クラブなどが記されていた。おまけに、容姿・知性・スポーツがＡ～Ｄでランク分けされている。

　ギャルゲーのやりすぎだ、とユージは思った。場を和なごますためにツッコんでみようかとも思ったが、そんな雰囲気ではない。全員真剣だった。食い入るように、顔写真入りの資料を見ている。

「一年Ｂ組のグループは概して三グループに分かれています。まず一つは陸上部のグループです。芝しば草くさ京きよう子こを中心としたグループで、リーダー格の芝草はもちろん、他ほかの女の子もかわいい子が多い」

　芝草京子の事はよく覚えている。ショートカットで気の強そうな女の子だ。入学式の自己紹介のとき、『なんでこのクラスには馬ば鹿かな男子が多いんだろう』と顔に書いていた。

「もう一つは吹奏楽部のグループ。西にし崎ざき百合子ゆりこが中心のグループで大人しい子が多い。文化系女子って感じだ」

　西崎百合子は髪の長い綺き麗れいな感じの女の子だった。芝草のように、不満を顔に書いてあるようなことはなかったが、これからの学園生活に不安を抱いていることは間違いなさそうだった。中高一貫の女子校だったからこの学校に入ったのに、どうしてこんなことになっちゃんたんだろう、という顔をしていた。気持ちはわかる。

「あとは、グループに属さない女の子たち。弱小クラブや、帰宅部の子たちだ」

　何人かの女子のうち、宮みや内うち久く美み子この写真がユージの目をひいた。宮内さんは、ユージの隣の席の子で、涼しげな目元をした女の子だった。入学式の日に席が決まり、隣になった宮内さんに『これからよろしく』とユージは声をかけられたのだ。見た目に違たがわず、親切で優しそうな女の子だった。

　ユージが資料から目をあげ理科準備室を見渡すと、皆真剣な面おも持もちで資料を見ている。授業中に教科書を見ている時と真剣さが違った。熱気のせいか、四月だというのに部屋が蒸し暑く感じる。

　そんな様子だから休み時間になると女子がいなくなるんだよ、とユージは思った。休み時間になると、クラスメートの女子達は、はかったように教室からいなくなっていた。なんとか話しかけようとする男子達に肩透かしをすること甚はなはだしかった。

　だが、ユージには女子たちの気持ちがよくわかる。こんな鼻息の荒い飢えた狼おおかみみたいな連中がいたら、教室にいたくなくなるのも当然だ。向こうだって中学三年間は女子校で、男子が身近にいる生活に慣れていないのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      　お前ら少しは落ち着けよ、とユージは思う。

　でも、ユージはここにいる連中を責める気にはなれない。

　自分も、同じだったのだ。共学になる高校生活にあこがれていたし、入学式からテンションが高かった。入学式やその後の説明会のときは、クラスの女の子にどうやって話しかけようか、そればかり考えていた。

　そう、みんなと同じだったのだ。『あの事件』までは。

　ふー、とため息が出てくる。

「原はら田だ」

　声がした。如月きさらぎの声だった。如月もユージと中学三年間同じクラスメートだった間柄だ。如月は、資料の裏を見ながら、原田に尋ねた。

「裏に書いてあるＸグループってのはなんだ？」

　ユージは資料を裏返した。そこには『Ｘグループ』と書かれており、三人の女の子の顔写真とデータが並んでいた。

　ユージは自分の表情が険けわしくなるのを感じた。

　いかんいかん、皆に気づかれてはまずい。ユージは自分の顔をひっぱったり伸ばしたりして、表情をごまかそうとした。

「要注意のグループってことさ」

　と、原田は言った。その表情には苦いものが混じっている。

「まず、四し方ほう堂どう桐きり。最要注意人物だ。変人で、情報収集能力に長たけている」

　四方堂桐は目立つ存在だった。話し声も大きいし、笑い声も大きい。決して美人ではないが、行動やリアクションの大きさで耳目をひいていた。ちなみに、高校一発目の授業でいきなり教科書を忘れたのは彼女だけだった。『いやー、すみませんね先生。昨日あまりに授業が楽しみで楽しみで眠れなくて！』と大声で悪びれずに言われては、教師生活三十年の古典の先生も沈黙するしかなかった。クラスの様子を見る限り、女子の中にも四方堂を快く思っていない者がいるようだった。

　原田は、犯罪を告白するような面おも持もちで告げた。

「実はこのリスト作成してるところも見つかった」

　全員の表情が硬化する。如月が声をあげた。

「それでどうなったんだ？」

「向こうも男子のリスト作っているらしいので、情報を交換することにした」

「女子もそういうリスト作っているのか」

「あっちも女子校でこっちの動静は気になるらしいからな……そんな非難がましい目で見るなよ。肝心なのは、この四し方ほう堂どう桐きりがクセ者だってことだ。うかつに近づくと痛い目みるぞっていう、な」

　そこには皆同意するのか、反対の声は上がらなかった。

　原はら田だは話を続ける。

「次に、九ここの重え伊い豆ず。数人いる外部入学組だ」

「あいつ、いつもルービックキューブやってんだけど、あれなに？」

「趣味らしい。備考のところに書いてあるだろ」

「ふうん」

　九重伊豆は地味な女の子だった。物静かで、あまり口を開いているところを見たことがない。休み時間はまるで宗教儀式のようにルービックキューブをかちゃかちゃやっている。Ｘグループの他ほかの二人を除けば、親しくしている人間もいないようだった。

「そして同じく外部入学組の井いの上うえククル」

　ユージの体がぴくっと反応した。

　だ、大丈夫だよな。おかしな表情したりしてないよな。

　気づかれないように周囲を窺うかがったが、特にユージに気を払っているものはいない。

「あの、ちっちゃいやつだろ」

「ちっちゃいやつだ。入学式で見たとき、小学生が間違って紛まぎれ込んでいるのかと思ったが、ちゃんとうちの制服着てるしな」

「コスプレかと思った」

「コスプレしてる小学生は高校にいねーよ」

「でもあんなちびっこを彼女にしようとする奴なんているのかな」

　知らずに、ユージの手がぴくっと動く。落ち着け馬ば鹿か。ユージは自分の手をもう一方の手で押さえた。

「わかんねーよ。ロリコンだっているかもしれないし」

「だよね」

「……ユージ？」

「な、なんだ？」

　如月きさらぎに急に話しかけられて焦あせったが、ユージは努めて平静を装よそおった。

「なんだか元気ないな。どうしたんだ」

「……ちょっと胃が痛くてな。今日も胃薬飲んだし」

　これは本当だ。嘘うそは言っていない。

「そういや昼飯もあんまり食べてなかったよな」

「ま、まあね」

「お前一人暮らしなんだから、身体からだには気をつけろよ」

　心配そうに如月きさらぎが言う。如月はいい奴だ。馬ば鹿かだけど。

　高校の入学式で、中等部の校舎に行ったのは秋あき島しま市広しといえどもこいつだけだろう。いくら、中等部と高等部の校舎が近接してるからって馬ば鹿かすぎる。

　原はら田だがコホン、と咳せき払ばらいをした。

「というわけで、全容はこんな感じだ……で、単刀直入に言うが」

　原田は声を潜める。

「もうすでに目標を捕ほ捉そくしている奴はいるか？　つまり好きな女子がいるのかってことだ。ここは正直にいこうぜ」

　理科準備室は沈黙に包まれた。まあそうだろう。まだ入学式から数週間しかたっていない。すでに意中の子がいるということはないと思う。まだ、男子も女子も様子見の段階のはずだ。

　ユージは、思わず自分の手をじっと見つめた。心なしかすこし汗ばんでいる。そうだよ、本当は俺おれだって……

　原田は、誰だれも名乗りでない状況を満足げに見やった。

「よし。それなら目標を捕捉した場合は直ちに協力すること、告白の時はもちろん、仲良くなりたいときでも協力しあおうぜ。俺たちは灰色の生活を送ってきた。だから、女の子に慣れていない。それは事実だ。だが、それで気き後おくれしてせっかくのチャンスを無駄にするわけにはいかん！　一致団結して協力し合おうではないか。そして、皆彼女をつくって、幸せな学園生活を送るのだ！」

「おおーっ！」

　理科準備室にいる全員で気勢をあげた。

　ユージは真剣に胃が痛くなってきた。



　　　＊



　寄り道したせいで、すっかり遅くなっていた。

　理科準備室で解散した後、原田と如月とユージは学校近くのドーナツショップに寄り、三人でいろいろ話し合っていたのだ。話し合いというか、主な話題は原田の愚ぐ痴ちだった。一年Ｂ組女子リストを作っているのを四し方ほう堂どうに見つかり、その後どんなひどい目に遭あわされたか、また現在進行形で遭っているか、その事を散々聞かされたのだ。

　おかげで、帰るのが遅くなってしまった。

　家の玄関前で、携帯電話の時計を見た。ちょうど七時になったばかりだった。

　ユージは幼い頃ころ両親と死別し、少し年の離れた姉と二人で暮らしている。その姉は今年の春から転勤が決まり、家を出ることになった。結果、ユージは一人暮らしをしている。

　いや、正確には『一人暮らしをしていた』というのが正しい。

　現在、ユージは一人暮らしではない。

　昔、『家に帰りたくないお父さんたち』というテレビ番組の特集を見たことがある。その時のユージには「家に帰りたくない」と言いつつ飲み屋で時間を潰つぶすお父さん達の気持ちがよくわからなかったが、今のユージには理解できる。

　家が、安らぎの場所とは限らないのだ。

　俺おれがロリコンだったらなー、とユージは改めて思った。

　そうすれば、友達付き合いもそこそこに家に飛んで帰るのに。

　だが、現実にはユージはロリコンではない。

　小さいものやかわいいものは好きだが、小さな女の子を見てときめいたり萌もえたりすることはなかった。

　ユージは、玄関の扉を開け家の中に入った。『ただいま』と声を出す。『ただいま』は玄関からリビングに繋つながる廊下に吸い込まれていった。

『ただいま』に返事がないことに、ユージは慣れている。昔から家に帰ったときに、誰だれかがいることのほうが少なかった。姉は出かけていることが多く、家に最初に帰ってくるのはユージの場合がほとんどだった。

　家に帰ったら『ただいま』を言うのは姉の定めたルールだ。たとえ、返事が返ってこなくても、『ただいま』を言うこと。そうしないと、将来誰かと一緒に住むことになったときに、『ただいま』が言えない人間になってしまうから、というのが姉の主張だった。ユージは姉に従い、帰宅すると返事の返ってこない『ただいま』を言い続けてきた。

　だから、今、自分の『ただいま』という声に反応して、台所から駆けてくる足音にユージはまだ慣れていなかった。

　エプロン姿の少女が現れた。

　小学生ぐらいの小さな体にエプロンをつけ、頭には三さん角かく巾きんをつけている。

　気になるのは、エプロンの下にスクール水着を着ていることだ。

　少女は玄関までくると、ユージを見上げて言った。

「おかえり」

　少女の名は井いの上うえククルという。

　井上ククルは、ユージのクラスメートだ。中等部からの持ち上がりであるユージとは違い、外部から高校に編入してきた生徒の一人だった。

　惜しい、とユージは思った。

　俺がロリコンなら、こんなに素晴らしいシチュエーションはないだろう。古来より、幼女とスクール水着とエプロンの三重攻撃に敵かなうものはいないと言われている。

　だが、残念なことにユージはロリコンではない。ククルの姿はかわいいと思わないでもなかったが、それは好きとかそういう感情ではなく、小鳥や子猫を見たときにわき上がるものに近かった。

　もしロリコンのもったいないお化けがいたら祟たたられるだろうな、と思いつつユージはククルのスクール水着エプロンをスルーした。

　ユージはククルを見下ろして言った。

「なんだか不機嫌だな」

「当たり前だ。帰ってくるのが遅い。今日は六時半に帰ってこいと言っておいたはずだぞ」

　ククルがじろりとユージを睨にらむ。猫のような大きな瞳ひとみが、口く調ちよう以上に不機嫌さを主張している。

　そして、茶色がかった髪の毛から出ている『ある物』をユージは見つけた。

　悪びれないユージの態度に、ククルはますます不機嫌になった。

「昨日あれほど言っておいたではないか」

「帰る途中でサメに襲われたんだよ。仕方ないだろ」

「ほう、海に面してない秋あき島しま市でサメに襲われることがあるとは知らなかった。一つ勉強になったぞ」

「山サメっていう陸上に住むサメがいるんだ。獰どう猛もうな奴で、口がこーんなに大きいんだ。命からがら逃げてきたんだ」

「秋島市は恐ろしいところだな。明日にでも玄関の鍵かぎを付け替えて、泣こうが喚わめこうが時間に遅れた奴は家に入れないことにしよう」

「僕が悪かったです」

「最初からそう言えばいいのだ」

「悪かったよ。ところで、ククル」

「何だ？」

「『角つの』が出てる」

　ククルは慌あわてて額の角を触る。角が出ていることを確認すると、すーはー、すーはー、と大きく深呼吸を始めた。気持ちを落ち着かせようとしているらしい。

　ユージは靴を脱ぎ、玄関横にある階段から二階にある自分の部屋へ向かった。

　ユージは、理科準備室で見た資料を思い出した。

　あの資料には、井いの上うえククルについて書かれていないことが三つあった。

　一つ。井上ククルは、犬いぬ伏ぶしユージと一緒に住んでいる。

　二つ。井上ククルは人間ではない。

　三つ。井上ククルは、犬伏ユージの妻だ。

　ククルは一年Ｂ組に在籍するユージのクラスメートであり、ユージの家に住むユージの同居人であり、そしてユージの妻だった。『妻』といっても、正式に結婚しているわけではない。数週間前『ある事件』があり、半ば強制的にククルが妻となって、ユージの家に転がり込んできたのだ。

「なんでこんなことになっちゃったのかなー」

　とユージは思う。

　ククルがユージの『妻』になるまで、ユージは浮かれていた。

　灰色の学園生活だった中等部三年間。男子校でうるおいゼロ。中高一貫の学校で、高校も女っ気なし確定。それが学校の合併により、男子校から男女共学になった。しかも、合併校では、男子より女子の方が多い。

　もしかしたら彼女ができる、いや必ずできるに違いない！　そしたらあんなことやこんなことを……と考えていた。

　それが、気づいたら小学生みたいな妻ができ、家で夕飯を作って待っているようになっていたのだ。

　女友達とか告白とか彼女とかそういうものを全部すっとばして、いきなり妻帯者になったのだ。

　自分がロリコンだったら、と思う。

　自分がロリコンだったら、好きな相手といつも一緒にいられる。学校はクラスメートとして、家では夫と妻として一緒にいることができる。こんな幸せはないだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　ユージは制服姿のククルを思い出してみた。

　かわいくない、とまでは言わないが、あれを好きになれとか萌もえろというのは相当無理があるよなー、とユージは思う。ユージにしてみれば、ククルは年の離れたいとこで、その世話をするために一緒に住んでいる、というのが妥当な心境だった。

　別にククルが悪いんじゃないんだけど、と思いながら制服からＴシャツとジーンズに着替え、リビングに下りた。

　リビングのテーブルには今日の夕食が所狭しと並んでいる。エビとポテトのサラダ、ひじきの煮物、揚あげ茄な子すなどが、ユージ達の胃に入るのをいまや遅しと待っている。

　そして、それらはどれも数人前を盛ることができる大皿に盛りつけられていた。ユージの席に置かれている取り皿を一人前の皿とするならば、夕食が盛られている皿はたっぷり五、六人前ほどの大きさがある。

　今日の犬いぬ伏ぶし家の夕食には、ユージとククル以外に参加者はいない。

　ユージは、胃のあたりが痛くなってきた。ここ数日、胃腸薬の世話になっている。今日もまたお世話になるかもしれない。

　ククルは、まだ台所でなにかをやっているようだった。小さな体で、自分の二倍以上の背丈がある冷蔵庫を開けたり閉めたりしている。

　犬伏家の冷蔵庫はとても大きい。一般的な家庭の冷蔵庫より二周りほどは大きかった。これは、ユージの両親が新婚旅行でアメリカだかドイツだかで買ってきたものだという。いわば、ユージの両親の形見だ。年代物だが、今でも立派に現役である。

「ククル、なんか手伝おうか？」

「いや、いい。もう終わりだ」

　ククルがエプロンを脱ぎ、三さん角かく巾きんをはずして、リビングのテーブルについた。

　スクール水着エプロンの下は、当然、スクール水着である。

　今は四月。水着を着るにはちょっとばかり早い。そういえば、プール開きはいつだっけ？

　ククルの胸の『井いの上うえ』というネームを見ながら、ユージはそんなことを考えた。

「さて、食事にするか」

「食事も水着のままでするのか？」

「そうだ」

「根本的な質問をしたいんだが、なんでスクール水着を着て料理しているんだ？」

「揚げ物をすると暑いのだ。汗をかく。ならば水着の方がいいだろう」

　そうか？　とユージは首をかしげた。

「……と『シキリ』が言っていた」

「『シキリ』って誰だれだ」

「四し方ほう堂どう桐きりのあだ名だ。桐の事は知っているだろう？」

　そういえば、ククルは四方堂とつるんでいた。確かに四方堂桐が『シキリ』というあだ名であるというのは、今日見た一年Ｂ組女子リストに書いてあった気がする。中等部の頃ころからクラスを仕切っていたのでついたあだ名らしい。

「ところで、ユージ」

　水着姿のククルはぐっと胸を突き出した。

　胸の『井いの上うえ』の文字は真っ平らだった。山や谷はない。悲しいほどククルの胸は平野だった。

「……どうだ？」

「何が？」

「そそるか？」

「そういう言葉も四方堂から聞いたのか？」

「よくわかったな」

「友達は選んだほうがいいぞ」

　ククルは不機嫌な顔で、居住まいを正した。

　もし自分がロリコンだったら、とユージは思う。

　もし自分がロリコンだったらこういうククルの努力も報われるのかな、と考える。

　しかし、ユージにはそういう傾向がまったくなかった。

「じゃあいただきます」

「いただきます」

　きちんと挨あい拶さつをして、二人は食事を始めた。

　ユージが井上ククルと一緒に住み始めて数週間がたつ。俗に同居とか同どう棲せいと言われる関係だ。

　だが、二人の関係を公おおやけにするにはいろいろと問題があった。

　まず、ククルがユージとクラスメートだということだ。

　二人の関係はクラスメートはもちろん、他ほかの生徒や教師などの学校関係者に知られるわけにはいかない。二人の関係は秘密にしておかねばならなかった。もし誰かに知られでもしたら、生活自体が脅おびやかされてしまう。停学ならいいほうで、退学にされてもおかしくない。

　もう一つの問題は、井上ククルが人間ではない、ということだ。

　井上ククルは、鬼なのだ。

　ククル本人は『オウガ族』と名乗っているが、『鬼』と言ったほうがわかりやすい。いわゆる頭から角つのを生やしているアレである。ククルの角は額にあり、普段は髪の毛に隠れて見えない。怒ったり気分を害したりすると、角つのはその姿を現すのだ。

『鬼オウガ』と一緒に同どう棲せいしてます、なんて知れたら週刊誌やテレビのワイドショーで見せ物扱いされかねない。そんな目に遭あうのはごめんだった。

　ユージは、ククルを見た。ククルは一心不乱に大皿の揚あげ茄な子すに手を伸ばし、口に運んでいる。

　子供だなー、とユージは思った。

　ユージは、彼女ができたら公園でデートをしたり、夏休みにプールに行ったり、お祭りに一緒に行くのが夢だった。

　ククルと一緒に公園やプールに行くことを想像してみる。

　……。

　いや、これはデートじゃないよ。遠足だし、俺おれは引率だ。

　それでも、ロリコンの人だったらこういう事も楽しくなるのだろうか。

　水着姿で食事をするククルをユージは見つめた。あれだ。親しん戚せきの小さな女の子と海の家で食事するとこんな気分になるんだろうな、とユージは思った。

　ククルが、ユージの視線に気づいたのか皿からユージに視線を移す。

「私の顔に何かついているのか」

　ククルの目が睨にらむようにユージを見つめる。食事中なのを邪魔された猫のような顔をしていた。

「いや別に」

「オウガ族では、食事中に人の顔を見るのは失礼な行為とされている」

「安心してくれ。この世界でもそうだ」

　ユージは、食事を続けた。だが、あまり箸はしは進まなかった。

『ある事件』まで、ユージにとってククルはちょっと変わったクラスメートに過ぎなかった。小学生にしか見えない外見で、ちょっと変わった話し方をする。気になる存在だが、自分とかかわり合いになることは、あまりないだろう。ユージはそう思っていた。

　だが、その予想はあっさりと崩れた。

　入学式の後、『ある事件』があり、ユージは井いの上うえククルの正体を知り一緒に住むことになったのだ。だから、ククルのことをユージはよく知らない。数週間前に出会ったばかりなのだから当たり前だ。

　……当然、ククルが普通の人間の数倍の食欲があるなんて知らなかったのだ。

　気づくと、サラダもひじきの煮物も揚あげ茄な子すも、一人分の量を残して大皿から消えていた。

　ククルは、何かを言いたげな目でユージを見ている。

「……残りもいいよ」

「そうか、すまぬな」

　残りの一人前はククルの口の中に消えていった。

　ククルの食欲はすごい。

　一緒に住み始めるときに、『食費は私が持つ』とククルは言ったが、当然だ。ククルが食べる分を出していたら、ユージは破産してしまう。

　ククルと一緒に暮らすようになって、台所に見知らぬ炊飯器が五台も増えていた。

　ユージは当初ククルにつられて食べ過ぎて腹をこわしてしまったことが何度かあった。今も胃腸薬は手放せない存在だ。

　テーブルの大皿がすべて空からになった。

「うむ」

　ククルは茶をすすった。

「では、メインディッシュにいくぞ」

　ククルは大皿を重ね、台所に向かった。

　程なくして、台所から何かを揚あげたり、電子オーブンレンジの音が聞こえてくる。

　今までのは前菜なのだ。だから、ユージもあえてあまり手をつけなかった。前菜はともかく、メインディッシュに全く手をつけないとククルが怒るので、食べる量を制限していたのだった。

　メインディッシュは、チキンステーキ、レバニラ炒いため、野菜の天ぷらと鶏とりの唐揚げだった。「今日はいい鶏肉が手に入ったのだ」とククルは台所からユージに向かって声をかけた。

　再び、テーブルを大皿が占拠する。

　ユージは鶏の唐揚げをいくつか食べた。おいしい。ククルが来る前は、コンビニ弁当でよく鶏の唐揚げ弁当を食べていたが、それよりずっとおいしかった。肉はやわらかいし、皮もぱりっとしていて、おまけに油っぽくない。

　これはいいものだ。

『これ、おいしいよ』とククルに言おうとしたとき、ユージはククルの異変に気づいた。

　ククルは茶ちや碗わんと箸はしをテーブルの上に置き、四分の一ほどになった自分の皿のチキンステーキを凝視している。

「どうした？」

　ユージの声に、ククルは顔を上げた。

「うむ」

　ククルは真剣な面おも持もちで言った。

「今日は食欲がわかない」

　ユージは、テーブルの大皿たちを確認した。山のように積まれていた野菜の天ぷらは消え去り、鶏とりの唐揚げも残り数個になっていた。レバニラ炒いためは一人前を残して姿を消しており、チキンステーキはその量を半分に減らしている。

　遠く台所には、前菜の残骸である大皿たちが見える。

　今日消費された大皿の枚数を確認した後、ユージは聞いた。

「食欲ないの？」

「そうだ。ユージが胃が痛いって言うから、今日は少なめにしたのに、その少なめの量でも喉のどを通らぬ」

「じゃあさっき食べたサラダや揚あげ茄な子すは喉を通らずにどこに消えたんだ？　四次元か？」

「ユージよ」

　ユージの言葉を完全に無視して、ククルは言った。

「頼みがある」

「……残りを全部食えってのは無理だぞ」

　とユージは答えた。

　ククルの頼みは、無論そういうことではなかった。
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　ユージは、自室の椅い子すに座り、ククルと対たい峙じしている。

　ククルは、ベッドの上に座っていた。

　食事も終わり、時計は午後九時を回っている。

『風ふ呂ろが済み次第、お前の部屋で話したい』とククルに言われたので、リビングにいるモービーディック（五歳♂：‥金魚）に餌えさをやった後、ユージは自分の部屋でククルが来るのを待っていた。

　ククルは部屋に来ると、ベッドに正座し、じっとユージを見つめている。

　緑のパジャマに身を包んだククルは、お風呂上がりのせいか、肌がほんのりピンク色に上気している。

「で、頼みって何？」

「うむ」

　ククルは意を決したようにユージに告げた。

「実は、今日は生え替わりの日なのだ」

「生え替わり？」

「角つのの生え替わりだ」

　ククルは自分の額を指差す。

　額から、ククルの角つのが少し顔を覗のぞかせている。

「人間の歯は、一度だけ生え変わるのだろう？　それと同じようにオウガ族は角が生え変わるのだ」

「なるほど」

「それを手伝ってほしい」

　ククルは真剣な面おも持もちで言った。

「俺おれができることなら手伝うけど……。何をすればいいんだ？」

「まず、私の角を額から出してくれ」

「ククルのバーカ」

「違う」

「違うのか？　怒らせればいいんじゃないの？」

　ククルの角が、少し大きくなった。感情を抑えているのか、夕方怒ったときより、角は小さい。

　ククルの角は普段は髪の毛に隠れているが、怒ると大きくなり、その姿を現す。角を出してくれと言うから、怒らせて欲しい、ということだとばかりユージは思っていたが、どうやら違うらしかった。

　ククルは大きく息を吸い、そして吐いた。角が、再び髪の毛の奥に隠れる。

「ベッドを借りるぞ」

　ククルは、ベッドに横になり、ユージを手招きする。ユージは椅い子すからベッドの横に移動した。

「まずだな。角の部分を撫なでてくれ」

「つ、角を撫でる!?」

　結構遅い時間にもかかわらず、ユージは大声を出した。

　数週間前に遭遇した『あの事件』が脳裏にまざまざと蘇よみがえる。

「大丈夫だ、ユージ。『あの事件』とは違う」

　ユージの心を見透かしたように、ククルは言った。

「お前は私の夫だ。だから、角に触っても何の問題もない」

「そ、そうなの？」

「オウガ族の角を触れるのは、血族と配偶者だけだ。私はお前の妻であり、お前は私の夫なのだから触ってもよいのだ」

　ククルは大きく一つ息を吐く。

「生え替わりは既婚者なら、その配偶者が協力する義務があるのだ」

「わ、わかったよ。具体的にはどうすればいいんだ」

　ククルはユージの手をとった。ククルの小さな手は少し湿っていてひんやりとしている。

「ここ」

　ククルの手が導いた額の場所を触ると、そこには突起物があった。今は小さくなっていて見えないが、これが角つのなんだろう。

「それを撫なでるんだ。優しくだぞ」

「優しく……」

「優しくだ」

　ユージは、角と思われるものを指の腹で撫でた。ん、という声がククルから漏れる。

「あ、痛かったか？」

「い、いや、大丈夫だ。それでいい、続けてくれ」

　ユージは言われるままに、指の腹で撫で続けた。突起物は、だんだん大きくなってきた。熱を帯び、ユージの指に温ぬくもりも伝わってくる。それと同時に、ククルの反応も大きくなっていった。姿勢を細かく変化させたり、ぴくんと体が小さく跳ねたりする。

　ユージは、角に触れるのをやめた。

「……どうしたの、だ？」

　ククルが言った。こころなしか、息も荒い。

「ほ、本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫だ、と言っただろう」

　ユージは行為を続行することにした。

　最初は手の感触でしか感じなかった角が、目に見えるようになってきた。角は指先ほどの大きさになっている。ユージは角の周囲を円を描くように撫でた。

　角は猫の肉球のように柔らかくてぷにぷにとしている。弾力性があり、そして温かかった。触っていると気持ちいい。

「……ユージ」

　ククルの声がした。角に触るのに夢中になっていて気がつかなかったが、ククルの呼吸は今や隠しようもなく乱れている。ユージを見つめる瞳ひとみは潤み、恍こう惚こつとした表情をしていた。

「もう少し強くしてくれ」

「つ、強く？」

「角の周囲を押すように刺激してくれ。そしたら、角がもっと大きくなると思うから」

「う、うん」

　ユージはククルの言葉に従うことにした。というか、この状況で拒めるはずもない。

　人差し指の腹で、角を押すように刺激する。押すたびに、ククルは「んっ」という悩ましげな声をあげる。顔には赤みがさし、うっすら汗が浮かんでいる。その度に、なんだか犯罪を犯しているような気分になり、額の汗を手の甲でぬぐった。

　角つのは完全に目に見える形になり、ユージの指でつかめる大きさにまで成長していた。

　ククルの角をこんなに至近距離で見たのは、『あの事件』以来のことだった。白い角は温かく、温ぬくもりが指を通してユージの体に伝わる。ユージの心臓の鼓動が早くなる。

（な、なんで俺おれこんなにドキドキしてんだ……）

　ユージは自分でもわけがわからなかった。自分はただ、ククルに言われるがままに角を触っているだけだ。それなのにいつしか汗をかき、ククルほどではないが、呼吸も乱れてきている。いま鏡を見たら、自分の顔は赤くなっているに違いない、とユージは思った。

　動揺しているせいか、指先がうまくコントロールできなくなってきていた。ユージは、それまでよりかなり強めに、角を指の腹で押してしまう。

「――っ！」

　ククルの体が弾んだ。ベッドが軋きしむ。ククルは、はあはあ、と息を乱していた。

「ご、ごめん。大丈夫か？」

「だ、大丈夫だ」

「少し休んだほうがいいんじゃないか？」

「いや、続けよう……今、角の大きさはどれぐらいだ？」

　ユージはククルの角の大きさを確かめる。

「えっと……指で摘つまめるぐらいかな」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうか……ならば、今度はねじるように角つのを触ってくれるか？」

「ね、ねじる？」

「ネジを抜くように、回転を加えて角を触るのだ。触っているうちに角がぐらぐらしてきたら、思いっきり引っ張って抜いてくれ」

「は、はい。わかりました」

　なぜか丁寧語でユージは答えた。

　ククルの呼吸が落ち着くのを少し待った。その間に自分の呼吸も落ち着かせる。だが、ユージの心臓は早いリズムで鼓動し続けていた。時間を置いても、その鼓動は落ち着きを取り戻すどころか、かえってテンポを速めようとしている。

「ユージ……」

　促すような視線をククルはユージに向けた。

　仕方なく、ユージは角に手を伸ばす。

　角はかなり温かくなっている。熱いと言ってもいいかもしれない。指を角に近づけるとまだ角に触れていないのに、熱気が指に伝わってくる。

　角を人差し指と親指で摘つまんだ。

「すごく、熱い……」

　ユージは思わず言葉を漏らした。角を引き抜くように、力を加える。

「痛っ！」

　ククルが声をあげる。

「ご、ごめん」

　ユージは慌あわてて角から手を離した。

「……すまぬ。私が辛抱できればいいのだが……あまりに痛くてちょっと我慢できなかった。最初は優しくして、徐々に力を加えてくれると嬉うれしい」

「う、うん。ごめん」

　しおらしい声で言われただけに、ユージの心は痛んだ。約束の時間に遅れて帰ってきたときみたいに、不機嫌な声で叱しかられるほうがまだいい。感情をストレートにぶつけられるだけ、その方が気が楽だった。

　ユージは再び、角にそっと触れる。

　まず人差し指で角にさわる。一番最初にやっていたように、指の腹で角を撫なでた。

「……ん」

　ククルから声が漏れるが、我慢できないほどの痛みではないようだ。ユージは徐々に力を加えていく。撫でるから押すに指の動きを変化させる。

　押すように何度か刺激した後、今度は親指と人差し指で角に触ってみる。

「……っふ」

　ククルはいつの間にか、枕まくらを胸に抱きしめていた。ユージがいつも使っている枕だ。ユージが角つのに触るたびに、枕にぎゅっと力が加えられている。

　ユージはネジを抜くときのように、角に回転を加えた。ぐらぐらと角が揺れる。ククルが言っていたように、歯が抜けるときの感触に近かった。

　思いっきり力を入れれば、抜けるかもしれなかった。

　だが……ユージはククルの顔をちらりと見た。

　荒い息をつきながら、ユージの顔を見る。

「大丈夫だ。かなり強めでもいいぞ」

「いいのか？」

「そんなに不安な顔をするな。痛いのは私だ。お前ではない」

「俺おれはククルに痛い思いをさせたくなくてだな……」

　ククルは身を起こした。小さな人差し指をすっと伸ばして、ユージの唇に近づける。

「お前が私の身を気遣ってくれてるのはわかっている。なんだかんだ言って、お前は優しいからな。だが、お前は私の夫だ。自信を持って、私の体を扱え」

「そんなこと言われてもだな……」

　言葉を紡ごうとするユージの口に、ククルの人差し指がぴったりとつけられる。ククルの指は、ひんやりとしていた。

「ここから先は言葉は無用だ」

　ククルはそう言うと、再びベッドに横になった。

　ユージは角に手を伸ばした。

　角を親指と人差し指でつかむ。ククルの体が反応する。

　ユージは角を左右に揺らした。角は不安定にぐらぐらと揺れている。

　角に左回りに力を加えた。力を入れるたびに「ん、ん」という声がククルから漏れる。

　ユージは、少しずつ力を強くしていった。角は不安定さを増し、思いっきり力を入れれば今にも抜けそうだった。だが、ユージはそうしなかった。少しずつ、少しずつ力を入れていく。

　角の抵抗は徐々に弱まっていった。ユージは指先で角を微かすかに押す。さっきまでは、この程度の力ではびくともしなかった角が、揺れるようになっていた。

　いける。ユージは確信を持って、角に力を加えた。ねじるように回転させるのではなく、角をつかんで垂直に引き抜いた。

　弱い抵抗があったが、角が抜けた。角は額から離れ、ユージの手の中に納まった。弾力のある角は、ククルの体から離れても未だ熱を帯びている。

「抜けた！　ついに抜けたよククル、クク……」

　ククルはユージの枕を抱きかかえたまま目を閉じて動かなかった。途中からククルの声が聞こえなくなっていたが、それはどうやら枕まくらを噛かんで声を殺していたせいらしい。ククルに耳を近づけると、かすかに呼吸音がする。

「……ん」

　しばらくするとククルは目を覚ました。ぼーっとした顔でユージを見ている。

「ククル、角つのがとれたぞ」

「そうか……ところで」

「？」

「眠い」

　そう言うとククルは再び目を閉じた。寝息が聞こえる。

「なんなんだよ、もう……」

　ユージは拗すねたような声を出した。

　右手に温ぬくもりを感じる。ククルの角をユージは握り締めていた。

　ユージはククルの右手に、そっと角を握らせた。ユージの意志を感じるかのように、ククルは角をしっかりと握った。

　ユージはククルに布団をかけ、電気を消した。ククルを起こさないように、そっと部屋を出る。

　今日はこのままベッドに寝かせよう、と思った。ククルは普段はユージの部屋の押入れに寝ているが、今日は動かさずにこのままにしていよう。自分はリビングのソファで寝ればいい。ユージはそう思った。

　台所に行き、お湯を沸かしてお茶を入れた。リビングの時計を見るともう十時を過ぎていた。一時間以上も『して』いたのか、とユージは思った。夢中で、時間の経過に全然気づかなかった。

　ユージはさっきまで自分がしていたことを思い出した。顔が赤くなる。

　……もしかして、自分は少しだけロリコンに近づいたのかもしれない。

　リビングの窓から月が見える。

　そういえば、ククルと会った時もこんな月が出ていたことを、ユージは思い出した。



    

  
    
      




    

  
    
      二話　午後十時五分五十二秒





「二十四、二十五……」

　ユージは浮かれていた。

　季節は、春。桜の舞い散る季節である。

　ユージは、丘の上にある公園へ通じる階段を数えながら上っていく。結構急な階段だが、今のユージには気にならない。

　空を見上げると、月がぽっかりと浮かんでいる。

　この春新発売の『桜アイス』が入っているコンビニ袋を振り回しながら、ユージは階段を上っていた。

　浮かれているのには、理由がある。

　ユージは、この春から高校生になった。今日、入学式があったばかりだ。

　本来なら、入学式など下らない行事のはずだった。冗長で退屈で壇上の人間の話はとても長く、参加者の忍耐力を試す行事。それが入学式だ。

　ユージの通う学校は中等部と高等部があり、そこそこの成績を残していれば、特別な試験を受けなくても高等部に進学することができる。従って、高等部のメンツは中等部の時とほとんど変わらない。しかも、ユージの学校は男子校だった。

　つまり、高等部の入学式とは、中等部の時と変わらないメンツで潤いのない三年間を過ごさねばならない、という確認の儀式なのである。

　儀式のはずだった。

　しかし、ユージが体験した入学式はそういうものではなかった。

　なぜか？

　ユージの通う秋あき島しま学園は、某学校法人によって運営されているのだが、この学校法人は同時に別の学校も運営していた。秋島女学院という女子校である。

　この秋島女学院と、ユージの通っていた秋島学園がこの春合併することになった。少子化のあおりなのか、双方の学校の生徒数が減ってきたので二つの学校を合併させ、共学の学校に生まれ変わることになったのである。

　もちろん、ユージをはじめとする秋島学園の男子生徒は狂喜した。中学三年間で、男子校の灰色生活を嫌というほど満喫したユージ達にとって、男子校から共学になるということは天の恵みだった。

　夢にまで見た『女の子のいる学園生活』が、現実になったのだ。

　入学式で、校長先生の催眠術のように退屈な訓辞を聞いているときも、ユージの目と心は隣の列に座っている女の子達に釘くぎ付づけだった。一応正面を向いてはいたが、視線の端に女の子達の姿をとらえていた。

　女の子達は、長すぎる校長先生の訓辞を真剣な面おも持もちで聞いていたり、着慣れない制服を気にして上着やスカートをいじっていたり、小声で隣の人と話したりしていた。

　学校に、女の子が、いる。

　共学の学校に通っている人間からすれば当たり前のこの事実も、ユージをはじめとする男子校の生徒にとっては、まるで夢のような状態なのだ。女の子達と三年間、同じ学校で過ごすことができる。想像しただけで、顔がにやけてだらしなくなってしまう。事実、ユージと同じ男子校の中学からきた連中の顔は入学式の間中ゆるみっぱなしで、みっともないことこの上なかった。

　しかし、それを誰だれが責められよう。

　三年間、女の子と一緒に学校に通える。

　もしかしたら、恋人、いわゆる『彼女』ができるかもしれないではないか。

　もし彼女ができたら……

　毎日待ち合わせをして学校に行く。クラスメートなら、授業中も一緒だ。まじめな顔で授業を受ける彼女の顔を横目で見ていたら、授業なんて耳に入らないだろうな。横目で見ている自分の視線と彼女の視線が合って、彼女は恥ずかしそうに顔を伏せたりして。

　昼休みも、もちろん一緒だ。彼女と弁当の中身を交換したり。

　帰りは、いつも一緒というわけにはいかないだろうけれど、週の半分くらいは一緒に帰って。

　夏になればプールに行って水着姿を見て、お祭りに行って浴衣ゆかた姿を見て、冬には寒さに凍えて手をはーってする姿を見て……。

　ビバ共学！　合併万歳！　少子化万歳！

　中学時代は暗黒だったが、これからは違う。

　もしかして、『彼女』ができるかもしれないのだ。いや、きっとできるに違いない。

「彼女かあ……」

　ユージは期待に胸を膨らませた。

　今日会ったクラスメートたちが自分の『彼女』になってくれるかもしれないのだ。

　入学式が終わり、オリエンテーションが済んで帰宅した後も、ユージはずっとそういうことばかり考えていた。夜になっても気持ちがふわふわして落ち着かず、アイスを買いにコンビニに出かけたのだった。

　出かけたついでに、アイスを九十九つくも公園で食べることにした。

　九十九公園は、秋あき島しまでは数少ない観光名所だ。丘の上にある公園で、そこからは秋島市全体を見渡すことができる。公園には桜が多数植えられており、今の季節は花見客で賑にぎわっていた。

　ちなみに九十九公園の名前は、公園に続く石段が九十九あることから来ている。

「七十七……」

　ユージは石段を数えつつ、九十九つくも公園に続く石段を上る。階段を上りながらも、入学式のことを思い出すと顔がにやけてしまう。

　ふー、と一息ついて空を見上げた。

　空は快晴で、星がくっきりと見えた。街中と違ってこの辺は光が少ないので、弱い光の星でも見ることができた。

　空に、流れ星が落ちた。

　おっ！　チャンス！　願い事だ。願い事を三回言わなくては！

「かわいい彼女ができますように。かわいい彼女ができますように。かわいい彼女ができますように！」

　星は天頂付近からゆっくりと流れ落ち、消えていった。

　やった！　三回言えたぞ！　ユージの心は逸はやった。

　軽やかなステップで、九十九公園を目指し残りの石段を上っていく。

　しばらく上ると、公園の入り口が見えてきた。もう公園は目の前だ。

「九十四、九十五………」

　石段を、数えて上っていく。九十九段で終わりのはずだ。

「九十九……」

　ん？　ユージは首をかしげた。

　百。

　百段だ。

　どこで数え間違えたのだろう。この公園には、月に二、三度は来ている。いつも九十九段を正確に数えており、一度も間違えたことはない。

　確かに今日の入学式のことを思い出して、かなり浮かれていた。そのせいで数え間違えたのかもしれなかった。でも、ユージは今まで一度も数え間違いをしたことはない。初めて石段の数を数え間違えたのだ。

　ユージは首をかしげつつ、九十九公園に入った。

　携帯電話で時間を確認した。九時五十二分。あと少しで十時になる。

　この時間でも花見客がいるかもしれないと思っていたが、公園はひっそりと静まり返っていた。人の気配がない。公園には誰だれもいなさそうだった。

　九十九公園の入り口に入ってすぐのところには、二人がけのベンチがある。そのベンチに座って夜風に吹かれてアイスを食べるのも乙おつなものだが、そこはベストポジションではない。

　公園の奥に進むと、秋あき島しま市一帯が見渡せる場所があり、そこにもベンチがあるのだ。そのベンチは横長で、二、三人が並んで座ることができる。彼女ができたら、デートでこのベンチに座って秋あき島しま市の夜景を眺めるのがユージの夢だった。

　ユージはそのベストポジションへ歩みを進める。

　桜が公園の奥に続く道沿いに植えられている。ちょうど満開の時期で、微かすかな風に枝が揺れて桜の花びらが舞っていた。桜の木に沿うように建っている外灯の光に照らされて、地面に落ちてゆく桜の花びらは、なんとも言えず綺き麗れいだった。

　桜の風ふ情ぜいを満喫していると、どこからともなく口笛が聞こえてきた。

「……？」

　どうやら、ユージの向かう先には先客がいるようだった。

　夜景が見える場所まで来たとき、『ベストポジション』のベンチに一人の少女が座っているのがわかった。

　ユージはその女の子に、見覚えがある。

　入学式で会った同じクラスの子だ。確か名前を井いの上うえククルといった。小学生のような幼児体型と、自己紹介の時に時代がかった変な口く調ちようだったのでよく覚えている。

　井上ククルの茶色がかった髪が、風になびいている。

　猫のようなひときわ大きな瞳ひとみが眼下の秋島市を見下ろしていた。そしてなぜか、井上ククルはこんな時間にもかかわらず制服を着ていた。白と紺のシンプルなデザインの制服は、間違いなくうちの高校の制服だ。その制服は、井上ククルの小学生のような体にぴったりと合っている。

　制服姿の井上ククルの横には、自分の体よりも大きな黒いスーツケースがあった。

　ククルはベンチによりかかり、秋島市の夜景を見ながら口笛を吹いている。

　ふと、口笛が止やんだ。ククルがユージの存在に気づいたようだった。

「誰だれだ」

　これだ、この口調。女の子らしくない時代がかった口調。井上ククルに間違いなかった。

　ユージはコホンと咳せき払ばらいをし、答える。

「クラスメートの犬いぬ伏ぶしだよ。覚えてる？」

「覚えている」

　とククルは言った。

「好きなのは、恋愛ゲーム『学園クロニクル』の圭けい子こちゃん、だったな」

「それはわざと寒いことを言って受けようとして、普通にドン引きされたところだから早く忘れてくれ」

「そうか、ならば忘れることにする」

「隣、座っていいか？」

「ああ」

　ユージは、ククルの横に座った。

　眼下に秋あき島しま市の街の光が見える。一番明るいのは、秋島駅周辺の光だ。携帯電話を取りだして時間を見た。午後十時を少し過ぎたところだ。この時間は、まだ電車が動いている。駅から電車が出て行くのが見えた。

　左に視線を動かすと、住宅街の光が目に入る。秋島市は都市部の郊外にあるベッドタウンで、駅を中心に円を描くように住宅地が広がっている。ユージの家は駅からちょっと離れた場所にあった。駅から歩くのは少しつらいが、バスが何本も駅から出ているので、生活するのに不便を感じたことはない。

　右に視線を動かす。そこにも住宅街の灯あかりが見える。そしてユージから見て斜め四十五度の方向に、ユージとそして今横にいる井いの上うえククルが通う秋島学園があるのだ。

　ぼんやりと夜の秋島市を見ていると、ククルが話しかけてきた。

「関係者なのか？」

「え？」

『関係者』という言葉にユージは虚を衝かれた。

「……違うか。ということは、偶然紛まぎれ込んだのか。まあいい。ここにいるということは、何かに導かれて来たんだろう」

「俺おれは見晴らしのいい場所でアイスを食いたかっただけなんだけど……」

　ユージの言葉を無視するように、ククルは口笛を再び吹き始める。

　ククルの吹いている曲は、民族音楽のようなゆったりしたテンポの曲だった。ベンチの脇わきにある桜の木から時折花びらが落ちてきたが、それに合わせているかのように、ククルの口笛もゆっくりと流れている。

　ユージは、コンビニの袋から桜アイスを取り出した。

　その時、コンビニの袋にはアイスが二つ入っていることを思い出した。

　いつもユージがアイスを買うときは一つだけ買う。家にはユージしかいないことの方が多いし、食べたいときに食べ、買いだめはしないのがユージのやり方だったからだ。

　しかし、なぜか今日はアイスを二つ買ってしまった。魔が差したというか、なぜ二つも買ってしまったのか自分でもわからなかった。気づいたら買い物カゴに二個のアイスを入れてレジに並んでいたのだ。レジの人に金額を告げられたとき、あっと思ったが、後ろに人が並んでいてアイスを戻しにいくのは気が引けた。なにより、ユージは浮かれていてアイスを一つ買おうが二つ買おうが、どうでもいい気分になっていたのだ。案あんの定じよう、コンビニを出てすぐにアイスを二つ買ったことなど忘れていた。

　ユージは、アイスを一つククルに差し出した。

　ククルは口笛を止やめた。ユージの顔とピンク色のパッケージの桜アイスを、交互に不思議そうに見ている。

「……くれるのか？」

「奢おごりだ」

「いいのか？」

「一人だけアイスを食べるのもなんだしな」

「……まあ、くれるというなら頂いておこう」

　ククルは桜アイスを受け取った。

　ユージとククルはアイスを食べ始めた。ユージは不思議な気分だった。

　この九十九つくも公園のベンチで女の子と並んで夜景を見るのが、ユージの夢だったはずだ。それが、男女共学となった日の今日、まがりなりにもクラスメートの女の子と、並んで夜景を見ながらアイスを食べている。いきなり夢がかなってしまった。

　いや、井いの上うえククルは彼女じゃない。自分の夢は『彼女と』夜景を見ることだ。通りすがりのクラスメートと一緒に夜景を見たって、それはノーカウントだ。

　その時、ユージはふと思った。

　なぜ井上ククルはここにいるのだろう。

　花見にしては一人というのが奇妙だし、第一なぜ制服を着ているのだ。スーツケースを携行しているということは旅行かもしれない。

　確かに今日は土曜の夜で、明日は日曜日で学校はお休みだ。近場なら旅行に行くことはできるだろう。でもなぜスーツケースを持って九十九公園に来ているのだ？　ホテルや駅やバス停ならわかるのだが。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかも、こんな遅い時間に。

　ククルは、疑問をいくつも抱えているユージを尻しり目めに、快調にアイスの残量を減らしているようだった。

　ユージは思いきって聞いてみることにした。

「一つ聞いていいか？」

「なんだ？」

「ここで何してんの？　旅行でも行くのか？　それとも帰ってきたの？」

　ククルは、アイスリーム付属のスプーンをくわえながら、ユージの顔を見た。『どうして信号機が青になるとみんな歩き出すのか』と聞かれたような表情をしている。

「知りたいか」

「ちょっと、知りたい」

　ククルはユージの顔をじっとみつめた。猫のような瞳ひとみにユージの姿がうつっている。

　ククルは、ぷい、と視線を外した。

「秘密だ」

「……そう」

　ユージはそう答えるとアイスを食べるのに戻った。別にどうしても知りたいというわけではない。ククルが話したくないと言うのなら、それでもよかった。

　ククルは、ユージより早くアイスを食べ終えた。少し離れたところにあるゴミ箱まで歩いていき、空き容器を捨てた。

　ユージのいるベンチの前まで来ると、小さな腕にぴったりとフィットした腕時計に目を落とした。

「そろそろか……」

「何が？」

「午後十時五分五十二秒」

　ククルの言葉にユージは携帯電話を取り出して時間を確認した。

　午後十時五分。ユージの携帯の時計では秒数まではわからないが、おそらくククルの言った時刻が近づいてきているはずだった。

「午後十時五分五十二秒に何があるんだ」

「それは……」

　ククルがユージの問いに答える間もなく、異変が起こった。

　地面が揺れた。

　大きな揺れだった。まず縦にドンと揺れ、それから横に大きく揺れる。ユージの手からアイスクリームの容器が飛び出した。ククルの横にあった黒のスーツケースがククルがいる方向へ倒れてくる。

　ユージは咄とつ嗟さにククルを庇かばった。ククルを抱きかかえその場にしゃがみこむ。スーツケースが、ユージの背中を強打した。激痛が走ったが、とにかく揺れが収まるまで待つしかない。

　公園の外灯が消え、辺りは闇やみに包まれた。ユージは目を閉じて、揺れが収まるのを待ち続けた。

　揺れは次第に小さくなっていき、やがて完全に収まった。

「いててて……ふー、大丈夫か？」

　ユージは背中をさすりながら、体の下にいるククルに話しかける。

　ククルは返事をしなかった。目を閉じ、動かない。

　一瞬、ユージの心臓が凍った。

　おそるおそるククルの顔に耳を近づけた。

　すー、すーという呼吸音がした。

　ユージはほっと胸を撫なでおろした。ショックで気絶しているだけらしい。

　ククルをゆっくりとベンチに横たえた。地震で停電が起こったのか、外灯の光はまだ回復していない。暗いのでよくわからないが、ククルがどこか怪け我がをしているようには見えなかった。

「……？」

　ある物が、ユージの目に止まった。

　それは、ククルの額だった。普段、ククルは額を髪で隠しているのだが、今は髪が乱れ、いつもは見えない額の部分が露あらわになっている。

　その額に、見慣れないものがあった。

　角つのだ。一本の短く白い角が姿を見せていた。

　角？

　コスプレか？

　ユージはククルの角に手を伸ばす。

　固い手触りを予想したが、角は柔らかくひんやりとしていた。

「……ん」

　ククルが反応する。

　ユージは指先で角をつついた。ひんやりとしてさわり心地のいい感触に、ついつい手が伸びてしまう。猫の肉球を触っているときのように止まらなくなった。

「……ん……あ……ん」

　ククルから吐息が漏れたが、ユージは構わずククルの額の角を触り続けた。

　ククルが目を覚ました。角に触れていたユージと目が合う。

「……」

「……えーと……」

「見たな」

「……はい」

「触ったな」

「たっぷりと触らせて頂きました」

「……」

「……」

　背後に気配を感じた。

『何をしている』

　低いうなり声のような声が耳に響く。

　ユージは恐る恐る振り向いた。

　振り向いた瞬間、公園の外灯に明かりが戻った。煌こう々こうとした光が、声の主を照らす。

　そこには、鬼がいた。

　浅黒い体が、外灯に照らされている。その体は、近くにある桜の木より大きい。金色の髪の間からは二本の角つのが天に向かって生え、手にはドラム缶を縦に二つ繋つなげたような大きな金棒を持っている。野球のボールみたいな大きな目玉がぎろりとユージを睨にらんでいた。

　叫び声を上げようとしたが、声が出なかった。ユージは金魚のように口をぱくぱくさせる。

『ククルよ』

　その鬼は言った。

『その人間が何をしていたのか、一部始終見ておった』

　地響きのような声が辺りに響く。

『心配するな。その人間はわしが始末する』

　ユージは事の成り行きに頭がついていかなかった。おまけに腰が抜けたのか、足が動かない。

　巨大な鬼の金棒が自分に向かって振り下ろされるのを他ひ人と事ごとのようにぼんやりと眺めていた。

「待て父上！」

　ククルの言葉に、鬼の動きが止まった。ユージの眼前で金棒が止まる。全身の毛穴から汗が噴き出た。

　ククルの声が夜の公園に響く。

「この者は私の夫だ」

「え？……むぐぐ」

　間抜けな声をあげそうになったユージの口を、ククルは光の速さで手で塞ふさいだ。

「父上、ちょっと待っていてくれ。夫と話してくる」

　ククルはユージを引きずるように、鬼から引き離した。ベンチから少し離れ、鬼をはばかるように小声で話を始める。

「とんでもないことをしてくれたな」

　ククルの詰問口く調ちように、ユージはむっとして答えた。

「俺おれはお前を助けたんだぞ」

「それは感謝している。問題はその後だ。私の角つのに触っただろう」

「……それは確かに」

「オウガ族の角を触るのは夫以外に許されないのだ。もし夫でないものが角を触ったら、この世の果てまで追いかけても殺さねばならん」

「な、なんの話だよ」

　ユージの顔から血の気が引いた。

　わけがわからない。わからないが、一つだけわかることがある。

　今、自分は生命の危機にさらされているということだ。

　夢？　これは夢かもしれない。ちらりと鬼の方を見る。巨大な目玉がユージを凝視していた。慌あわててユージは視線をそらした。

　夢じゃない、とユージの生存本能が告げていた。心臓がばくばくと音を立て、ユージに危険信号を発し続けている。

　ククルがユージの心を見透かしたように耳元で囁ささやく。

「言っておくがな、これは夢ではないぞ」

「よく俺の考えている事がわかったな」

「顔に書いてある」

「後で消しゴムで消さなくちゃな。……で、夢じゃないなら、この状況はなんなんだよ。あの鬼は一体なんだ」

「オウガだ」

　静かに、ククルはユージに告げる。

「ちなみに私もオウガだ。お前にもわかるように言うと、鬼だな。今、金棒を持ってお前を殺そうとしたのは私の父だ」

「鬼……」

「角があるだろ？」

「角なら鹿しかやサイにだってあるぜ」

　ククルは、軽けい蔑べつしきった目をユージに向けた。

「お前は死にたいのか？　ならば遠慮なく父上にお前を引き渡すぞ」

　ユージはぶんぶんと首を振った。

「お前は私の角つのに触った。それも何度も何度も何度も、執しつ拗ように触った。これは認めるな？」

　表現がやや気になるが、ユージはククルの言うことを認めた。認めざるを得なかった。

「オウガ族の掟おきてでは、角に触ったものは必ず殺さねばならぬ」

「な、なんで？」

「オウガ族にとって角は神聖なものなのだ。それを陵りよう辱じよくされたとなると、生かしておくわけにはいかぬ」

「陵辱ってそんな……そんなつもりじゃ……ちょっと触っただけじゃないか」

「ならば、アイスを盗んで食ったやつが『そんなつもりじゃなかった』と言って許されると思うか？」

　ユージを絶望感が包み込む。

「じ、じゃあ俺おれもう殺されるしかないのか？」

「情けない声を出すな。生き延びる方法が一つだけある」

「どうすればいいんだよ」

　藁わらをもつかむ思いでユージは聞いた。

「お前が私の夫になればよい。夫だけは、妻の角に触ることが許されている」

「お、夫っ！」

　ユージの大声を待っていたかのように、鬼が地響きと共に近づいてきた。

『どうした。何を揉もめている』

「いや、大丈夫だ父上」

　ククルはユージを連れて再び鬼から離れる。ユージは這はうようにククルについていった。

　ククルの囁ささやき声ながらも厳しい声がユージに飛ぶ。

「馬ば鹿か者！　大声を出すな」

「そ、そんなこと言っても、いきなり、お、夫とか言われても……」

「再度聞く。お前は死にたいのか」

　ユージは大きく首を振る。

「ならば私の夫になるしかない。角に触った者を生かすにはこれしかないのだ」

「しかしだな、夫とか妻とか言われてもだな。生まれてこのかた俺は彼女がいたことさえないのに、お、夫とか妻って……」

「わかった。そこまでお前が言うのなら仕方がない」

　ククルは冷たく言い放った。

「お前は父上に挽ひき肉にくのように潰つぶされてハンバーグの材料にでもなるがよい。ち……」

　ユージは父親を呼ぼうとしたククルを慌あわてて押しとどめる。

「わ、わかった。わかったよ。お前の言う通りにする」

　ユージは覚悟を決めた。まずはこの場を切り抜けることだ。他ほかの事は、生き延びた後で考えよう。

「今から父上と話をする。お前は一言も口をきくな。何か聞かれたら黙って頷うなずけ。死にたくなければな」

　ユージは言われたとおり黙って頷いた。

　鬼のいる場所に、ユージとククルは戻っていった。

　鬼はユージを一睨にらみする。ユージはその形相に震え上がったが、ククルは毅き然ぜんと鬼を睨み返している。

「どうしたのだククル。さっさとその者を我に渡せ」

「父上よ、私はこの者を夫とする」

「……」

　鬼は無言だった。ククルの言葉に返答しかねているようだった。

　沈黙の後。鬼がおもむろに口を開いた。

『だが……その男はこの世界の人間ではないか。本当によいのか？　殺してしまった方がいいのではないか？』

「これは私の夫だ」

　ククルはきっぱりと言い切った。

「父上と言えども殺すことは許さぬ。それとも、この者を選んだ私に何か問題でもあるのか？」

『……』

　鬼はククルの言葉に返事をしなかった。代わりに、ユージの方をぎろりと睨んだ。

『お前はそれでいいのか？』

　ユージの体をククルが足でつつく。『聞かれたら黙って頷け』というククルの言葉を思い出し、壊れた人形のようにユージはこくこくと頷いた。

「心配するな、父上。私は大丈夫だ。ちゃんとこの世界でやっていく」

　そう言うと、ククルはユージの背を押した。地震で倒れていたスーツケースを引き起こし、ユージに持つように言った。

「準備はできたな。では行こう」

「ど、どこへ」

「公園から出るのだ。父上の気が変わらぬうちにな。いいか、何があっても後ろを振り返るなよ。ほら、早く」

　ユージとククルは鬼に背を向け公園の入り口へと向かった。がらがらとスーツケースを引く音が周囲に響く。

　外灯の光に桜の花びらが照らされている。ついさっき、ユージは一人でこの道をアイスが入った袋を持って通った。そして今、ユージは井いの上うえククルという『妻』を連れて同じ道を通っている。

「お父さんはこれからどうするんだ？」

「父上は元の世界に帰る」

「元の世界？」

「あとで説明する。お前はあの金棒に未練でもあるのか？」

「ない。ないよ。できれば一生会いたくない」

「ならばいい。お前の行いがよければ、あの金棒に今後会うこともなかろう」

　ユージは大きく息を吐いた。助かった。どうやら生命の危機は脱したようだ。

　しかし、しかしである。

「……で、どうするんだよ」

「なにがだ」

「これからのことだよ！　夫とか妻とか言ってたけどどうするつもりだ？」

「大きな声でわめくな。私は耳が遠いわけではない。充分聞こえている」

　ククルは静かな声だった。

「そんなに深く考えることはない。一緒に住むだけだ」

「一緒に住む？」

「そうだ。夫と妻、夫婦なんだから当然だろう」

　夫婦。

　突きつけられた現実の重さにユージは頭がくらくらした。

「そんなに深刻に考えるな」

「深刻に考えるに決まっているだろ！　アホか」

「時にお前はペットを飼っているか？」

　突然の話題変更にユージは気を削そがれた。

「飼ってるよ。モービーディックって奴」

「モービーディック？」

「金魚だよ。数年前夏祭りの金魚すくいでとったんだ。色は赤」

「なるほど」

「で、ククルはなんで、こんな時に俺おれのペットの存在の有無を知りたいのかな？」

「つまりだ。私のことはペットが一匹増えると考えればよい。夫と妻といっても同居するだけだ。お前に迷惑はかけぬ。それに、私は吼ほえないし噛かみ付かないし柱で爪つめを研がないし抜け毛もないし二週間に一回水を取り替える必要もない。極めて手がかからないぞ」

　ユージはククルの表情を改めて観察した。ククルの大きな瞳ひとみがユージを見ている。表情からは冗談だか本気だか判断しづらい。

「ちょうどこの世界で住むところを探していたのだ。ホテルにそう何泊もするわけにもいかないし、学校に寮は無いというし、少し困っていた。渡りに船だったな」

　ユージはなんとなく騙だまされたような気になった。

「そんな顔をするな。迷惑はかけぬといっても、同居するんだ。出すものは出そう」

「出すものって？」

「一緒に暮らしている間、食費は私が出そう。食事も私が作る」

　それは魅力的な提案だった。ユージは姉から食費込みの生活費を毎月貰もらっている。この生活費から食費が浮くとなれば、かなりの金額を自由に使えるようになる。

　しかし、だからといって今日入学式で知り合ったばかりのクラスメートと「はいそうですか」と同居するわけにはいかない。

「でもなー、一緒に住むだけっていってもな、学校にばれると面倒な事になるし……」

「ばれなければよい」

「友達にも知られるとまずいだろ。家にも呼べなくなるじゃないか」

「そのくらいは我慢しろ。第一、新婚家庭に押しかけてくるのは、無遠慮な行為だ」

「し、新婚家庭……」

　なおも反論を試みようとするユージに、ククルがとどめの一撃を放った。

「もう一度父上を呼び戻してもいいのだぞ」

　ククルの言葉にユージはうなだれた。

「わかりました」

「ならばよい」

　ユージとククルは九十九つくも公園の階段を下りていった。ユージは当然のようにククルのスーツケースを持たされる。スーツケースには車輪がついているので、今までは押していればよかったが、ここから先は階段なので持たなければならない。スーツケースは予想に違たがわずとても重かった。

　もちろん、ククルからは手伝おうという素振りは微み塵じんも感じられない。

「重そうだな」

「実際重いんだよ。何が入っているんだ」

「生活必需品だ。これからの生活に必要なものが入ってるんだから、重くて当然だ」

　ユージは半ばヤケになって、スーツケースを担かついで階段を下りた。先程地震の時に強打した背中が痛い。

　階段を下りきると、さすがに体力が切れた。スーツケースを地面に下ろし、階段に座り込んだ。

　荒い呼吸を整えていると、ククルがいつの間にか冷えた缶ジュースを手に持っていた。

「ご苦労」

「まったくだ。とても苦労した」

　ジュースを飲み、一息つくと落ち着いた。

　空き缶を、数メートル先の空き缶入れに投げこんだ。空き缶は空き缶入れに吸い込まれ、からんからんという乾いた音を立てる。

　空を見上げると、頭上には月が出ている。丸くて、とても大きい。いつも見ている月より大きく感じた。

　月とユージの間に、ククルがにゅっと割り込んだ。

「体力は回復したな。行くぞ」

「行くってどこへ」

「お前の家だ。一緒に住むのだからな」

「今から？　今日からもう一緒に住むのか？」

「当たり前だ」

　ククルはユージに向かって両手を伸ばした。

「おんぶ」

「おんぶ？」

「お前の家までおんぶしてくれ」

「なんでだよ。理由を二十五文字程度で述べろ」

「月がとても綺き麗れいなので、より高い位置で月を見たい」

　ユージは指折り数えて文字数を確認した。二十三文字。完かん璧ぺきな解答だ。

　ええい、毒を食らわば皿までだ。今日は、ククルの言うことに従うことにしよう。

「わかったよ」

「わかればよろしい」

　ユージは、ククルを背に負った。左手でククルの体を支え、右手でスーツケースを押す。

　ククルの体は想像以上に軽かった。片手一本で支えても何の問題もない。背中は痛かったが、ククルを背負うことでの痛みは特になかった。

　ユージは九十九つくも公園から自分の家へと歩いた。がらがらというスーツケースを引く音が夜に響く。

　道に人影はなく、今ここにいるのは自分と頭上の月だけのような気がした。でも、時折首筋にかかるククルの吐息が、自分一人ではないことをユージに教えていた。

　しかし、とユージは思った。

　一体どうしてこんなことになってしまったんだ。俺おれはただこれから始まる新生活に胸を膨らませて九十九公園へアイスを食べに行っただけなのに、どうして右手にはスーツケース、背中には『妻』を背負っているのだ。

「どういうことなんだ」

　ユージがそう言うと、背中のククルから返事が返ってきた。

「なにがだ」

「全部だよ全部。一から説明してくれ。さっき元の世界がどうとか言ってたじゃないか。他ほかにも気になることあるし」

「……そうだな。きちんと説明しておいた方がいいだろうな」

　ククルが静かに言った。

「まず私たちは人間ではない。オウガだ。お前たちの言う鬼だな」

　ククルがユージの耳元で囁ささやく。だが、おとぎ話じゃあるまいし、現代の日本において鬼がいるという話は聞いたことがない。

　ククルはそんなユージの思考を読み取るように話を続ける。

「そして私たちはこの世界の者ではない。私たちは夜の国から来た」

「夜の国？」

「私たちが元々住んでいた世界のことだ。この世界とは違い、『光』というものがない。太陽も月も光を発せず、暗いままたたずんでいるだけだ」

「異世界とかそういうやつ？」

「そうだ」

　話しながら、ユージはゆっくりと歩いていく。丸くて大きな月がユージを見下ろしている。ユージは、月に話しかけられているような気分になった。

「普段、私たちの夜の国とお前たちの国は交わることがない。だが数百年に一度、一定期間往来が可能になることがある。それが今なのだ」

「開あかずの扉でも開くようになったのか？」

　ユージは冗談を言ったつもりだが、あっさり流された。

「そういうわけではないが、イメージとしてそう取って貰もらっても構わない。ただ、往来が可能になると言っても、いつでも夜の国からこの世界に来られるようになるわけではない。時折、数分だけ行き来ができるようになるというだけだ」

「もしかして、さっきの地震ってそれが原因なのか？」

「さっきのは例外だ。普段は地震など起こらないのだが……」

「どうなるんだ？」

「停電になるのだ」

「停電？」

「我々夜の国がこの世界に干渉すると、一定時間、光が失われるのだ」

　そう言われれば思い当たる節があり。

　さっき地震が起こったとき、公園の外灯が消えていた。地震のせいかと思っていたが、ククルの話が本当だとすれば、あれは『夜の国』と繋つながったせいだということになる。しかし……。

　ユージの耳が引っ張られた。軽く引っ張られたり、指で弾はじかれたりして弄もてあそばれている。

「お前の耳は面白いな」

「人から耳を褒ほめられたのは初めてだ」

「そうか？　耳については自信を持っていいと思うぞ」

「俺おれの耳で遊ぶな。それより、話の続きをしろ。その『夜の国』とやらから来たのはわかった。で、この世界に何をしに来たんだよ。観光か？」

「留学だ」

「留学？」

「留学でも遊学でも修行でもなんでもよいが、数百年に一度この世界と往来が可能になった時期には、夜の国からこの世界に来て過ごす必要がある。それがオウガ族の掟おきてなのだ」

「ふーん」

　ククルが、少し拗すねたような声を出した。

「……信じてないだろ」

「そんなことは……あるけど」

「……まあいい。それはいいのだ」

　ククルは言った。

「重要なのは、今、私はここにいて、お前もここにいるという現実だ。そして、私とお前はこれから一緒に暮らすのだ」

「ククル」

　ユージは足を止めた。

「なんだ？」

「ついたぞ」

　ユージはククルを背中から下ろした。

　二人の前には、『犬いぬ伏ぶし』と書かれた表札があった。

　ユージは玄関を開け、スーツケースを玄関に運び入れた。

「うむ。ご苦労」

「本当に苦労した」

「というわけで、アイスを買いに行くぞ」

「なにが、『というわけ』だ」

「公園で食べたあのアイスは美う味まかった。もっと食べたい。あれはどこで買ったんだ？」

「家の近くのコンビニだよ」

「そうか。ならばそのコンビニまで案内しろ」

　勝手な奴だな、とユージは思った。

　まあいい。よく考えればあの桜アイスも途中までしか食べられなかった。食べ直すのも悪くない。

　深く考えるのはやめよう、とユージは思った。人間、諦あきらめが肝心だ。それに、ククルの機嫌を損ねてまた父親を呼ばれてもまずい。

「今度は私が奢おごるからな」

「金持ってるのか？」

「当たり前だ」

　ククルはそう言い、ユージに先んじて玄関から外に出た。外に一歩踏み出した瞬間、ククルはくるりと振り向き、ユージの方を見た。

「どうした？」

「大事なことを忘れていた」

「トイレか？　トイレなら玄関を入った先の廊下の右に」

「違う」

　ククルはむくれて言った。額の髪から角つのが顔を出している。

「ククル、角が……」

「あっ」

　ククルは大きく深呼吸をした。角が、ククルの呼吸に合わせて縮んでいく。

　角が額に収まると、ククルは大きく息を吐く。

「その角って大きくなったり小さくなったりするのか？」

「感情に起伏があると角が大きくなるんだ」

「なるほど。で、トイレじゃない大事なことってなんだ」

　ユージの言葉に、ククルは目を伏せる。

「その……」

「？」

「ありがとう」

　ククルは、笑った。

「地震の時、私のことをかばって、助けてくれてありがとう。ちょっと……かっこよかったぞ」

　その瞬間、光が差した。

　暗くら闇やみを切り裂くように、ククルの笑顔が光と共にユージの瞳ひとみに飛び込んできた。あまりの眩まぶしさに、ユージは目をこすった。

「ユージ？」

　ククルが心配そうに近づいてきた。目をこすると、光はもうそこにはなかった。ユージの目に映るのは、不安そうなククルの顔だけだった。

「どうしたのだ？」

「ああ、いや……なんでもない」

　ユージはコンビニへの道を歩き出した。

　こうして、犬いぬ伏ぶしユージは井いの上うえククルと一緒に暮らすことになったのだった。



　　　＊



「ユージ」

　ククルの声で、ユージは我に返った。

　振り向くとそこにはククルがいた。リビングの扉から半分だけ体を出して、ユージを見ている。

「起きたのか？」

「すまん、寝てしまっていた」

「いいよ別に。角つのは大丈夫か？」

「うむ。問題はない」

　ククルはリビングに入ってきた。ソファに座っているユージの前に立つ。

「何をしていたんだ？」

「考え事をしてた」

「考え事？　何についてだ？」

「神様について」

　ククルはきょとんとした顔をしている。

　ククルに九十九つくも公園で会ったあの日、公園に続く階段の途中でユージは流れ星を見た。ユージはその時、流れ星に願い事をした。『かわいい彼女ができますように』と。

　今、ユージはまがりなりにも『妻』であるククルと一緒に住んでいる。ある意味彼女以上の存在だ。しかも、ククルはかわいい。その点については、神様はユージの願いを叶かなえてくれたと言える。

　しかしユージが考えていた『かわいい』とククルに感じる『かわいい』は微妙に違う。

　ククルがかわいいか、かわいくないかと問われれば間違いなくかわいい。しかし、その『かわいい』はユージが子犬や子猫に感じるかわいさと同じなのだ。奇くしくも、ククルが『ペットを増やすのと同じに考えればいい』と言ったように、ククルのかわいさはペットに感じるかわいさと同じだった。

「で？　神様について何を考えていたのだ？」

　ククルは首をかしげながら、ユージに尋ねる。

　ククルを見て、ユージは思い出した。確かに、ユージは『かわいい彼女ができますように』と願い、祈った。でも、『その彼女が人間でありますように』とか『その彼女は幼児体型じゃありませんように』とは願わなかった。

　神様は律りち儀ぎで素直でいい奴なのだとは思う。ただ、ちょっとばかり融通が利きかないだけなのだ。

　ユージはククルに言った。

「いろいろ感謝しているから、どこかで会ったらアイスでも奢おごろうと思う」

「……そうか」

「うん」

　でも、とユージはククルの猫のような瞳ひとみを見ながら思う。

　あの時、ククルが笑った時に見たあの光はなんだったのだろう。夜の闇やみを切り裂くように光は生まれ、ククルを照らすように輝いていた。

　幻覚？　そうかもしれない。あんなことが現実にあるはずもない。けれど……

「ユージ？」

　ククルがユージの顔を下から覗のぞき込んだ。

　そう言えば、ククルが笑っているのを見たのはあれが最初で最後だ。学校ではいつもポーカーフェイスで、表情を崩すことはない。家にいるときは、不機嫌になることはあっても、笑うことは全くなかった。

「大丈夫か？」

「大丈夫だ」

「そうか。というわけで、アイスが食べたくなった」

「なにが、というわけなんだよ」

「ユージの顔を見ていたら、九十九つくも公園で会った時のことを思い出したのだ。あの時のアイスは美う味まかった」

「買い置きしてあるのか？」

「ない。買ってきてくれ」

「……」

　ユージはこめかみを押さえた。

　訂正。神様は少し意地悪な奴かもしれない。

　ユージはソファから立ち上がり、財さい布ふのある場所を探し始めた。




    

  
    
      



    

  
    
      三話　姉、帰る





　金曜日の最後の授業が終わり、後はＨＲホームルームを残すのみとなった。教室のあちこちから、試験の結果や週末の予定について話す声が聞こえる。

　外は雨が降っており、空は厚い雲に覆われて薄暗かったが、教室内の空気は明るかった。週末の休みが近づいているからだ。それに天気予報では、金曜日から週末にかけて、天気は回復に向かう予報になっていた。

　ユージは、自分の席で戻ってきた答案を見ている。

　中間テストが終わり、すべての科目の答案用紙が返ってきた。

　ユージは中間テストの結果に不満だった。

　思いがけず、いい点数を取ってしまったのだ。

　これはククルのせいだ。

　ククルはリビングで勉強していたが、なにかと部屋に入ってきて辞書を借りていったり、押し入れにある自分のノートを取りにくるのだ。ユージはベッドに寝転がって漫画を読んだり携帯ゲームをしたりしていることが多かったのだが、ククルが部屋に入ってくるたびにじろりとユージを睨にらむので居心地悪いことこの上ない。

　しょうがないので、ユージもククルと一緒にリビングで勉強するようになった。

　結果、中等部最後の試験より少しではあるが、順位が上向いた。

　普通なら喜ぶべきことかもしれないが、ユージはこの結果に不満だった。

　試験というものは、文句を言われない程度にそこそこの成績をとっておけばいいのだ。学校の成績が良くていいことなどほとんどない。せいぜい、家族や学校の先生に褒ほめられるぐらいのことだ。なまじいい成績を取ってしまうと、おだてられた挙あげ句く私立の学校を受験させられ、女の子のいない中学三年間を送ることになる。

　中学時代の、灰色の生活を思い出してユージは少し暗い気分になった。答案用紙を鞄かばんにしまい、一息つく。

　それしても、とユージは気を取り直して教室の様子を眺めた。女の子達が四、五人ずつ固まって話している。「やだー」とか「そーなの？」という声が聞こえるたびに、背中がくすぐられるような思いがした。

　女の子のいる教室というのはいいものだ、とユージは思う。なんだか、教室の匂においまで違う。

　去年まで、五月後半のこの季節の教室というのはあまり気分のいいものではなかった。気温も上がり、蒸し暑くなってくる季節である。いきおいクラス連中の服装や態度がだらしなくなり、股こ間かんのあたりから見たくない物が『こんにちわ』をしている時もあった。

　しかし、女子のいる今年は違った。

　女の子はもちろんきちんとした身だしなみをしているし、男子連中も女子に気を使っているのか、例年ほど服装や態度が乱れていない。もちろん、股こ間かんのあたりから見たくないものが見えているといったこともない。

　まことにいい状況だと言えた。

　ユージが感慨にふけっていると、背後から声をかけられた。

「犬いぬ伏ぶしくん」

　振り返ると、そこには宮みや内うちさんがいた。

　宮内さんは、ユージの隣の席の女の子だった。基本的に男子を毛嫌いしている一年Ｂ組の女子にしては珍しく、ユージに気軽に話しかけてくる。

　宮内さんは梅雨の合間の太陽みたいな笑顔をユージに向けている。

「試験どうだった？」

「まー、普通かな。……叱しかられない程度には」

「ふーん。いいなー、私はイマイチだった」

「そ、そう」

　何気ない会話だが、ユージは内心どぎまぎしていた。

　どうして宮内さんはいつも俺おれに話しかけてくるんだろう、と思う。そういえば、宮内さんが、他ほかの女の子と話しているところを見たことがない。

　友達が少なくて女子に話し相手がいないから俺に話しかけてくるのかな、とユージは失礼なことを思った。

　宮内さんは、クラスの女子の中で一番かわいい、とは言えないまでも、『クラスでかわいいと思う女子』というアンケートを取れば、間違いなくトップ３に入るだろうと思われる。くっきりとした目鼻立ちをしているし、腰や足は細く、出るところはしっかりと出ていた。

　現に男子の数人がそれとなく映画や遊園地に誘ったりしていた。もっとも、宮内さんはそれらの誘いをすべて断っていた。男子連中が宮内さんとのデートに成功したという話を聞いたことがない。

　宮内さんは自分の席に座ると、ユージに向き直った。相変わらずの笑顔をユージに向けている。

「犬伏くんってさー、雰囲気あるよね」

「雰囲気……雰囲気って何？」

「他の男の子みたいにがっついてないっていうか、余裕があるっていうか」

　なんとも答えようがないので、ユージは宮内さんの言葉に曖あい昧まいに首をかしげる。

「このクラスの男子ってみんなお腹なかをすかせた痩やせ犬みたいに、目がギラギラしてない？」

　宮みや内うちさんの言っている事は事実だった。

　入学式から先、男子は女の子と仲良くなるきっかけを作ろうと必死になっていた。日直で一緒になった子に積極的に声をかけたり、隣の席の女の子にいろんな話を振ったり、同じ委員になった子に何かと口実をつけて一緒にいようとしたりしていた。その必死さが逆に女の子を引かせる結果になっており、なかなか仲良くなれない男子はますます必死になっていき、女子はそんな男子の態度にますます引いていく、という悪循環が続いている。

「みんな女の子に慣れてないんだよ。中学の三年間男子しかいなかったからさ、女の子と仲良くなりたくて必死なんだ。その熱意はわかってあげてよ。うぜーかもしれないけど」

「犬いぬ伏ぶしくんは違うよね」

「俺おれ？」

「『俺は違う』っていう雰囲気があるもん。女の子と仲良くなりたいっていうオーラが出てないよ。他ほかの男子が必死になっているっていうのにさ。こっちからデートに誘っても、すげなく断られそうな気がする」

「そんなことないよ。俺だって、女の子と仲良くなりたいよ。チャンスがあればかわいい女の子とデートだってしてみたいし」

　宮内さんは、意味ありげにふふ、と笑って髪をかきあげる。

「じゃあ私とデートしてみる？」

「み、宮内さんと？」

　思わず大きな声を出してしまった。近くにいた何人かがこっちを振り返る。

　宮内さんは、ユージの反応を見ながらいたずらっぽく笑っている。

「そんなに過剰に反応しないでよ。冗談よ、冗談」

「じょ、冗談」

　ほーっと、ユージはため息をつく。

「それはよかった」

「なによー、そんなに私とデートしたくなかったの？」

　そんなことはないけど、とユージが口を開きかけたとき、ユージはある視線に気づいた。

　ククルが、こっちを睨にらんでいる。

　ククルは『Ｘグループ』と呼ばれている四し方ほう堂どうと九ここの重えの二人と教室の隅で何事か話し合っていた。ククルは話に参加しながらも、ユージと宮内さんの方を睨んでいる。

　いや、睨んではいない。あくまでも平静を装よそおった顔つきで視線を飛ばしているだけだ。

　だが、一緒に暮らしているユージには、ククルが怒っているのがわかった。

　感情を表に出すことが少ないククルの喜怒哀楽は、外から見ても判断しづらい。現にククルと一緒に暮らしてすぐの頃ころは、ククルが喜んでいるのか怒っているのか、表情からは全く判断がつかなかった（怒って額から角つのを出している時は判断がついた）。

　一緒に暮らしていくうちに、なんとなく雰囲気でククルの感情がわかるようになってきた。微妙な表情の違いや視線の投げ方で、ククルの感情を理解できるようになったのだ。

　ククルは、今怒っている。ユージにはそれがわかった。

　さらに、遠目にも大きく息を吸ったり吐いたりしているのがわかる。怒りのあまり角つのが出ないようにしているのだ。

　ククルは、ユージにひとしきり怒りの波動を送ったあと、くるりと後ろに向き直った。

「犬いぬ伏ぶしくんどうしたの？」

　宮みや内うちさんが不思議そうな顔でユージに問いかけてきた。

「い、いやなんでもないよ。宮内さんが変な冗談言うからさー」

「変な冗談ってなによ、失礼ね」

　宮内さんが拗すねたような口く調ちようでそう言った時、教室に担任の先生が入ってきた。

「はいはいー、席につきなさーい。ＨＲホームルーム始めるわよー」

　ほんわかした声が教室内に響く。

　一年Ｂ組の担任は上うえ村むら三み奈な子こという女の先生だ。元々は男子校だった秋あき島しま学園高等部の生物の先生である。理科室で授業を行うときと同じく、白衣を着たまま教室に入ってきた。足どりも軽やかに教卓へと向かう。童顔に大きな黒縁の眼鏡、優しそうな声と表情は温厚な性格を予想させる。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、この上うえ村むら先生には、外見からは想像できないある『あだ名』があった。。

「はーい、静かにしてねー」

　ユージをはじめとするめざとい生徒はさっと席に着き口をつぐんだが、一部の鈍いクラスメートは、話に夢中で上村先生の声に気づいてなかった。

　上村先生はにこにこしながら、どこからともなく金かな槌づちを取り出した。

　大きく振りかぶり、金槌で教卓を思いっきり叩たたいた。

　がん、という突然の打撃音に、教室が一気に静まりかえる。

「いつまでもおしゃべりしてると、口を釘くぎで机に打ち付けちゃうわよ」

『どこからそんなもの出したんだ……』という声なき声がクラス中に充満する。

　席から離れていた生徒は慌あわてて席に戻った。

　上村先生は、席から離れていた生徒の一人に近づく。

「あら、聞こえてたの？」

「は、はい。すみません」

「なーんだ、そうだったの？　聞こえないみたいだから、真っ赤に焼けた鉄てつ串ぐしを耳に刺そうかと思っちゃった」

　クラス中の生徒の顔が青ざめる。

「だ、大丈夫です！　よく聞こえてます！」

「耳になにか詰まってない？　先生の声聞こえる？」

「は、はい！　聞こえてます！　メチャメチャ聞こえてます！」

「そう？　ならいいんだけど」

　上村先生はにこにこした表情のまま、教卓に戻った。

『サディスト上村』

　それが、上村先生につけられたあだ名だった。

　さすがに女の身でケダモノのような高校生の男子ばかりを相手に教きよう鞭べんを振っていた人間は一味違う。

　教室が水を打ったように静かになると、上村先生は黒板に大きく丸っこい字で『お休み』と書いた。

「はい！　明日から学校は二日間お休みになりまーす」

　上村先生の顔はにこにこしているが、クラス中の生徒の表情は硬いままだ。まだ金槌の打撃音が頭の中に残っているのだ。

　明日は土曜日。普段ならば、半日とはいえ授業がある。しかし、明日は創立記念日ということで休みだった。ちなみに、今年度は合併初年度ということで秋あき島しま学園と秋島女学院のそれぞれの創立記念日が休みになる。つまり、二回創立記念日があり、二日とも休みになるのだ。

「たのしーお休みかもしれないけど。羽目外して危ないことしたり、補導されるようなことしないでね」

　上うえ村むら先生は、楽しそうにくるりと教壇で一回転した。

「ちなみにせんせーはお休みの間、旅行にいきまーす」

　相変わらずの笑顔で上村先生は言った。

「だから、お休み中に先生が呼び出されるようなことをした奴はぶち殺しますからね」

　クラス中の生徒の顔が、みるみる冬山で遭難した時のような表情になった。

　さすが、前世は寒い国の拷問将校だったと噂うわさされるだけのことはある。

　しこたま生徒のテンションを下がらせた後、上村先生は「じゃあいい週末を過ごしてねー」と言い、ＨＲホームルームを終了させた。
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　ユージは、今日はきちんと時間どおりに家に帰ることにした。ククルとは通常七時に家に帰ると約束しているが、あまり守ったことはない。友達と学校に残って話していたり、本屋やゲーセンに寄り道したりしているうちに、時間が経たってしまっていることが多いのだ。

　だが、今日はそういうわけにはいかない。宮みや内うちさんの件で気分を害しているであろうと思われるククルをフォローする必要があるからだ。

　無論ユージに何の非もない。あれは宮内さんが話しかけて来たのでそれに答えていただけだ。しかし、こういう事は早めに話し合って解決しておいた方がいいと、ユージは今までの共同生活の中で学んでいた。

　学校を出る頃ころは降っていた雨も、家に着く頃には止やんでいた。ユージは藤ふじ色いろの傘を閉じ、玄関を開けて家に入った。台所に通じる廊下に向かって声をかける。

「ただいまー」

　数秒の沈黙の後台所から、とてとてとて、という足音が聞こえてきた。

　ククルは、猫のコスプレをしていた。

　頭には猫耳、首の下には鈴、お尻しりのあたりからは尻尾しつぽが顔を覗のぞかせている。手には、肉球付の猫の手を装着している。水色のエプロンが、妙なフィット感を醸し出していた。ククルは小首をかしげ、猫の手をユージの顔の前に突き出した。

　ユージはごしごしと目をこすった。その後再び目を開いてククルの姿を確認する。さっきの猫コスプレククルは、目の錯覚とか疲労からくる幻覚などではなかったようだ。

「どうだ」

「……すごくかわいいよ」

　ユージは、縦に歩くカニを発見した時のような顔をした。

「ククルがお店でその頭の猫耳とかお尻しりの尻尾しつぽとか首元の鈴を吟ぎん味みして、レジに持っていって、レジ打ちの人にニヤニヤされながら会計されて、鏡の前で着飾って、ポーズとか吟味して、俺おれが帰ってくるのを待っていたかと思うと、すっごくかわいいよ」

「……」

「……」

　ククルの角つのが、額から姿を現す。

　犬いぬ伏ぶし家の玄関に沈黙の湖が発生した。

　しまった。

　言い過ぎた。ユージは後悔したが、時すでに遅かった。後悔は常に過去に対して行うものだという事実をユージは改めて理解した。

「……ごめん」

「いや、いい。私が愚かだった」

　ククルは猫耳や肉球の手や尻尾を外して台所に戻っていった。

　ユージが玄関脇わきの階段を上ると、台所から何かを床に叩たたきつけるような音が聞こえてきた。

　その後の夕食の間中、ククルは一言も口をきかなかった。

　腕を振るったであろうサラダや豚しゃぶや鮭さけの塩焼きの山をククルは黙々と胃の中に押し込んでいった。ユージは重苦しい空気を打破すべく、夕食の数々を『おいしい』と言って誉ほめたり、中間試験の話や上うえ村むら先生の話、中学時代のクラスメートの話などを口にしたが、深い谷底に石を投げ入れた後のような沈黙が返ってきただけだった。

　食事が終わり後片付けがすむと、ククルは押し入れに籠こもってしまった。

　ククルはユージの部屋の押し入れで寝起きしている。

　犬伏家にククルが来た時、ユージはククルに二階の空いている部屋を使って貰もらおうとしたが、ククルは断った。その代わり、ユージの部屋の押し入れを使いたいと言ったのだ。

「私は暗いところが好きなのだ。それに、この押し入れはとてもいい押し入れだ」

「押し入れにいい悪いなんてあるのか？」

「もちろんある。広さといい高さといい、私にぴったりの押し入れだ」

　ククルはユージの部屋の押し入れを見渡しながらそう言った。確かにユージの部屋の押し入れはそこそこ広く、普段使わない物を入れておくのに重宝していた。

「それにな、匂においがいい」

「匂い？」

「そう。押し入れの匂い。この押し入れはとてもいい匂いがする」

　ユージは押し入れに入って匂いを嗅かいだが、特にいい匂いも悪い匂いもしなかった。

　そういうわけで、ククルはユージの部屋の押し入れで寝起きをするようになった。ユージにしてみれば、ククルが押し入れにいるとなにかとプライベートが侵害されがちだが、そこは我慢することにした。なんと言ってもククルはユージの『妻』であり、ユージはククルの『夫』なのだから。

　そのククル曰いわく『いい匂においのする』押し入れに、ククルは籠こもりっぱなしで出てこなかった。これでは宮みや内うちさんの話をするどころではない。

　ユージは押し入れをこんこん、とノックしたが返事は返ってこなかった。

「ククル」

　返事はない。

「ちょっと話があるんだけど」

　返事はない。

「あっ、猫が逆立ちして屋根の上を歩いてる！」

　返事はない。逆立ちしている猫には特に興味がないようだった。

　ユージはふー、とため息をついた。

　こうなったら最後の手段だ。

　ユージは床の上に夕食後にコンビニで買ってきたばかりのアイスクリームを置いた。今週発売になったばかりの『新抹茶アイス』である。

　ユージは手にうちわを持ち、押し入れの反対側からアイスをぱたぱたと扇あおぐ。

　数十秒後、ほんのわずかだが押し入れの引き戸が開いた。その隙すき間まから、ククルの声が漏れてくる。

「……アイスの匂いがする。それも私の知らないアイスの匂いだ」

「今週新発売の抹茶味だよ。ククルのために買ってきたんだ」

『ククルのために』というところをユージは強調した。

「……」

「リビングに置いておくからな。早く出てこないと溶けるぞ」

　そう言い残すと、ユージはアイスを持ってリビングに下りた。食卓に新抹茶アイスとスプーンを置き、食卓付きの椅い子すに座ってククルが来るのを待つ。

　数分後、ククルがリビングに入ってきた。ククルはユージを一いち瞥べつすると、テーブルに載っているアイスとスプーンを手に取った。ソファの方に歩いていき、腰を下ろす。

　ユージもアイスを持って、ククルの横に座る。

　ククルはゆっくりとユージに顔を向け、ぽつりと口を開いた。

「……椅子」

「ん？」

「椅子になれ」

「椅い子すになるってどうすればいいんだよ」

「ソファの前に座れ」

　ユージは言われた通りにした。

　ユージはフローリングの床に直じかに座った。そのユージの足と胸の間にククルがすべり込む。ククルはユージの胸にもたれかかるような体勢になった。

　手にしていたアイスをククルは食べ始める。

　少し機嫌が直ったかもしれない。押し入れから出てきたククルを見て、ユージはほっとした。安心して、自分も新抹茶アイスを口に運ぶ。コンビニまでアイスを買いに行ってよかった。ユージはそう思った。

　だが、その考えは少しばかり甘かったようだった。

　ククルは食べ終えたアイスの容器をユージに手渡すとぽつりとつぶやいた。

「実家に帰らせて貰もらう」

「え？」

　思わずユージは口に含んでいたアイスをごくんと飲み込んでしまった。

　ククルの父親である鬼の金棒で、ハンバーグの材料になりかけたあの日の記憶が蘇よみがえる。ククルのお父さんが、金棒をユージに振り下ろした瞬間は、今でもくっきりと脳裏に焼きついている。

「か、考え直せよ、ククル！」

「何を勘違いしているのだ」

　ククルは静かな口く調ちようで言葉を続ける。

「お前がどうというわけではない。前から決めていたことだ。それに、一時的に帰省するだけだ」

「そう……なのか？」

　ユージは間抜けな声を出す。

「今日『停電』が起こる。夜の国に一いつ旦たん帰ろうと思う」

「なんで停電が起こるってわかるんだ？」

「この世界と夜の国はある短い時間帯に往来ができるようになるのだが、それは前もって予測できるのだ。今日の十時過ぎに停電が起こるらしい。夜の国の関係者から連絡が回ってきた」

　ユージはリビングの壁時計を見た。あと二十分ほどで十時になる。

「なんだよ関係者って」

「夜の国からこちらに来たのは私が初めてではない。夜の国からこの世界に来た者は過去に何人もいる。組織化もある程度されている」

　……夜の国ってなんかの業界みたいだな、とユージは思った。それにしても、夜の国から来たのってククルだけじゃなかったんだ。

「今回の停電もその組織が知らせてくれたのだ。天気予報と同じだ。若干の誤差はあるが、そんなに大きく外れはしない」

　ククルはユージから下りた。

「日曜には帰ってくる」

　ユージは、ほっとした息を漏らした。

「ユージ、ちょっと顔を貸せ」

　ククルは、ユージの顔を引き寄せ、おでこをくっつける。

　小さな角つのの突起が、ユージの額を突く。

「浮うわ気きするなよ」

「浮気？　誰だれと？」

「誰とでもいい！」

　ククルが少し声を荒げる。

「おまえは私の夫だ。他ほかの者に心を奪われるんじゃない」

「……へいへい」

　やっぱり宮みや内うちさんとのことは気にしてたんだな、とユージはこっそり心の中でつぶやいた。
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「では行ってくる」

　玄関でククルは小さなリュックを背負い、運動靴を履いている。実家に帰るというより、ピクニックに出かけるような格好だ。

　靴を履き終えると、ククルは腕時計を見た。ククルの小さな腕にぴったりとはまった腕時計だった。

「あと三十秒だ」

「えーと」

　ユージは頭をかきながら、言葉を探した。

「お父さんによろしく」

「……うむ」

　玄関の灯あかりが消え、暗くら闇やみの帳とばりが落ちる。『停電』だ。夜の国と繋つながったのだ。

「じゃあな」

　ククルの声が闇から聞こえた。続いて、玄関の扉を開ける音がする。

　停電は、数十秒で終わった。玄関の灯りが光を取り戻す。

　ククルの姿が消えていた。

　玄関から外に出てみたが、ククルの姿を見つけることはできなかった。

　ユージは玄関からリビングに戻る。

　リビングは妙に静かだった。

　なんだか調子狂うな。

　ユージは頭をかいた。

　今、ユージは一人だった。本来ならば、これがユージにとっての日常のはずだ。春に一人暮らしを始めたころはいつもこんな感じだったのだ。

　それがいつのまにか、ククルがいる生活が日常になっていた。リビングでテレビを見ていると、ククルが話しかけてきたりお茶を淹いれてくれたりする。それに対して、今いいところだからと文句を言ったり、お茶を淹れてくれたことにお礼を言ったりする。逆に、今日のようにユージがククルにアイスクリームを差し出すこともあった。そんな事が当たり前になっていた。

「……なんだよ」

　リビングの水槽にいる金魚のモービーディックと目が合う。ユージと視線が合った瞬間、モービーディックはぷいと体を翻ひるがえして水槽に鎮座する石の陰に身を隠した。

　しょうがない。ゲームでもするか。

　ユージはリビングの電気を消して、自分の部屋に戻った。

「さてと……」

　ユージは机の引き出しから携帯ゲーム機を取り出し、電源を入れた。

『学園クロニクル』のソフトを起動させる。

『学園クロニクル』は、学園生活を中心とした恋愛をシミュレートしたゲームだった。いわゆるギャルゲーと呼ばれるものである。軽妙な会話とかわいい女の子のグラフィックが好評で、売り上げもかなりいいという話だった。

　ユージは今年の頭からずっとこのゲームをやっていた。恋人関係になれる四人のヒロインとのエンディングはクリア済みで、やり込み部分の攻略に入っていた。

　セーブしてあったデータをロードし、ユージは前回からの続きを始める。

　このゲームには特殊イベントと呼ばれているものがあった。

　四人のヒロインそれぞれに対して、ある状況である条件が揃そろうと特殊なイベントが発生するのだ。ユージは四人のうち三人までの特殊イベントをクリアしていた。残るは神かん崎ざき圭けい子こというヒロインの特殊イベントだけだった。

『ユージくん、一緒に帰ろ！』

　液晶モニタの中の神崎圭子が話しかけてくる。柔らかくてとてもいい声だ。ちなみにゲーム中の『ユージ』とは、このゲームの主人公の『的まと場ばユージ』のことだ。主人公の下の名前が自分の下の名前と同じなのも、ユージにこのゲームを買わせた理由の一つだった。

　やっぱり神かん崎ざき圭けい子こはかわいいな、とユージはゲーム機のボタンを押しながら思った。

　ユージは『学園クロニクル』の中ではこの神崎圭子が一番のお気に入りだった。黒髪に大きな目、活動的な言動とたまに見せる女の子っぽいところが好きだった。普段は主人公に憎まれ口を叩たたいているのに、他ほかの女の子が主人公に近づくと途端に嫉妬し始めるのがかわいかった。

　こんな子が実際にいて彼女になってくれないかなー、とユージは春休みの間ずっと考えていたのだ。実際は彼女を通り越して、神崎圭子よりずいぶんと小さい『妻』ができたわけだけれど。

　ふと、ククルの顔が頭に浮かんだ。途端に後ろめたい気持ちになる。

　もしかして、これは浮うわ気きなのだろうか？

　ククルは『他の者に心を奪われるな』と言っていた。

　ユージは今、『学園クロニクル』の神崎圭子のことを『かわいい』と思った。

　ククルの定義に照らせば、これは浮気になるのだろうか？

　そこまで考えてユージは急に馬ば鹿か馬鹿しくなった。なんでそこまでククルに気を使わなくちゃいけないんだ。ゲームぐらい自由にやって何が悪いんだ。

　大体、今日だって俺おれは宮みや内うちさんと話していただけじゃないか。しかも宮内さんから話しかけてきたんであって、こちらから何か下心があって話しかけたわけじゃない。それなのに、なんであんなに怒るんだよ。

　知らず知らずのうちに、ゲーム機のボタンを押す指に力が入る。

　そうだ。そこまでククルに気を使う必要はない。宮内さんのことはともかく、今やっているのはゲームだ。現実じゃない。現実じゃないことにまで文句を言われてたまるか。

　もしククルに『浮気だ』と咎とがめられたら、一休さんよろしくこう言えばいい。

『では、ゲームの中から浮気相手を出してください』

　もし、ククルが人じん外がいの業わざを使ってモニタから神崎圭子を出してきたら、神崎圭子と手に手をとって駆け落ちしよう。それぐらいの覚悟はある。

　ユージはゲームを進めた。

　神崎圭子と一緒に学校から家に帰る途中の三叉路のシーンまで来た。普通なら、ここで何事もなく神崎圭子と別れることになる。

『じゃあね、ユージくん、また明日ね』

　ゲームの中の神崎圭子はそう言い、画面から消えた。

「失敗か……」

　リセット。

　びよーん、という起動音と共に、ゲームが立ち上がる。

　神かん崎ざき圭けい子この特殊イベントは、四人のヒロインの中でも難易度の高い特殊イベントだった。好感度と呼ばれるパラメータを一定値まで上げて一緒に下校すると、百二十分の一の確率であるイベントが起きるのだ。この百二十分の一というのは完全にランダムで、そのイベントを見る為ためにはゲームキャラクターである『的まと場ばユージ』の運のパラメータではなく、

『的場ユージ』を動かしているプレイヤー自身の運が必要なのだ。

『じゃあね、ユージくん、また』

　リセット。

『じゃあね、ユージくん』

　リセット。

『じゃ』

　リセット。

　時間が無駄に過ぎていった。

　回数は数えていないが、軽く百回以上はリセットを押したはずだ。

「敵もなかなかやるな……」

　あまりに画面を凝視し続けていたので、目が疲れてきた。ユージは目をこする。

　そう言えば、このゲームのディレクターが『神崎圭子の特殊イベントはこのゲームの最難関ですよ！』と言っていたのを思い出した。ゲーム雑誌に出ていたこのゲームのディレクターのにやけ顔に少し腹を立てつつ、ユージは再びゲームを起動する。

　気づくと時計は十二時を回っていた。

　こうなったら絶対にクリアしてやるぜ！　とユージは意気込んだ。明日は学校も休みだし、時間はいくらでもある。

　かちかちとボタンを押し場面を進める。

　問題の場面まで来た。

『……そう言えばさ、今日……』

「！」

　ユージは声にならない声を出した。

　セリフがいつもと違う！

　画面が暗転する。

『きゃああああ！』

　次の瞬間、見たことのないシーンが画面に映し出されていた。突風に煽あおられ、神崎圭子のスカートが大きくめくられている。その下には、純白のパンツがばっちり描かれていた。

「来たああああああああ！　神風来た！　来た！」

　これが、神崎圭子の特殊イベントだった。こういうイベントだとは雑誌で見て知ってはいたが、実際に目にするとそこには感動があった。なにしろ百時間近いプレイ時間と百回以上のリセットの果てに辿たどり着いた境地なのだ。

「そうだ。写メ写メ……」

　ようやく辿り着いたイベントだ。是非記録しなくては……。

　ユージは机の上の携帯電話を取り、写メを撮ろうとした。

　携帯電話のカメラで対象を捉とらえた瞬間、電話が鳴った。

「うわっ！」

　不意を突かれて、思わずユージは携帯電話を床に落とした。床に落ちた携帯電話は着信音を鳴らし続けている。

　こんな真夜中に一体誰だれだ……と思いつつ、ユージは携帯電話を手に取った。

　画面に記された発信者の名前を見て、一瞬にして血の気が引いた。

　ユージは、おそるおそる通話ボタンを押す。

「あたし」

　受話器の向こうから、聞き慣れた声が聞こえてきた。

　ユージは低い声を返す。

「おかけになった電話番号は……」

「そのネタは前に聞いた。同じネタを何度もするとは甘いぞ、弟よ」

　豪快な笑い声が受話器の向こうから聞こえてくる。

「こんな夜中に何？　涼りよう子こ姉ちゃん」

　電話の相手は、ユージの姉である涼子だった。現在は単身赴任でユージと離れて暮らしている。

「明日帰るから」

「明あ日すう？」

　思わず声が裏返ってしまう。

「何変な声出してんのよ。休暇が取れたから、そっちに帰るって言ってるだけじゃない。あんたが堕落した生活してないかどうかチェックしないといけないしね」

「し、心配しなくていいよ。こないだの中間テストだって結構良かったし」

「ほう！　あんたにしちゃ珍しいわね。何か成績が上がる要因でもあったの？　共学になったせい？」

「そんなのどうでもいいだろ」

　まさか、一緒に住んでいる妻ククルが何かと部屋に入ってくるせいで勉強するしかなかった、とは言えない。

「とにかく明日帰るわ。と言ってもいろいろ用事があるから家に着くのは夕方になると思うけど」

「……わかったよ」

「また後で連絡するから。じゃね」

　そう言って電話は切れた。

「ねーちゃんの存在をすっかり忘れてたよ」

　ユージの口からため息と共につぶやきが漏れる。

　ユージには姉がいる。

　犬いぬ伏ぶし涼りよう子こという社会人の姉だ。両親が亡くなってからは親代わりにユージを育ててくれた人である。この春までは一緒に暮らしていたが、異動にともなってユージと離れ単身赴任になった。単身赴任になってからは、ユージのことを信用しているのかそれともユージの事を気にかける暇がないぐらい忙しいのか、電話一本寄こしてこなかった。

　その姉が帰ってくるという。

　ユージは一応例の神風のシーンを写メに取り、携帯ゲーム機の電源を切った。

「姉ちゃんが帰ってくる前に、掃そう除じしておかなくちゃな……」

　ユージは階下のリビングに下りた。

　リビングのテーブルの上には、空からになったアイスの容器が二つ置いてあった。

　ユージはカップを持ち、台所のゴミ箱に入れようとした。その時、手元の空カップが目に留まる。夜のコンビニに走って買ってきた新抹茶アイスの空カップが二つ。

　二つ……。

「やばい……」

　ユージの顔が青ざめる。

「ククルの事、どうしよう」

　手に持っている二つのアイスの容器。これは、今この家にユージ以外に人が住んでいるという証拠ではないか。

　いや、空の容器は捨てればいい。問題はそこではない。

　ユージは改めて家の中を調べてみた。

　玄関には、ユージの靴が数足と、その横に寄り添うようにククルの小さな靴が並んでいる。靴箱の中にもククルの靴がユージの靴と並んで入っている。ククルの靴は通学用と外出用がそれぞれ二足ずつ。今ククルは外出しているので、玄関に一足、靴箱に二足ククルの靴がある。

　台所に行くと目につくのは炊飯器である。大小五個の炊飯器があちこちに置かれている。鍋なべや大皿、そしてフライパンもいつのまにか増えていた。そして、数組の箸はしの中にひときわ小さな箸があるのが目につく。これはククル用の箸だ。一般的な箸はククルにとっては少し扱いづらいらしく、小さめの箸をいつも使っているのだ。

　収納棚には塩・砂糖・醤しよう油ゆ・みりん各種調味料がきちんと整頓して納められており、犬伏家が誇る巨大冷蔵庫にも、各種食材が収納されている。ただし、ククルは帰省前に傷いたみやすいものは処分していったようだった。

　洗面所にいくと、歯ブラシが二本吊つるされている。ユージが使っている青い歯ブラシと、ククルが使っているピンクの歯ブラシだ。箸はしと同じく、ククルの歯ブラシはユージのよりも短めだった。

　……どうみても一人暮らしじゃありません。というか女の子と一緒に住んでます。

　ユージの体から嫌な汗が出てきた。

　ユージは一人暮らしをする前に、姉の涼りよう子ことある約束をしていた。

『女の子を家に連れ込まないこと』

　これが、涼子と交わした唯一つの約束だった。

　夜よ更ふかしするな、とか、こまめに片付けろ、とか言ったってどうせ守れないだろうからそれは言わない、ただ女の子を家に連れ込むようなことは絶対にしないで、とユージはきつく涼子から言われていた。

「大丈夫だよ」とユージは軽く受け流した。

　高等部に進学し男子校から共学になり彼女ができたら、もしかしたら彼女を家に呼べるかもしれない、と考えていたことは確かだ。

　しかしそれは、女の子と仲良くなる→彼女ができる→何度もデートを重ねるという手順を踏んだ後に『今日、家に誰だれもいないんだけど家に来ない？』というセリフを彼女が了承してくれた時初めて実行可能な行動であり、いきなり女の子を家に連れてくることなんてできるわけない。

　大体、家に女の子を連れてくるなんてことは、ユージにしてみれば漫画や小説や『学園クロニクル』みたいなゲームの中の話であり、一人暮らしを始めた当時のユージにしてみれば現実感のない話だった。

　……しかし、実際にはユージはククルの夫になり、この家で共に暮らしている。女の子を連れ込むとか連れ込まないとかいう段階を超越していた。

　もし、今の家の様子を姉の涼子に見られたらどうなるか。

　……殺されるな。

　間違いない。なにせ、相手はプロだ。

「なんとかしないと……」

　ユージは頭をフル回転させて、対処法を考え始めた。



　　　＊



　次の日、ユージは原はら田だと如月きさらぎを家に呼んだ。

　二人はユージの家に来ることは同意したが、ある点に関しては二人ともくどいほど確認した。

「『あの』お姉さんはいないんだよな」

「『あの』お姉さんはいません」

　ユージは二人にそう答えた。

　原はら田だと如月きさらぎの二人は『あのお姉さん』こと涼りよう子こに酷ひどい目に遭あわされている。

　中学の時、今回と同じように創立記念日で休みの日があった。ちょうど出張で涼子が家にいなかったので、ユージは原田と如月を家に呼んで遊んだ。家に大人がいないことをいいことに、如月が家からこっそり持ち出したブランデーを飲んだり、原田が兄の部屋からくすねてきた大変教育上よろしくないＤＶＤを鑑賞したりして思う存分夜よ更ふかしをした。そして翌日、めちゃくちゃに散らかったリビングで、ブランデーの空き瓶びんの横で寝ている三人を出張帰りの涼子が発見することになったのだった。

　涼子は三人を叩たたき起こし、犬のようにこき使ってリビングを綺き麗れいにさせた。その上、ユージを含めた三人にきっちり二時間正座をさせたのだ。

　犬いぬ伏ぶし家についた原田と如月はさっそく当時の拷問について語り合った。

「つらかったよなあ。六法全書と広こう辞じ苑えんを足の上に載せられて正座させられるんだもん。拷問だよあれは。江戸時代に似たような拷問があったって聞いたことあるし」

「確かに。あれはトラウマになる」

「なに言ってんだ。俺おれはああいう仕打ちに十五年間耐えてきたんだぞ」

　ユージは涼子の拷問について熱く語る二人をリビングに通した。

　昨晩、ユージは夜を徹して家中を片付けた。

　靴や箸はし、歯ブラシなどのククルの個人的な小物はユージの鍵かぎ付きの机の中に押し込んだ。五台の炊飯器をはじめとする調理器具の数々は、前から家にあったもの以外は空いている部屋にしまった。もし涼子に発見されたときは、『友達から預かっている』で切り抜けようと思っている。

　だが、無論それだけで涼子の目をごまかせるとは思っていない。涼子の目をごまかすためには、原田と如月の協力が必要だった。だから、ユージは今日二人を呼んだのだ。

　リビングのテレビに据え置き型ゲーム機を接続し、ユージを含めた三人は原田の持ってきたゲームを始めた。今週発売になったばかりの３Ｄシューティングゲームだ。戦闘機に乗って敵を撃墜するゲームで、シリーズの四作目だった。持ち主の原田以外はやるのは初めてだったが、同じシリーズの三作目はやり込んでおり、如月もユージも腕は原田と遜そん色しよくがない。三人は交代プレイで協力してステージをクリアしていった。

　今日は暑くなりそうだった。十一時をちょっと回ったぐらいだが、この季節にしては厳しい日差しが部屋に差し込んでいる。窓を開けてはいるが、風はほとんど入ってこない。

　むあっとした空気が部屋に満ちる。

「あちーよこの部屋」

「クーラー入れろよ」

　原はら田だと如月きさらぎが交互に文句を言った。

「今クーラー壊れてるから入らないんだよ。今冷たい飲み物を出すから我慢しろ」

　ユージはコーラをグラスに注ぎながら、密ひそかにほくそ笑んだ。

　よしよし。計画通りだ。

　もちろん、クーラーが壊れているなんて大おお嘘うそだ。

　ユージが原田と如月の二人を呼んだ理由。

　それは、ククルの匂においを消す為ためだった。

　昨晩、ククルの物を片付けている時気づいたことがあった。

　家の匂いが、違うのだ。

　特徴的な匂いがするというわけではないのだが、家の中にククルの匂いがあるような気がした。いなくても存在を感じるのだ。男子校だった去年までのクラスと、女子がいる今のクラスの匂いが違ったように、家にユージ以外の人間の匂いがするのだ。特にリビングはその傾向が強かった。

　これはまずい、ユージは思った。

　自分が気づいたことに涼りよう子こが気づかないわけがない。

　最初は匂い消しスプレーを使おうと思ったが、すぐに思い直した。匂い消しスプレーを使うとユージの匂いまで消えてしまい、『匂いを消した』という事実が明るみに出てしまう。それは避けたかった。

　ならばどうするか。

　別の匂いで上書きしてしまえばいいのだ。原田と如月を呼びリビングで過ごさせれば、リビングはユージを含めた三人の匂いで満ちる。都合のいいことに、今日は気温が上がりそうだった。ユージも含め男三人が汗をかけば、ククルの匂いはなくなってしまうはずだった。

　三人は汗をかきつつ交代でゲームを進めた。ユージはお昼過ぎに冷蔵庫の食材を使ってチャーハンを作って昼食として二人に出した。これで、冷蔵庫の中身はほとんど処理できた。とりあえず冷蔵庫の証拠隠滅は完成した。

　その後も次々と現れる難易度の高いステージに手こずりつつも、三人はエンディングに向けて進んでいった。

　ようやくエンディングが画面に表示された頃ころには、とっぷりと日も暮れ夜になっていた。

「やったー」

　原田が気の抜けた炭酸のような声を出す。休憩を挟んでいるとはいえ、六時間以上ゲームをし続けているのだ。如月も原田も疲れの色が出ている。

「この後どーする？　外に飯でも食いにいかね？」

「あー、悪いんだけど」

　とユージは言った。

「今日、ねーちゃんが帰ってくるんだ」

　原はら田だと如月きさらぎの顔が冷水を浴びせられたような顔になる。

「そうか。じゃあ俺おれたち帰るわ」

「お姉さんとユージの時間を邪魔しちゃ悪いし」

　原田は言うが早いか、ゲーム機からディスクを引き抜き、慌あわただしく玄関に向かう。如月もそれに続いた。

「じゃ、お姉さんに」

「くれぐれもよろしく」

　挨あい拶さつもそこそこに二人は犬いぬ伏ぶし家から退散した。

　よほど涼りよう子この拷問が心の傷になっているらしい。

　二人を見送り、ユージはリビングに戻った。

　成果は上々だった。クーラーをつけずにいたせいで部屋は汗臭いし、二人に出したグラスも昼食のチャーハンの皿も洗わずテーブルに出しっぱなしだ。

　おそらく、姉の涼子は帰ってくるなりリビングの惨状を見て怒るだろう。だが、リビングを散らかしていることで殺されることはない。おそらくリビングを見てひとしきり怒った後、ユージに掃そう除じをさせるはずだ。掃除をしているうちに、遅い時間になる。

　そうすれば、今日は外食ということになるはずだ。姉が休みの時は、外食になることがほとんどだ。今回は久しぶりの休みだし時間が遅くなれば、間違いなく外食になるだろう。

　そうなったら、なんだかんだと言ってアルコールを飲ませればいい。アルコールを飲むと、姉はすぐ寝てしまうのだ。寝ると、翌朝までまず起きない。

　姉の休みは、半日から一日なのがほとんどだ。もしそれ以上の休みであっても、家に半日以上いることはあまりない。姉は多忙な人間なのだ。

　つまり、姉が帰宅してから食事をしに出るまでの数時間をごまかせば、ククルの存在を気づかれずにすむ。

　ククルの事は、いずれは話さなければならないだろう。だが、今は時期が悪すぎる。『女の子を連れ込まない』という約束を破っているのもそうだし、なによりククル本人がいない。

　今のややこしい事情を説明するのにはククル本人の存在が不可欠だ。『入学式の日の夜に九十九つくも公園にアイスを食べに行ったら、女の子と一緒に暮らすことになりました』なんて説明で納得してくれるはずがない。半殺しにされた挙げ句、救急車を呼ばれてしまうのがオチだ。

　とにかく、今日は無事に過ごすことだけを考えよう。

　ユージが思案にふけっていると、外で車が止まる音がした。暑いはずなのに、急に寒気がし、ぶるるっと体が震える。どうやら姉が帰ってきたようだった。

　しばらく間を置いて、玄関の扉が開く音がする。

「たっだいまー」

　ユージがおそるおそる玄関に行くと、そこには予想通り姉の涼りよう子こがいた。

　長身の体が、ユージを威圧する。

　ユージは標準的な身長で背は低くない。だが、姉の涼子はユージよりもはるかに高かった。涼子の話によれば、母親が背が高くその遺伝子を受け継いでいるのだろうということだった。広い肩幅と長い手足に、シンプルな白のシャツと紺のジーンズが見事に似合っている。

「おかえり、姉ちゃん」

「お、ユージ。あんたまた小さくなったんじゃないのー」

　ユージの頭をぐりぐりと撫なでる。小さくなるわけねーじゃねーか、と思ったがもちろんそんな言葉はおくびにも出さない。

「姉ちゃんがまた大きくなったんじゃないの？」

「それ嫌味？　あたしに嫌味を言うなんてあんたも出世したわねー」

　涼子は肩に旅行鞄かばんをかけたまま、どたどたと廊下を歩きリビングに足を向ける。

　リビングに足を踏み入れた瞬間、涼子は顔をしかめた。

「なにこれ、散らかってるじゃない！　あたしが帰ってくる時ぐらいちゃんと掃そう除じしときなさいよ！　それに男くさい～」

「ご、ごめん。友達が遊びに来てたんだよ」

「しょうがないわね！　ほら、さっさと食器を流しに下げる！　それからゴミの片付け！」

「はい！」

　緊張した顔を外に出しながらも、ユージは内心ガッツポーズをしていた。

　よし、まずはうまくいった。とにかくここだけ乗り切るのだ。そうすれば後はなんとかなる。

　涼子とユージはそれからしばらくリビングの掃除に時間を費やした。といっても、涼子はユージに命令をしているだけなのだが。

「そこ、ゴミを分別」

「はいっ！」

「床をかるく掃いたら雑ぞう巾きんがけ。フローリングの床を傷つけないように丁寧にね！」

「はいっ！」

　ユージは涼りよう子こに言われるままにきびきび動いた。

　なんとか、生き延びられそうだ。ユージはそう思った。

　だが、世の中と姉の涼子はそんなに甘くなかった。

　異変が起こったのは、それから三十分後だった。

　一通り片付け終わってから、ユージは涼子に麦茶を出した。原はら田だと如月きさらぎが来ている時に作って冷蔵庫で冷やしておいたのだ。

　涼子の眉み間けんに皺しわが寄っている。

　ユージは、なんとなく嫌な予感がした。

「気になる」

　涼子はぽつりとつぶやいた。

「き、気になるってなにが？」

「トイレ」

「トイレ？　トイレがどうしたの？　あ、もしかして汚れてた？」

「逆よ。みょーに綺き麗れいだったの」

　ごくり、と涼子は麦茶を飲み込む。

　しまった、とユージは思った。



    

  
    
      



    

  
    
      　トイレ掃そう除じはユージの仕事だった。ククルが来る前は結構いい加減な掃除をしていたが、一緒に住むようになってからはきちんと掃除をするようになった。理由は簡単で、ちゃんとやらないとククルが怒って、やり直しをさせるのだ。言われてやらされているうちに、きちんとやることが習慣化し、ククルに怒られることもなくなっていた。

「トイレだけは掃そう除じしてたんだよ。原はら田だと如月きさらぎが来るからさ」

　取り繕おうとしたユージの言葉に涼りよう子こが鋭く反応する。

「あんた、今まであの二人が来るときにトイレ掃除なんかしたことなかったじゃない」

「いや、ふ、風水でトイレだけは綺き麗れいにしたほうがいいってあったからさ、は、ははは……」

　口から出任せをユージは言った。無論、そんなものにごまかされる涼子ではない。

「女ね」

　涼子の言葉は、ユージの心臓を突き刺した。

「あんたが、原田や如月を家に呼ぶだけでトイレを綺麗にするわけないわ。トイレを綺麗にすると言ったら、これはもう女の子を家に呼ぶとしか考えられない」

「ち、違うよ。今日は女の子を家に呼んだりなんてしてないよ」

「今日は？」

　涼子の瞳ひとみが、凶暴な光を宿し始める。

「じゃあ今まで呼んだことあるって言うの？　まさか『女を家に連れ込まない』って約束を忘れたわけじゃないでしょうね」

「ないよ！　今まで女の子を家に呼んだことなんかない！」

　これは本当だった。今までユージは女の子を家に呼んだことはない。ただ、女の子であるククルと同居しているだけだ。

　それにしても姉の推理は鋭すぎる、とユージは思う。さすが、本職は伊だ達てじゃない。

　姉の涼子は、警察庁に勤めている。いわゆるキャリア組というやつで、この若さで結構上のポストにいるらしい。しかも暴力団関係の課にいたせいか、迫力や凄みがある。普段は優しいが、怒ると手がつけられなくなるのだ。同僚には『警察庁の猟犬』なんて呼ばれているらしい。「猟犬なんて言われてるけど、名字が『犬いぬ伏ぶし』で名前が『涼子』だから、『涼犬』って呼ばれているだけよ」なんて姉は言っていたが、それは嘘うそだとユージは思っている。絶対に獲物を逃がさない獰どう猛もうさからついたあだ名に違いない。

　涼子はお茶を一気に飲み干すと立ち上がった。

「ど、どこに行くの」

「あんたの部屋」

　言いながら、すでにリビングから出ていこうとしている。

「ま、待って待って待って！」

「なによ」

「なんで俺おれの部屋に行くんだよ。プライバシーの侵害だよ」

「侵害されて困るようなプライバシーでもあんの？　大丈夫よ。有害図書の類たぐいを隠してある場所は既に把握してあるから」

　げ、あれが知られていたのか。

　い、いやそれはいい。それはさしたる問題じゃない。問題は部屋を調べられ、ククルの持ち物を発見されることだ。それだけは防がなければならない。

「む？」

　ユージの部屋のドアノブを捻ひねった涼りよう子この顔が歪ゆがむ。

　ユージは部屋に鍵かぎをかけていた。最悪の事態を想定して、保険をかけておいたのだ。これでしばらくは時間を稼げる。その間になんとか説得しよう。

「なんであんた部屋に鍵をかけてるのよ。今この家にあんた一人しかいないでしょ？」

「べ、別に理由はないよ。最近物騒だし……」

「鍵を渡しなさい」

　ユージのごまかしを一顧だにせず、涼子は命令した。

　涼子の表情が凄みを増してくる。

「か、鍵はどこにやったかなー。ええっと……」

　ユージは鍵を捜す振りをした。

　まずいまずいまずい。とにかく今は時間を稼がなければ。

「……あんたがそこまで抵抗するのなら仕方ないわね。恨むなら自分を恨みなさい」

　涼子の腰が沈んだ。体勢を低くし、部屋の扉を凝視している。

　ユージは涼子が何をしようとしているのかわからなかった。

　気づいた時は、既に手遅れだった。

「ヤッ」

　気合と共に、涼子の長く美しい足がユージの部屋の扉に飛ぶ。

　扉が盛大に近所迷惑な音をたてて吹き飛んだ。扉はユージの部屋の壁にぶつかり、その下のベッドに着地した。

　あまりの蛮行に、ユージは呆ぼう然ぜんとなった。

「ななななな何すんだよねーちゃん！　と、扉が……」

「非常事態だからしょうがないわ」

「何が非常事態だよ！　今は日常だよ！」

　ユージの言葉を黙殺し、涼子は今や粗大ゴミと化したユージの部屋の扉を外に出し、部屋の中に入った。

「来なさい」

　涼子はユージの手をむんずとつかんで部屋に引き入れた。

　涼りよう子こはベッドや本棚をチェックし始めた。あだ名の通り猟犬のような目で部屋を調べている。時折ユージの表情を窺うかがい、また調査に戻っていった。

　まずい。

　最悪の事態になってしまった。こうなった以上、ククルが生活している押し入れを開けずに涼子がこの部屋から立ち去ってくれることを願うしかない。

　ユージは涼子の行動に視線をやりつつ、ちらちらと押し入れの方を見た。

　涼子はベッドや本棚のチェックを終えると、ユージを見てにやりと笑った。

「押し入れか」

　ユージの心臓の鼓動が速くなる。

「お、押し入れなんか何もないですじょ」

「まともにしゃべれ馬ば鹿か。あんたが押し入れに視線をくれてたのはわかってんのよ。そこに見られたくないものがあるのね」

　……もうだめだ。ユージは顔を両手で覆った。

　押し入れの扉が開く音がする。

「……ほー。ほーぉう」

　意味不明なつぶやきが涼子の口から漏れる。

「さてと、裁判を始めましょうか」

　ユージは床に直じかに正座させられた。

　涼子自身はベッドに座った。腕を組み、じろりとユージを睨にらんでいる。そして、涼子の横には黒のスーツケースが横たわっていた。あのスーツケースには見覚えがある。あれは、ククルのスーツケースだ。

　涼子はスーツケースを開け、中からある物を取り出した。

「これは何？」

　涼子が手にしているのは、ククルの制服だった。夏服と冬服の二着だ。そういえばそろそろ衣替えの時期だったな、と場違いなことをユージは思い出した。

「この女子の制服はどうしたの？」

　妙に優しげな声で涼子は尋ねる。

「借りたんだよ！」

　ユージは咄とつ嗟さに嘘うそをついた。

「借りた？　ほーぉう……誰だれから？」

　薄い笑みを浮かべて涼子は尋ねる。もちろん笑っているのは顔だけで、瞳ひとみの奥は凶悪な光を放っていた。ユージの額に汗の玉が浮かび始める。

「クラスの子から借りたんだよ。劇で使うから……」

「あんたが演劇部に入っていたとは知らなかったわ……それにしても小さい制服ね。小学生が着るの？」

　涼りよう子こはそう言うと丁寧に制服を畳み、スーツケースの中に戻した。もっと追及されるかと思ったが、意外に涼子はあっさり引き下がった。

　だが、これで『裁判』が終わったわけではない。

　涼子は次の証拠を取り出した。

　それは、スクール水着だった。

　一度、ククルが水着エプロンをした時に使ったやつだった。胸に『井いの上うえ』と書かれた布が縫ぬい付けられてある。

　涼子はくんくんと犬のように水着の匂においを嗅かいでいる。

「洗濯して乾かした後、使ってないわね」

「借りたんだよ！」

「劇で使うから？」

「……そう、劇で使うから！」

　涼子は制服の時と同じように、丁寧に畳んでスーツケースの中に戻した。

「じゃあ、これにも言い訳して貰もらいましょうか」

　涼子は、最後の証拠を突きつけた。

　それは、白だった。

　白いパンツだった。

　小さくて、かわいいパンツだった。

「これも劇で使う為ために借りたのかしら？」

「そ、そう……」

　言いかけたユージの胸ぐらを涼子がつかむ。

「ふざけるなよ。あんたの高校に演劇部がないことくらいこっちは知ってんのよ」

「い、いやその……」

　ユージは急速に自分の体温が低下していくのがわかった。

「最初はね、あんたが下着ドロでもしたのかと思った。でも、制服も水着もパンツも洗って綺き麗れいに畳んであるわ。しかも、ご丁寧にアイロンまでかけてね。あんたに女物の服にアイロンをかけて、綺麗に畳む技術はないはずよ」

　涼子の目に青い炎が点ともっている。まずいまずい。ユージは生命の危険を感じた。

「あんた、女の子と同どう棲せいしてるでしょ」

　心臓が一瞬止まった。

「あんたの顔見たときおかしいと思ったのよ。妙に色つやが良かったから。あんたは昔からほっとけば食事もしないでゲームばかりするような奴よ。だから、一人暮らしを始めたら食生活が不規則になると思ってた。でも、今日会ったらすごく健康そうな顔してるじゃない。おかしいと思ったわよ。それに、今考えたらトイレだけじゃなく、玄関も廊下も綺き麗れいだったわ。汚れていたのはリビングだけ」

　完全に読まれてる。ユージの血の気が引いていく。

「あんたは同どう棲せいをごまかす為ためにわざと原はら田だと如月きさらぎを呼んでリビングを汚した。そうやってリビングにあたしの注意を引きつけて、他ほかの部分から目をそらそうとしたわね」

　駄目だ。失敗した。ゲームオーバーだ。リセット、リセットボタンはどこだ。

「まさか、一人暮らしから数ヶ月で同棲するなんて思ってもみなかった。男子校だったから、彼女ができるかどうかも怪しいと思ってたあたしがアサハカだったわ」

　涼りよう子こはベッドから下り、ユージの胸ぐらをぐいとつかんだ。涼子の手がぶるぶる震えている。その怒りの大きさが窺うかがえた。

「でも、あんただけが悪いんじゃないってことはわかってる。同棲してる相手もあんたと同罪よ。二人から事情聴取しましょう。今すぐこの場に彼女を呼びなさい」

「か、彼女なんていないよ！」

「……かばう必要はない。自白するなら早いほうがいい」

　涼子は完全に犯人を扱う口く調ちようになっている。

　しかし、ユージにしてみれば涼子の言うことに従う訳にはいかない。

　まず、ククルを呼んでこようにもククルはここにはいない。連絡の取りようもないのだ。

　それに……とユージは思った。

　それに、ククルのせいにするわけにはいかない。押し切られる形とはいえ、ユージはククルとの同居に同意したのだ。ユージに責任は充分にある。

　加えて、涼子を怒らせたのはユージのせいだ。ククルは関係ない。ここでククルの名前を出すわけにはいかない。

　ユージは黙秘することにした。

　押し黙るユージに、涼子は静かな声で言った。

「……あんたがそのつもりなら、こっちにだって考えがあるわ」

　涼子は机の引き出しを開けた。そこには、ユージの携帯ゲーム機があった。昨日、『学園クロニクル』をしていたゲーム機である。

「あんたが黙秘を続けるなら、このゲーム機はこの部屋の窓から星になるわよ」

　涼子は部屋の窓を開け、ゲーム機をわしづかみにした。

　ユージは慌あわてて涼子の腰にしがみつく。

「や、やめてよ。そのゲーム機はプレミアム品なんだ。『学園クロニクル』同どう梱こんの限定品で、オークションでは目が飛び出るほどの高値が……」

「あんたが、同棲相手のことを話せば済むことよ」

「そんな……」

　ユージは絶句した。

「さあ、どうするの？　あんたがこのゲーム機とソフトを買うために、あたしと学校に隠れてバイトしたり、発売日には雨の中を朝から並んで買ったのも知ってるわ。中学三年の期末試験期間中も試験勉強そっちのけでゲームやってたことも知ってる。その大事なゲーム機と二度と会えなくなってもいいの？」

（ごめん……）

　涼りよう子この言葉に、ユージは心の中でつぶやいた。

（ごめん、圭けい子こちゃん……）

「……女装」

「え？」

「女装だよ。その制服と下着は俺おれが女装するために女の子の友達から……」

「……そう」

　涼子はユージを突き飛ばした。

　ユージが止める間もなく、涼子の手から放たれたゲーム機は犬いぬ伏ぶし家の二階から夜の闇やみへと消え去った。

　遠くからかしゃーんという何かが地面に叩たたきつけられたような音がする。

　携帯ゲーム機は星になった。

「あ・ん・た・ねー」

　涼子は再びユージの胸ぐらをつかんだ。

「全然サイズが違うでしょーが！　そんな下らない嘘うそをついてまで、相手をあたしに会わせたくないわけ？」

　その時、部屋の電気が消えた。完全な暗くら闇やみが二人を包む。

『停電』が訪れたのだ。

「ん？　停電か……」

　涼子の声が暗い部屋に響く。涼子の声は、とても不吉な物を予感させた。

　数十秒の闇のあと、光が戻った。

　……まさか。ユージはとてつもなく嫌な予感がした。

「ただいま」

　玄関から女の子の声が聞こえてきた。

　間違いなく、ククルの声だ。

　先に反応したのは涼子だった。豹ひようのような動きでユージの部屋を出、玄関に向かう。ユージも転がるように階段を下り、涼子の後を追った。

　案に相違なく、玄関にはククルがいた。出かけた時と同じように、リュックを背負っている。なぜかそのリュックは出かけた時の数倍に膨らんでいた。

　涼りよう子ことククルの視線が合った。

　世界を沈黙の殻が覆った。

　その沈黙の殻を破ったのは涼子だった。

「ユージぃ……」

　涼子は般はん若にやの形相をしていた。

「この子、小学生じゃない！　服のサイズからまさかとは思ってたけど、あんたまさか小学生を拐かどわかして……」

「違う違う違う！」

　ククルが口を開いた。こちらは文字通り鬼の形相をしている。額から角つのが突き出ていた。

「ユージ、お前が女を連れ込むとは……しかもこんな巨大な女を！」

「違うって！」

　結局、犬いぬ伏ぶし家の混乱が回復するには、三十分ばかりの怒鳴り声の応酬と二人の暴力に耐えるユージの犠牲が必要だった。



　　　＊



「……というわけなのだ」

　ククルは涼子に対する説明を終えた。

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話なので信じて貰もらえないかもしれない、とユージは思っていたが、意外にも、涼子は真剣な表情でククルの話を聞いていた。

「……なるほど」

　涼子は深く頷うなずいている。

「そうならそうと早く言いなさいよ。あんたが本当の犯罪者になったかと思っちゃったじゃない」

「そうだね。俺おれも殴られる前に言えばよかったと今では後悔してる」

　いい感じに痣あざになった部分をさすりながら、ユージは答えた。顔だけでなく、ユージの体はあちこち包帯と絆ばん創そう膏こうだらけになっていた。

「あんたが最初から本当の事を言っていればこんなことにはならなかったんでしょうが！」

「だってとても信じて貰えないと思ったし」

「まったく……」

　涼子はふん、と鼻を鳴らした。

「それにしても、『停電』の原因がククルちゃんにあったとはね」

「『停電』のこと姉ちゃん知ってたの？」

「まあね。秋あき島しま市で起こる停電ってちょっとした問題になってんのよ。送電線や変電所には何のトラブルもないのに、秋島市一帯だけが停電になってるってんで、所轄が不思議がってるわ。最近あちこち物騒だしねー」

　涼りよう子こは肩をすくめる。

「それに、秋島市に不審者がいるっていう話もあるしね」

「不審者？」

「おそらく、夜の国の住人だな」

　ククルが口を挟んだ。

「オウガ族の他ほかにも、夜の国からここに来ている者は多いからな」

「上の人間に、帰省する時に不審者についても少し調べとけって言われてんのよね」

　ユージはククルをかばうように涼子の前に出た。

　涼子は苦笑した。

「そんな顔しないでよ。別に上に報告したりしないわ」

「いいの？」

「報告したって、それこそ信じて貰もらえないわ。『犬いぬ伏ぶしはノイローゼになった』と診断されるのがオチよ。それに……」

　涼子はククルにウインクをした。

「こんなかわいい義妹いもうとを不審者だなんて報告するわけないじゃない」

「義妹？」

「弟のお嫁さんなんだから、義妹に決まってるでしょ」

　その時、携帯の呼び出し音がなった。涼子が、胸のポケットから携帯を取り出す。

「はい、犬伏です。はい、はい……いえ、特に不審者は……はい。わかりました。戻ります」

　涼子は携帯を切った。大きくため息をつく。

「仕事に行ってくる」

「今から？」

「公務員は厳しいのよ」

　涼子は立ち上がると、ククルに言った。

「アホで根性なしの弟だけどよろしくね」

「こちらこそ、これからよろしく頼む。お義ね姉えさん」

「やだー、お義姉さんだなんて！　かわいー！」

「こ、こら変なとこ触るな」

　涼子はククルをぎゅっと抱きしめた。

　ひとしきりククルを弄もてあそんだあと、涼子は犬伏家から去っていった。

「はー」

　なんとかユージは生き延びた。

　大きくため息をつく。

「ユージ」

　ククルが、ユージの顔をずいと覗のぞき込んだ。

「どうして、私の事を姉上に話さなかったのだ」

「話せるわけないだろ。そしたら俺おれがどんな目に……」

「私のせいにすればよかったではないか。事実、私がこの家に住むことになったのは私のせいだ。お前の意思ではない。そう言えばよかったではないか」

「そんなこと言ってねーちゃんが納得するわけないだろ。それに……」

「それに？」

　ユージは、ククルから視線をそらしながら言った。

「いくら俺がアホで根性なしでも、妻のせいにして自分だけ助かるわけにはいかないだろ。仮にも俺はククルの夫なんだから」

「……」

　ククルは沈黙で答えた。気まずい沈黙だ。妙に恥ずかしい。

「それより夕食にしようよ」

「そ、そうだな。夜の国からいろいろ食材を持って帰ってきたんだ」

　ククルはすくっと立ち上がって台所に向かった。

　……とりあえず明日工務店に電話して部屋の扉を直して貰もらおう。ユージはククルの後ろ姿を見ながらそう思った。



    

  
    
      




    

  
    
      四話　ホットケーキのおいしい食べ方





　とてもとても、うららかな日の昼休み。

　衣替えが終わり、制服が冬服から夏服に替わったばかりの季節だった。

　井いの上うえククルは水色と白の制服に身を包み、四し方ほう堂どう桐きり、九ここの重え伊い豆ずと共に校庭の中庭にあるベンチに座って昼食を取っていた。この時期は風が心地いい。四方堂の提案で、三人は外で食事をすることになった。

　四方堂桐、九重伊豆、井上ククルの三人は昼休みを一緒に過ごすことが多い。入学当初からこの三人はツルんで行動している。三人がそれぞれ気が合ったからというわけではなく、ビリヤードの玉のようにクラスの中心から弾はじかれた三人だったのだ。

　元々男子校であった秋あき島しま学園は、この春女子校であった秋島女学院と合併した。双方の学校とも中学高校一貫教育を売りにしており、高校は中等部から上がってきた人間が多かった。とりわけ一年Ｂ組はその傾向が強く、高校になって外部から入学してきた人間がなじみ辛づらい雰囲気があった。

　それでも社交的な人間はすぐにクラスメートと馴な染じんでいったが、人との付き合いがあまり得意でない外部入学者は対応に苦労していた。すなわち九重伊豆と井上ククルの二人である。外部入学組である二人は、中等部からの顔見知りであるクラスの集団に入っていけず、孤立していた。自然、学校内の行動を共にすることが多くなる。一年Ｂ組のいわばはぐれ者である二人がそれなりに仲良くなるのにさほど時間はかからなかった。

　そこに中等部からの持ち上がりでありながら、『変人』『シキリ』と呼ばれてクラスの各集団に所属できずにいた四方堂桐が交ざってきたのだ。

　四方堂は、強引とも言える行動力で二人をひっぱり回していた。いきなり学校周辺のボランティア清掃に三人組で志願したり、秋島駅前にできたカラオケに休みの日に呼び出したりした。

　九重とククルの二人は四方堂の言動をうっとうしく、もっと言えばウザく思うこともたびたびあったが、両人ともマイペースぶりは四方堂に勝るとも劣らなかったので、現在まで大きな喧けん嘩かをすることもなく、平和にやってきている。

　四方堂桐は手作りのお弁当を食べ終えると、突然こう言い放った。

「あー、キスしたいなー」

　九重はすでにサンドイッチと野菜ジュースの昼食を終え、いつも通りルービックキューブをかちゃかちゃと弄もてあそんでいた。上目遣いに四方堂をじっと見ている。『また妄言が始まったよ』という顔だ。九重が頭を上げると、おさげの髪が揺れた。

　ククルは今日三個目のパンであるメロンパンをかじっている途中だった。

　メロンパンを飲み込むと、ククルは四方堂に言った。

「シキリは付き合っている人がいるのか？」

『シキリ』こと四し方ほう堂どう桐きりは、わざとらしく肩をすくめた。

「は、いるわけないじゃん。この学校ってロクな男子いないし」

「そうか？」

「そうだよ。上中下で言えば論外、松竹梅で言えば論外、甲乙丙丁で言えば論外。そんな奴らばっかり」

　ククルも九ここの重えも、それに対して特に異議は唱えなかった。概ね妥当な評価だったからだ。ククルはクラスメートの約一名に対してはそんなことはないと思ってはいたが、口には出さなかった。

　昼食を食べてエネルギーを充じゆう填てんできたのか、四方堂は熱弁を振るっている。

「確かにこの学校には付き合いたいとかキスしたいとか思えるよーな男子はいない。皆無、絶無、まったくいない。でもね、夢を持つのは自由だろ！」

「確かにね。空想や妄想を取り締まる法律はないからね」

　九重は皮肉げにそう言うと、ルービックキューブに再び目を落としかちゃかちゃと弄いじり始める。

　冷め切った九重の態度にもめげず、四方堂は話を続ける。

「人生にはどこにチャンスが転がっているかわからない。例えば、通学途中に『遅刻遅刻～』ってパンをくわえながら走ってくるかっこいい他校の男子とぶつかるかも知れないじゃない。『すみません、怪け我がはありませんか』『いいえ、私の方は大丈夫です』『なんてかわいい人なんだ……お名前は？』『私ですか？……四方堂桐です』なんつって、他校のキスしてもいいと思えるぐらいかっこいい男子と知り合えるかもしれないじゃない！」

　四方堂の熱の籠こもった独り芝居を九重とククルは軽く無視した。九重は変わらずルービックキューブを弄っているし、ククルはメロンパンに夢中だった。

　四方堂はむう、と不満げな声を漏らす。

「お前ら、反応悪いぞ」

「あのねえ」

　九重が呆あきれかえったような声で四方堂に言った。

「四方堂の家ってこの学校から歩いて三分でしょ。あんたの家の近くで遅刻寸前の奴って間違いなくここの学校の生徒でしょーが。どうやって他校の男子とぶつかれるわけ？　タットル・ジャコビニ・クレサーク彗すい星せいが地球に激突するぐらいあり得ないわよ」

「タットルナントカ彗星って何だよ」

「そういう名前の周期彗星があんの。つまり、可能性が限りなくゼロに近いってことよ」

「そういう悲観的な考えはよくないなー」

　四方堂はちっちっち、と指を目の前で振ってみせる。

「命短し恋せよ乙おと女め、桜の花は散るままに！」

「……普通に意味わかんないし」

　九ここの重えはルービックキューブの六面すべてを揃そろえると、頭上に投げた。数秒間の上昇の後、ルービックキューブは自由落下し九重の手の中に戻る。

　ククルはメロンパンを食べ終え、四個目のパンである鶯うぐいすあんぱんの袋を開けつつ四し方ほう堂どうに言った。

「で、仮にそのかっこいい男子と知り合えたとしてどうするのだ？」

　四方堂はククルにぐっと人差し指をつきだした。

「だから、キスだよキス！」

「ほう」

「やっぱ恋人同士でやることといったらキスでしょう！」

　盛り上がっている四方堂に、九重が口を出す。

「そう？」

「そうよ！　他ほかになにかすることあんの？」

「あのね……」

　九重が呆あきれた声を出した。

「どーせあんたまた少女漫画でも読んだんでしょ」

「よくわかったな。今月のガールズコミックの『桜の下』で言ってたんだよ。高校生になったら恋人とキスの一つもしてないと恥ずかしいって」

「漫画にモロ影響受けるあんたの思考回路の方が恥ずかしいよ」

「じゃあ九重はキスしたくないのか？」

「別にしたくない。相手だっていないし」

「ほほう」

　四方堂は意味ありげに笑う。

「じゃ彼氏がいたらキスしたいのか？　お前はキスしたいのか！」

「キスキスってあんた即物的ね。他にしたいことはないわけ？」

「なら九重はキス以外に何がしたいんだ？」

「え？　えっと……」

　九重は少し困った顔をした。ルービックキューブを弄いじり、思案している。

　しばらく考えた後、九重は言った。

「言葉じゃないかな」

「言葉？」

「『好きだ』とか『愛してる』とかそういう言葉を言って貰もらいたい。人間は言葉の動物じゃない？　だからキスなんかよりそういう言葉の方が価値があると思う。キスなら、ウェッデルアザラシだってやってるし」

「ウェッデルアザラシって何？」

「そういう名前のアザラシがいるのよ。生息地域は南極。つまり日本に住む人間の高校生じゃなくても、キスぐらいしてるってことよ。でも、アザラシは言葉を話さないでしょ。

『かわいい』とか『好きだ』とか『愛してる』とか言ってくれるウェッデルアザラシやハイイロアザラシを見たことある？」

「ないな。水族館には小学校以来行ってないから」

　四し方ほう堂どうはククル達に背を向けると、『よっ』というかけ声を出しその場で側転をした。スカートの下のパンツがばっちり見える。ピンクだった。

　九ここの重えがため息をつく。

「……パンツ見えてるんだけど」

「いいじゃん、減るもんじゃなし」

「あんたの品性は確実に減ってるよ」

「まあまあ」

　四方堂は笑ってベンチに座っている九重の肩をぽんぽんと叩たたく。

「で、ククルはどうなの？」

「？」

　鶯うぐいすあんぱんを食べ終えたククルはハニートーストを口にくわえたまま、不思議そうな顔をした。

「私のパンツの色は白だぞ」

「いやパンツの色でなくて」

　四方堂は言った。

「キスと愛の言葉どっちがいい？」

　ククルはハニートーストを口から離した。四方堂の顔を不思議そうに見つめたあと、口を開く。

「どっちか選ばなきゃ駄目なのか」

「そういうわけじゃないけどさ」

　予鈴が鳴った。昼休みの終わりを告げる音だった。

「おー、もう昼休み終わりか」

　四方堂のつぶやきに、九重がため息をつく。

「なかなか非生産的な昼休みだったわ。見たくないものだって見せられたし」

「そう言うなって。九重が見たいならいつでもパンツぐらい見せてやるから」

「見たくないって言ってるでしょ！」

　言い争う二人を尻しり目めに、ククルはハニートーストを急いで口の中に片付けた。パックのコーヒー牛乳を飲みながら、四し方ほう堂どうから言われたことについて考えてみる。

「キスか……」

　ククルはパンの袋を片付けつつ、ぽつりとつぶやいた。
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　放課後のククルの行動はいつも同じだ。秋あき島しま学園校門前のバス停からバスに乗り、秋島駅に出る。そこから電車で二駅先にある七なな十じゆう五ご宮みや駅で降りる。七十五宮駅北口から十分ほど歩くと、商店街の片隅にある輸入食料品店の前に着く。

　商店街の外れにあるので、店の周りに人通りは少ない。隣の文房具屋さんを覗のぞくと、ラジオを聞きながら店番のおばあさんがうたた寝をしている。

　ククルが向かう輸入食料品店の看板には、『輸入食料品店　ジャッカル』と書いてあった。

　店に入ると、明るい女の子の声がククルを出迎えた。

「いらっしゃーイ、姫様」

　ククルを出迎えたのは、ポニーテールの女の子だった。年の頃ころは高校生ぐらい。ククルとは違う制服の上に、黒のエプロンをしている。

　この少女は、名前をカナエという。ククルと同じ夜の国からやってきた者の一人だった。と言っても、カナエはオウガ族の人間ではない。ジャッカル族という種族の一員だった。商売に長たけた種族で、今回の『大停電』でも先駆けてこちらの世界に来て、オウガ族をはじめ『夜の国』からやってくる人々に衣食住を手配したり、情報を提供したりしている。なにより、この世界と『夜の国』が行き来できるようになる『停電』の時刻を知らせるのが大きな役割だった。カナエはそのジャッカル族の元締めともいうべき存在である。

　ククルは、カナエの出迎えに少し不満そうな顔をしている。

「どうかしましたカ？」

「私のことを『姫様』と呼ぶな」

「じゃあなんて呼べばいいんですカ？」

　ククルはしばし考えた後で言った。

「奥様と呼べ」

「奥様？」

「そうだ。仮にも夫持ちだからな」

「姫様は奥様ってより若奥様って感じですよネ。じゃあ若奥様でいいですカ？」

「うむ」

「それでは若奥様」

　カナエはにっこりと笑って言った。完かん璧ぺきな営業スマイルだった。時折見える八や重え歯ばが愛らしい。

「今日はどんな用件デ？」

　ククルは改めて店内を見渡す。

　決して広いとは言えない店内の壁に据え付けられた棚には、高さの異なる瓶びんが缶詰がずらりと並べられている。店の奥には犬いぬ伏ぶし家の冷蔵庫より二回りも大きい業務用冷蔵庫があり、中には、冷凍肉や冷凍野菜がぎっしり詰まっている。

　ククルは缶詰をいくつか手にした後、店の奥に足を進めた。

「トウモロコシは？」

「若奥様リクエストのトウモロコシの缶詰は、裏の倉庫の方に取り置きしてまス」

「うむ」

　ククルはカナエのいるレジカウンターまで戻り、手にしていた缶詰を置いた。パイナップルの缶詰とシーチキンの缶詰だった。

　ククルは鞄かばんからメモ用紙を取り出し、さらさらと文字を書いた。カナエにメモを手渡す。カナエはふむふむとメモを読み上げた。

「鶏とり肉にく十キロにキャベツ五キロ、玉たま葱ねぎ三キロですネー。支払いはツケですカ？」

「うむ」

　カナエはメモ用紙をエプロンのポケットに入れるとカウンターの裏手に向かって声をかけた。カウンター裏から、肌が浅黒く日焼けした大柄な男が三人出てくる。ククルにも顔なじみの男達だ。夜の国からカナエが連れてきたジャッカル族の若者達だ。

　カナエが男たちに二、三指示を与えると、男たちは外に出ていった。

「一時間ほどで自宅に届くと思います、ア、そうそう。料理の本も入れておきましたヨー」

　カナエはカウンターの下から本を取り出し、ククルに渡した。

『若奥様のはじめて読本』と表紙には書かれている。新婚生活者向けに書かれた料理本だった。この世界にはこの手の本が充実しているのがククルには嬉しかった。

　ユージと共同生活を始めた時、ククルはこの世界の料理をあまり知らなかったし、自分の味つけがユージの口に合うか不安だったが、その心配は杞き憂ゆうに終わった。ユージは好き嫌いがなく、作ったものは何でも食べてくれる。しかも、文句を言ったこともない。作る側からすればなんとも楽な存在だった。ただククルにしてみれば、食が細いのがちょっと心配だった。

「しかし、この世界の『一人前』という言葉が指し示す分量は極めて少量だな。猫でもこんな量では満足しないと思うのだが……」

　ククルは本を受け取り、ゆっくりとページをめくる。そんなククルを見ながら、カナエはククルに尋ねた。

「新婚生活ってどうですカ？」

「順調だ。特に問題はない。夫の食が細いのが気になるが」

「オウガ族の方々は健けん啖たん家かですかラ、こっちの人の食事ではもの足りないかもしれませんネ。ア、そーダ」

　ぽん、と手を打ちカナエはククルに尋ねる。

「この間、お勧めした猫のコスプレグッズはどうでしタ？　旦だん那なサンは喜んでくれましタ？」

　ククルの形の良い眉まゆが寄った。読んでいた『若奥様のはじめて読本』をぱたんと閉じる。

「うむ。あれには大変感謝をしている」

「じゃあうまくいったんですネ！　オ勧すすめした甲か斐いがありましタ！」

「その感謝の気持ちを込めて、ビニール袋に詰めて旅に出した。今ごろは不燃物埋め立て地で燃えないゴミとしてゆったりと余生を過ごしていることだろう」

「……ダメだったんですカー」

　カナエは顔をしかめる。

「この世界の健康な男子は猫耳に弱いというのは統計上確かなデータなんですけどネー。それに旦那サン猫とか金魚とかの小動物が好きなんでショ？」

「何にでも例外というものがあるということだ」

　カナエは腕を組んで思案していたが、何かを思いついた様子でカウンターの裏手に引っ込んだ。

　しばらくすると、嬉うれしそうな顔をしてカナエが戻ってきた。

「そんな若奥様に、コレ！」

　カナエは親指サイズの小こ瓶びんをカウンターの上に置いた。

　小瓶の中には茶色い液体が入っている。ククルが瓶を持つとわずかに液体の表面が波立った。

「今日『夜の国』から入荷したばかりの逸品でス！」

「なんだこれは？」

「うちの部族に伝わる『夫婦円満の素』でス」

　ククルの表情が微妙に変化した。小瓶を光に透かして見たりしている。

　カナエは畳みかけるように言葉を続ける。

「旦那さんが言うことを聞いてくれなイ。一日、いや数時間だけでも私のわがままを聞いて欲しイ。そんな若奥様方のささやかな願いを聞き届けてくれる逸品でありまス！」

　カナエの商品説明に熱がこもる。

「若奥様の血を混ぜて旦那様に飲ませて三分待ってくださイ。若奥様の言うことを三十分だけなんでも聞かせられまス」

「なんでもか？」

「なんでも、でス。重い物を持ってくれとか、かゆいところを掻かいてくれとか、あーんなことやこーんなことでもな・ん・で・もでス」

　ククルの視線が『夫婦円満の素』に集中する。

　ククルの反応に気をよくしたのか、カナエはさらに説明を続けた。

「但し、いくつか制限がありまス。まず本人や他人に危害を加えるような命令は聞きませン。『死ね』とか『殺せ』とか『殴れ』はダメでス。また、そもそも本人ができないコトは命令してもできませン。空を飛べと命令しても空は飛べないし、百メートルを五秒で走れと言っても無理でス」

「なるほど。一回にどれぐらいの分量を使えばよいのだ？」

「この小こ瓶びんの半分が一回分の目安なのデ、一瓶で二回使用できマス」

「なるほど」

　ククルの目は『夫婦円満の素』と呼ばれる小瓶に釘くぎ付づけになっている。

「元に戻すときは、頭部に強い衝撃を加えてくださイ。斧おのかハンマーあたりでかつーんと死なない程度に殴れば元に戻りまス」

「斧もハンマーも私の家にはない」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうなんですカー。ならセットで斧おのとハンマーを買ってきませんカ？　安くしておきますヨ」

「以前夫に『物騒だからハンマーの一つも家に置いておいた方がいい』と言ったことがあるが、頑かたくなに拒否された。どうやら夫はハンマーが嫌いらしい」

「ハンマーが嫌いなんて珍しい旦だん那なさんですネ」

「以前私の父に金棒ハンマーでハンバーグの材料にされそうになったことがあるからな。仕方あるまい」

「お父様と喧けん嘩かでもしたんですカ？」

「まあそのようなものだ」

「オウガ族の族長と喧嘩するなんてすごい勇気の持ち主ですネ。サすが姫様の旦那さんでス」

「本人が好んで喧嘩を仕掛けたわけではない。単なる偶然だったのだ」

　ククルは茶色の液体が入った瓶びんを、カウンターに置いた。

「それはともかく、この薬は頂こう」

「マイドー」

　カナエはとびきりの笑顔で電卓を取り出し、ぱちぱちと叩たたいた。

「料金は特別にサービスしときますネー」

　カナエは電卓をククルに渡した。

　電卓の数字を見たククルの表情が曇る。

「……高い。せめてこれぐらいだろう」

　ククルは数字を打ち直し、カナエに渡す。

「いやいや、これじゃウチもやってけないですヨ」

　カナエは笑顔を顔に貼はり付けたまま、数字を打ち変え電卓をククルに返す。

「まだまだ、これぐらいは勉強できるはずだ」

　ククルとカナエは電卓ラリーを続ける。妥協という言葉を知らない二人の戦いはかなりの間続くことになった。

　十三回目の値段修正の後、額の汗をぬぐいながらカナエは言った。

「姫様、じゃなかった、若奥様も手て強ごわいですネ……」

「当たり前だ。家計を預かるものとして安易な妥協はできぬ」

「全く敵かないませんネ……いいでス。この値段でお売りしましょウ」

「そうか。すまぬな」

「その代わり薬の感想を教えてくださいネ。オウガ族の方にこの薬をお売りするのは初めてですかラ」

「わかった」

　ククルは瓶びんを手に取り、鞄かばんにしまった。

　ジャッカルの店を出て、七なな十じゆう五ご宮みや駅へと向かう。自然とその足取りが速くなった。
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　ククルが家に帰ってくると、玄関に靴があった。ユージの靴だ。珍しく先に帰ってきているらしい。

「ただいま」

　ククルが玄関から声を出すと、リビングから「おかえりー」というユージの声が聞こえてくる。

　ククルは制服のままリビングに入った。

　リビングではユージがソファに座ってテレビを見ている。

　画面ではペンギンが、氷の上でちょこまかと動いている。ユージの横には『極点の営み』というＤＶＤのパッケージが転がっていた。

　ユージはこの手のビデオが大好きだった。休みの日の前日になると、レンタルショップからＤＶＤを借りてくることが多い。その中身は決まってかわいい女の子が出てくるアニメか動物の生態を記録したＤＶＤだった。

　ククルはユージが借りてくるこの手のＤＶＤが嫌いだった。アニメのＤＶＤも傍から見ていてなんとなく腹立たしいものがあったが、動物の生態ＤＶＤはさらに輪をかけて気分のよくないものだった。

　ユージはこの手のＤＶＤを見ている間は話しかけても生返事しかしないし、なにより見ている途中で『かわいいよなー』と何度もつぶやくのが気にくわなかった。アニメのＤＶＤを見ている時は黙って見ているので、そっちの方がまだマシだった。

　ユージが『かわいい』と言うのには特に深い意味はない、というのはククルにもわかっている。ユージにも何度も説明された。それは理解している。理解してはいるのだが、どうにも自分がないがしろにされているような気がしてならないのだ。

　ククルはソファに座っているユージの横にちょこんと腰を下ろした。

　画面では、ペンギン達が両腕をじたばたさせながら列をつくって歩いている。海の前まで来ると、順番に海に飛び込んでいた。

「面白いか？」

　ククルの問いに、ユージは画面を見ながら答えた。

「面白い」

「どの辺がいいのだ？」

「かわいい」

　ユージは即答した。

　ククルは口を開こうとしたが、はっと気づき深呼吸した。いつの間にか額から角つのが出てしまっている。深呼吸して角を元に戻し、平静を装よそおってククルはユージに問いかけた。

「……かわいいのか？」

「かわいいよ」

「どの辺がかわいいのだ？」

「どの辺って……」

　画面から視線を動かさずユージは答える。

「全体的に」

「黒と白しかない単純な色彩ではないか。それがいいのか」

「小さいのもかわいいな」

「私だって、小さいぞ」

　知らず知らずのうちに、ククルの語気が強くなる。

　ククルは、ユージが横に置いていたリモコンを手に取り、一時停止ボタンを押した。

　今にも海に飛び込もうとしたペンギンの動きが停止する。

　ユージが不機嫌な顔でククルを見た。

「何すんだよ。今いいとこなんだから」

　ペンギンが海に飛び込んでいるシーンのどこが『いいとこ』なのかわからなかったが、ククルは負けずに問いただした。

「今から重要な質問をする。真剣に答えろ」

「何だよ」

「私と、このＤＶＤのペンギン、どっちがかわいい？」

　ユージは、目をぱちぱちさせてテレビ画面のペンギンとククルの顔を三度ほど見比べた。

「ククルとペンギン、どっちがかわいいかって？」

「そうだ」

「……それはとても難しい問題だなー」

　ユージは、リモコンをククルから奪い取って、再生ボタンを押した。

　動きを停止させていたペンギン達が動き出した。

「その問いに答えるには、最新の分析機器が必要だと思う。電子顕微鏡とか、遠心分離機とか」

　ククルは再びユージの手からリモコンを奪い、停止ボタンを押す。

　再びペンギン達の動きが止まった。海に飛び込む寸前のペンギンの姿がアップで映っている。

「私はかわいくないというのか！」

「そうは言ってないだろ。……続き見ていい？」

　ユージはリモコンを手に取り、再生ボタンを押した。ペンギン達は動きだし、次々と海に飛び込んでいく。

「……そうか……お前の気持ちはよおぉぉくわかった」

　怒りのあまり額の角つのが出てきていたが、ククルはもう構わなかった。

　ククルはユージのいるソファから離れ、台所に入った。食器棚からコップを出すと、そこにジャッカルの店で買ってきた薬を小こ瓶びんの半分ほど入れる。

　包丁を取り出した。

　リビングのユージの方を見た。ユージは相変わらずＤＶＤを見ており、小声で「これはなかなか」とか「やっぱペンギンは南極圏の動物の中でも別格だな」などとつぶやいている。

　思わず包丁を別の用途に使用したくなる衝動に駆られたが、さすがにそれは自重した。

　手にした包丁を使い、自らの人差し指にわずかに傷をつける。指を伝わって、血が数滴コップの中に落ちた。氷を入れ、ストローでかき混ぜると茶色だった液の色が透明に変わっていった。冷蔵庫からサイダーを取り出し、三分の二の分量まで注ぎ込む。

　ククルはリビングに行き、『夫婦円満の素』入りのサイダーをユージに差し出した。

「喉のどが渇いたろ。飲め」

「お、ありがとう。サンキュー」

　ユージは画面に見入ったまま、ククルが差し出したコップを受け取った。テレビを見ながらごくごくと飲み干している。

　ククルは台所に行き、タイマーを手に取る。いつも料理をする時に使っている物だ。時間はきっかり三分にセットする。

　ククルは目を閉じ、三分間待った。

　タイマーが、ぴぴぴぴぴという三分を知らせる音を出すと、再びククルは台所を出てリビングに入った。相変わらずテレビはペンギンの様子を映している。

「テレビを消せ」

　ククルはユージに向かって命令した。

　テレビが消えた。ユージはリモコンを手にしている。

　ユージはククルの方を振り向いた。ぼんやりとした目でククルを見ている。

　どうやら薬は効いているようだった。

「立ってこっちに来い」

　ユージは立ち上がり、ククルの目の前まで来た。

　成功だ。間違いなく薬は効いている。

　さて、どうするか。

　ククルは思案した。

　ついカッとなって薬を飲ませたのはいいが、何をやらせるかは考えていなかった。ククルはとにかくＤＶＤを見るのを止やめさせたかったのだ。正確に言えば、ユージがＤＶＤのペンギンを見て『かわいい』と言うのが我慢ならなかった。

　くーっ、という音がする。ククルの腹の音だった。そういえば今日の昼食は少なめだったことをククルは思い出した。今日は昼食に五個しかパンを食べていなかった。

　ちょうどいい。ククルはユージに命令することにした。

「なにかおいしい物を作ってくれ」

「……」

　ユージは、返事をせずにククルの横を通り過ぎ台所に入っていく。

　ククルはユージが料理をしているところを見たことがない。夕食はククルが作っているし、昼食は二人ともパンを買ったり食堂で食べたりしている。朝食は二人とも食べないのが習慣だ。

　だが話を聞く限りでは、ユージはククルが来る前にわずかな期間だが一人暮らしをしていたはずだった。ということは、ある程度は自分で家事ができるはずだし、料理もそれなりにこなせるはずだった。しかも、姉の涼りよう子こと暮らしていたときもそこそこ家事をやっていたらしい。

　ユージがどんな物を作ることができるのか、前々からククルは興味があった。だが、『自分が料理をする』と宣言している手前、料理を作ってくれと頼むわけにもいかなかった。それがこんな形で実現するとは。

　ククルは興味深く、ユージの行動を見守っている。

　ユージは台所に入ると、まっすぐ食器棚に向かった。棚の最下段の引き出しからホットケーキミックスの袋を取り出し、台所の作業台の上に置く。

　まるでいつも行っている所作のように、ユージの動きはスムーズだった。

「むむ……」

　ククルは思わず唸うなった。あのホットケーキミックスは、ククルがこの家に来る前からあったものだ。何かに使おう使おうと思っていたが、ククルが知っているレシピの中にはホットケーキミックスを使う料理がなく、今日まで来てしまった。

　もう一つ問題なのは、なんと言っても量が少ないのだ。ユージにしてみれば充分な量かもしれないが、ククルにすれば一袋というのはあまりにも量が少なかった。

　ユージは冷蔵庫から卵と牛乳を取り出し、ボウルの中に入れ泡立てた。しゃかしゃかしゃか、という小気味いい音がする。

「手慣れているな。ホットケーキを作るの得意なのか？」

「……」

　ユージはククルの質問に答えず、無言で作業を続けている。

　材料を混ぜ終わるとフライパンを取り出した。充分に熱した後、濡ぬれ布ぶ巾きんにフライパンを置く。フライパンの熱を少し冷ました後、フライパンに材料を流し込んだ。ホットケーキの甘い匂においが台所中に広がる。

　数分後、リビングの食卓に焼きたてのホットケーキが出された。ホットケーキはきつね色に焼き上がっている。甘い匂いがククルの鼻をくすぐった。

　ククルはホットケーキを切り、口に運ぶ。ふわっとした感触が口の中に広がった。

「うまいな」

「……」

「お前がホットケーキを作れるなんて知らなかった。ホットケーキの他ほかにも何か作れるのか？」

「……」

　ユージは返事をしない。相変わらずぼんやりとした目でククルを見ている。

「ううむ……」

　ここに至って、ククルはようやく気づいた。

　カナエから購入した『夫婦円満の素』に自分の血を混ぜて飲ませれば、自分の言うことをなんでも聞いてくれるようになる。それはカナエの言った通りだ。だが、カナエは大事なことをククルに告げていないようだった。

『夫婦円満の素』を飲まされた者は、確かに何でも言うことを聞く。聞くのだが、こちらの質問には答えないのだ。『夫婦円満の素』を飲ませた後、こちらが質問を投げかけても、ユージが一言も口をきいていないのが何よりの証拠だった。

　ホットケーキは焼き加減も絶妙だし、味も良かった。だが、ククルは食べていくうちに、ある種の後ろめたさを感じてきていた。

　自分が命じて作らせたホットケーキを食べていて後ろめたさを感じる。というのも妙な話だが、ククルは確かにそう感じている。最初はおいしいと感じていたホットケーキも、だんだん味気ないものに変わっていくような気がしていた。それにユージのぼんやりとした目を見ていると、自分がとても悪いことをしている気分になってくる。

「……」

　いや、私は悪くない、とククルは思い直した。ユージが悪いのだ。いつもは約束の時間より遅く帰ってくることが多いくせに、たまに早く帰ってきたかと思えばペンギンを見て『かわいい』なんて言っている。美しい娘に見とれて思わず『かわいい』という言葉が漏れたなら、腹は立ちこそすれしょうがないと納得できないこともないが、相手は南極のペンギンだ。ペンギン！　ペンギンに『かわいい』と言えて、どうして私に『かわいい』と言えないのだ。

　ククルはホットケーキを口の中に放ほうり込んだ。「水を持ってこい」とユージに告げるとユージはコップに入った水を出した。ごくごくと飲み干し、乱暴に机の上に置く。コップがゴン、と悲鳴のような音を上げる。

「さてと……」

　こうなったら、やりたいことを全部やってやる。カナエから買った薬だって安くはなかったのだ。

　ふと、ククルは昼間の四し方ほう堂どうと九ここの重えの会話を思い出した。

「キスと言葉か……」

　ユージは相変わらずぼんやりとした顔でククルの顔を見ている。

　まずは、無難なところで『言葉』にするか。

「ソファに座れ」

　ククルは命令した。ユージはククルの言葉通り、リビングのソファに座る。

　ユージの横にククルも腰を下ろした。ソファが軽く、ギシッという音を立てる。

「『かわいいよ、ククル』と言え」

　ククルはユージに命じた。

「かわいいよ、ククル」

「……」

　ククルの表情が曇る。

　ユージの言葉には感情がまったくこもっていなかった。棒読みにも程がある。

「もっと感情を込めろ」

「……」

　ユージの反応はなかった。

　その態度にククルは首をかしげたが、しばらくするとカナエの言っていた事を思い出した。

『そもそも本人ができないコトは命令してもできませン』

　ククルはため息をついた。すごくみじめな気分になってくる。

　ククルは何かと腹立たしいユージに自分の言うことを聞かせるためにカナエから薬を買ったはずだった。ユージにいろいろ命令し、日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らすつもりだったのだ。しかし、実際に使ってみると、ククルはみじめで、そして哀れだった。

　こうなったらもう行くとこまで行くしかない。それしか、今のやるせなさを払ふつ拭しよくする方法はない。

　ククルは覚悟を決めた。

「で、では……」

　ククルはごくん、とつばを飲み込んだ。

「キスを……キスをしてくれ」

　ユージは、ククルにすっと近づいた。床にひざまずき、ククルの顔をじっと見つめてくる。

　ユージの体から甘ったるい匂においがする。

　ククルはユージの目を見た。

　ユージは、相も変わらず焦点の定まらないぼんやりとした目でククルを見ている。

　ユージの手がククルの小さな顎あごに伸びた。

　とくん。

　ククルの心音が高鳴った。

　目を閉じた方がいいのかどうか迷っていると、いつのまにかユージは体ごとククルに近づいてきていた。吐息がかかる距離まで顔が近づいてくる。

　ククルはその瞬間、恐怖に襲われた。自分が取り返しのつかないことをしようとしているんじゃないかという気になった。

「だ、だめだー！」

　ククルはユージの体を思い切り突き飛ばした。バランスを崩したユージは頭から床に落ちた。その勢いでソファが後ろにひっくり返る。

　同時にククルもソファから投げ出されたが、ククルは猫のように軽く身をひねって床に着地した。だが、もちろんユージにそんな事ができるはずもない。

「だ、大丈夫か？」

　ククルはユージの傍かたわらに駆け寄った。

「うーん……」

　ユージは頭を押さえながら立ち上がった。

「頭いてー……あれ、俺おれ何やってたんだっけ？」

　どうやら頭を強打し、薬の効果が切れたようだった。薬を飲んでいた時のぼんやりとした目とは違い、しっかりとした目でククルを見ている。

「何があったの？」

「……」

　ククルはとっさに場を取り繕う言い訳を思いつかなかった。ユージは頭を押さえながらぽつりとこぼす。

「ＤＶＤ見ながら寝ちゃったのかな」

「そ、そうだ。うん。多分そう。そうに違いない」

　もちろんユージは寝ていたわけではないが、家庭内の平和の為ためにそういうことにしておくことにした。ユージは不審そうな様子も見せず、ソファを立て直し元の位置に戻す。

　ユージがリビングの食卓にあるホットケーキが載っていた皿を見つけた。次いで、台所にあるホットケーキミックスの袋を発見する。

「ホットケーキ作ったの？」

「あ、いや……」

「一人で作って食ったのか？」

　ユージが非難がましい目を向ける。

「そうではなく、その……」

　ククルは口ごもった。

「うまくいかなかったのだ」

「そうか」

「そうだ」

「まあいいや。粉がまだ残ってるみたいだから俺おれも作ろっと。ククルも食べる？」

「う、うむ」

　ユージは出しっぱなしだったホットケーキミックスの袋を手に取り、ボウルに追加した。卵と牛乳も追加し、先程と同じく手際よく作業を進めていく。

　上機嫌で作業をしているユージの背に、ククルは声をかけた。

「ユージはホットケーキを作るのが得意なのか？」

「得意っていうか……最初に姉さんから教わったのがこれなんだ。おやつに食べてもいいし、夕食にしてもいいからって」

「……そうか」

「？」

　ユージはククルの様子に首をかしげつつも、ホットケーキ作りを続行した。手早い仕事でホットケーキを焼き上げ、皿を出してホットケーキをその上に置く。

　だがユージはすぐに食べず、二枚目を焼き始めた。ほどなく二枚目を焼き上げると、ククルに言った。

「リビングのお皿持ってきて」

　ククルは言われた通りに皿を台所まで運んだ。ククルが持ってきた皿に、ユージは二枚目のホットケーキを載せる。

「さ、食べよう」

　ユージは先に焼いておいたホットケーキの皿にフォークとナイフを載せ、リビングの食卓についた。ククルもその後に続く。

　食卓についたユージは、ふと思い出したように再び台所に向かった。冷蔵庫を開け、冷凍庫の部分をがさごそとやっている。

　リビングに戻ってきたユージはアイスクリームを手にしていた。二、三日前にユージが買ってきたお徳用ファミリーサイズのアイスクリームだった。

　ユージはスプーンでアイスクリームを掬すくい、ククルのホットケーキの上に載せた。

　ククルはユージの顔を見上げる。

「いつもホットケーキにアイスクリーム載せるのか？」

「そういうわけじゃないけど。でも」

「でも、なんだ」

「ククルはアイスクリーム好きだろ。だからサービスだ」

　ユージは少し照れくさそうに笑った。

「じゃあ食べよう」

「うむ」

「別々に食べるんじゃなくて、アイスクリームと一緒にホットケーキを食べるとうまいよ」

　ククルは言われた通りに、ホットケーキの上にアイスクリームを載せ、口に運んだ。アイスクリームの冷たさとホットケーキの熱さが絡からみ合い、絶妙な味になった。

「……うまい」

「それはよかった」

　ユージは自分のホットケーキを小さく切って口に運ぶ。

「本当にうまいな」

　ククルは繰り返しそう言った。

　ユージは食べ終えるとほぼ同時に満足そうなため息を吐いた。

　ククルはユージの瞳ひとみをじっと見つめている。ユージがククルの視線に気づいた。

「どうした？」

「……いつか、さっきの続きもお前からやらせるからな」

　ククルがユージに聞こえないようにぽつりとつぶやく。

「？」

「なんでもない」

　ククルはそう言い、二人分の食器を持って台所に運んだ。

　食器を洗いつつ、ククルはカナエから買った『夫婦円満の素』の残りをこっそりと流しに捨てた。



　　　＊



　次の日の放課後、ククルは輸入食料品店『ジャッカル』へと向かった。

「いらっしゃーイ」

　いつものように、エプロンをつけたカナエがククルを出迎える。ククルを出迎えたカナエの瞳ひとみは、期待と興奮が渦巻いていた。

「昨日の薬、使ってみましタ？」

「うむ、早速使わせて貰もらった」

「どうでしタ？　旦だん那なサンとどうなりましタ？」

　カナエは期待に満ちた声でククルに聞いてきた。

　そんなカナエをククルは南極の氷よりも冷ややかに見返す。

「あの薬には大変感謝している。感謝の気持ちを込めて、使った後の残りは台所から旅に出てもらった。下水道から海に出て、今いま頃ごろ世界周遊の旅に出てるだろう」

　カナエの顔にみるみる失望の色が浮かぶ。

「ダメだったんですカー。せっかく無理して安くしたのニ……」

「あれはよくない」

　ククルはきっぱりと言った。

「何がよくないんですカ？」

「あれは……」

　ククルは店の天井を見上げ、そして目を閉じて言った。

「ホットケーキがまずくなる」

「ホットケーキ？」

　カナエの周囲に大量の？マークが浮かんでいる。そんなカナエの様子を意に介すこともなく、ククルはカナエに告げた。

「それより、今日は頼みたいものがあるのだ」

「ハイハイ、マイドー」

　カナエはいつもの営業スマイルに戻った。

「ホットケーキミックスを頼みたいのだ。十キロほど……」

「ハイハイ」

「それから、注文したいものがあるのだ。黒と白の……」



    

  
    
      




    

  
    
      五話　初夏のテンペスト





　ククルに似ている。

　ケースの中のハムスターを見て、ユージはそう思った。

　秋あき島しま駅から電車で三駅行ったところにある南みなみ秋あき島しま駅。その駅前の商店街にあるペットショップ『和わ光こう』の店内で、ユージはハムスターに見入っている。

　放課後、ユージは金魚のモービーディックの餌えさを買う為ためにこの店に来ていた。金魚の餌なら秋島駅周辺の店でも売っているが、モービーディックは普通の金魚の餌には食いつかない。秋島市ではこの『和光』でしか扱っていない『金魚まっしぐら』しか口にしないのだ。お祭りの金魚すくい出身の金魚のくせに贅ぜい沢たくな奴だ、とユージは思っている。

　目的物以外の物を買わせようとするおばちゃん店員の攻撃をかわし、無事『金魚まっしぐら』を手に入れ『和光』を出ようとした時、ユージはふと目にした店内のジャンガリアンハムスターに目を奪われた。

　ちょこまかとせわしげに動く様子が、ククルにとても似ていた。時折目が合うと、むっとしたような顔をするところもそっくりだ。

　世の中には同じ顔の人間が三人はいるというけれど、このハムスターもそのうちの一人に入るのだろうか、とユージは思った。

「何してんだ？」

　ユージの背後から声がする。振り返ると、そこにはクラスメートの如月きさらぎがいた。熱心にハムスターを凝視しているユージを不思議そうに見ている。

「ハムスター見てるだけだよ。お前こそなんでこんなところにいるの？」

「偶然この店の前を通りがかったら、ユージが真剣な顔でハムスター見てるからさ。どうしたのかと思って」

「別に。かわいいなーと思ったから見てただけだ」

「お前の趣味変わってんな。『学園クロニクル』でも神かん崎ざき圭けい子こが好きだって言ってたし」

　如月は、聞き捨てならない言葉を口にした。

　ユージはむっとして反撃する。

「何で神崎圭子が好きなのが変わってるんだよ。普通だろ。神崎圭子はかわいいじゃないか。かわいい子を好きになることのどこが変わってるんだよ」

「そりゃキャラ的にはかわいいけどさ、声優の演技が下へ手たじゃん。棒読みだし」

「棒読みじゃないっつの。あれはああいう演技なの！」

　知らず知らずのうちに、ユージの声が大きくなる。

「どうかしたの？」

　店員のおばちゃんが、何事かとユージ達に話しかけてくる。

「い、いえ別になんでもありません」

　ユージは手を振り、あわてて如月きさらぎを連れて店を出た。あのやり手のおばちゃんに口を出されたら、居もしない飼い猫の為ために猫じゃらしを買わされかねない。商店街は危険な場所なのだ。

「危ないところだった。全く……如月のせいだぞ」

　如月に非難がましい視線を向ける。

「悪かったよ。そんなに怒るとは思わなかった。でもユージ、お前はもっと現実を見た方がいいぞ」

「見てるよ！　神かん崎ざき圭けい子こはかわいいって！」

「『学園クロニクル』の話はもういいよ。落ち着け」

　ユージは興奮した牛のように鼻息を荒くしていたが、如月になだめられた。

「つまり、ゲームの中の女の子じゃなくて、生身の女の子を見ろってことさ」

「如月は現実の女の子を見てるのかよ？」

「もちろん」

　如月は自信満々に言った。

「今日だって、侍喫茶に行こうと思ってここに来たんだ」

　ユージは、当然のように如月に尋ねる。

「侍喫茶って、なんだ？」

「何って……そのまんまだよ。侍がいる喫茶店だ」

　如月はこれまた当然のように返す。

　こいつまた妙な店を発見してきたな、とユージは思った。

　如月がユージを妙な喫茶店に誘うのは今回が初めてではない。以前も「一緒に来て欲しい」と言われて変な店に連れていかれたことがある。

「前回は人民喫茶だったっけ？　緑の人民服を着た女の子がいた店だったよな。ピコピコした音楽が流れてる店」

「そう」

「あの店はどうしたんだ？」

「散開した」

「サンカイ？　潰つぶれたのか？」

「潰れたんじゃない。『散開』したの！」

　如月は力強く主張する。今度は逆にユージが如月をなだめることになった。

「落ち着けよ。人民喫茶の話はもういいって。で、その侍喫茶ってこの辺にあるのか？」

「その通り。ちょうどいい、ユージに侍喫茶の良さを教えてやるよ。ついてこい」

　特に断る理由もないので、ユージは如月と一緒に侍喫茶に行くことにした。

　如月きさらぎの話によると、侍喫茶は南みなみ秋あき島しま商店街のメインストリートから少し離れた場所にあるらしい。立地がそれほどいいわけではないが、それだけに知る人ぞ知るという隠れスポットらしかった。

「で、侍喫茶って、具体的にはどういう喫茶店なんだよ」

　夕方の人通りの多い時間帯で、駅前は家路に向かう人や買い物客で賑にぎわっている。二人は歩きながら話し続けた。

「メイド喫茶って知ってるか？」

「それは知ってる。メイド服を着た店員が『お帰りなさいませ、ご主人様』とか言うやつだろ」

「あれの侍版だよ。メイドの代わりに侍がいるんだ」

「侍って、あの刀持っているやつか？」

「そう。店にいる女の子がみんな侍の格好をしてる」

「それって楽しいのか？」

「俺おれを信用しろって。女の子のレベル高いから」

「いやそういう問題じゃなくてだな……」

　如月はこの手の変な喫茶店が大好きだった。妙な店を見つけてはユージを連れて行くのだ。如月に言わせると、秋島市周辺にはこの手の変な（如月に言わせると楽しい）店が多いらしい。

　ちなみに如月が原はら田だを連れていかないのは、一度連れていって店内で喧けん嘩かになったせいだった。

「あいつは店の良さがわかる人間じゃねーんだよ。これなら普通の服を着た女の子の方がかわいいなんて言いやがって」とは、如月の原田評である。

　ユージも実は原田に賛成だった。メイド服はともかく、人民服を着ていたり、侍の格好をしている女の子の何がいいのかよくわからない。ただ原田と違うのは、それを口に出さないというだけだ。特に、当の店の中にいるときにはなおさらだった。三人で如月オススメの犬耳喫茶に行った時、周囲の空気を読まない原田の発言と、その後の原田と如月の喧嘩を収めて店を出るのは相当に難儀だった。

「でも俺今金使いたくないんだけど」

「なんで？」

「携帯ゲーム機買いたいから」

「持ってただろ。『学園クロニクル』の発売直後は、学校にまで持ってきてやってたじゃん」

「その携帯ゲーム機は、この間、星になったんだ」

「星になった？」

「とにかく買い直さなきゃならなくなったんだよ」

「そうか。でも大丈夫だって」

　如月きさらぎは制服のポケットからチケットを出した。『侍喫茶・武ぶ家け屋や敷しき』と書かれたカラー印刷のチケットには『同盟フェア開催中！』と書かれてあった。

「今、ちょうど同盟フェアやってるから」

「同盟フェアってなによ？」

「会員が誰だれか連れていくと、料金を半額にしてくれるんだ」

「半額か……それならいいけど……」

　二人は南みなみ秋あき島しま商店街を抜け、少し離れた場所にある四階建てのビルの前にやってきた。ビルの前には『侍喫茶・武家屋敷』という立て看板が出ている。どうやらこのビルの二階にあるらしい。

　如月は何度かここに来ているのか、慣れた足取りで階段を上がっていく。ユージも如月の後ろについていった。

　如月は、『営業中』と書かれた扉を開け中に入った。

「おかえりなさいませ、御お館やかた様」

　女の子の明るい声が、ユージ達を出迎える。

　店の中は和風テイストの内装をしていた。席はすべて座敷で、それぞれ障しよう子じや襖ふすまによって仕切られている。和楽の調べが店内を流れ、ときどきかっこーんという鹿威ししおどしの音がする。

　そして、店内の女の子たちは全員侍の姿だった。

　手にお盆を持って給仕をしたり、お客らしい人と談笑していたりしているお店の女の子は全員帯刀していた。皆年の頃ころはユージや如月と同じ高校生ぐらいに見えるが、扮ふん装そうが一様に普通でない。鎧よろい兜かぶとを着込んでいる子もいれば着流しを着ている子もいるし、新しん撰せん組ぐみらしき浅あさ葱ぎ色いろの隊服着て、髪をポニーテールにしている子もいた。

　入り口の近くにいた女の子が、かちゃかちゃと鎧の金属音を立ててやってきて二人を席に案内してくれた。鹿しかの角つのが生えたような兜がユージの目を引いた。

「こちらへどーぞー」

　女の子に案内されながらユージは小声で如月にささやく。

「なんだよ『御館様』って」

「ここでは客はそう呼ばれるんだよ。メイド喫茶で客が『ご主人様』って呼ばれるのと同じだ」

「同じか？」

「同じだ」

　二人は畳敷きの和室に案内された。部屋には床とこの間まがあり、そこには枯れ木を描いた掛け軸がかけられている。

　ユージと如月きさらぎは、座卓を挟んで向かい合わせに座った。

「ご注文は？」

　鎧よろい兜かぶとの女の子が、注文を聞いてきた。女の子は血のように赤い鎧を着ており、動くたびに鎧が揺れ、がちゃっという金属音がする。

　如月が『武ぶ家け屋や敷しきセット』なるものを注文したので、ユージもそれと同じ物にした。

　注文を受けた女の子が店の奥に下がると、如月はうんうんと頷うなずいた。

「いやー、山やま中なか鹿しか之の助すけかわいいよな」

「山中鹿之助って誰だれ？」

「今の女の子だよ。胸に名前プレートつけてただろ」

　ユージは鎧に目が行っていて、名前プレートには気がつかなかった。

「ちなみに、あの子が直なお江え兼続かねつぐ。んで、向こうの子が沖おき田た総そう司じ」

　如月は部屋から顔を出し、店内の女の子を指さした。直江兼続は着流しを着ており、店の入り口でお客さんと話をしている。沖田総司の方は、新しん撰せん組ぐみの隊服とおぼしき浅あさ葱ぎ色いろの服を着て、お茶を運んでいた。

「珍しい名前だな」

「本名じゃない。通り名だ」



    

  
    
      



    

  
    
      「通り名？」

「侍の名前だよ。歴史上の侍の名前をつけてるんだ」

　話していると、がちゃがちゃという金属音がした。『山やま中なか鹿しか之の助すけ』がお茶を持ってきたのだ。

「どうぞー」

「あ、ども」

　お茶を受け取る間も、ユージの目は『山中鹿之助』の鎧よろい姿と腰の刀に釘くぎ付づけだった。刀も鎧と同じ赤で調ととのえられている。

「御お館やかた様、ごゆっくりどうぞ」

　山中鹿之助はそう言ってユージ達から去っていった。

「根本的な質問をしていいか？」

　ユージはお茶を飲みながら如月きさらぎに尋ねる。

「女の子の鎧姿とか刀を持っている姿を見て楽しい？」

「楽しい」

　如月は即答した。

「それに、かわいいじゃん」

「……そうか？」

　ユージは首をひねる。確かにこの侍喫茶の女の子達はかわいい。かわいいが、それは顔や雰囲気がかわいいのであって、侍の姿をしているからかわいいというわけではない。むしろ、鎧や刀は女の子のかわいさにとってマイナスだ。

「わかってないなー、ユージは。女の子が俺おれの為ためにああいう格好をしてくれるという気持ちがかわいいんじゃん」

「お前の為に着たんじゃないと思うが」

　如月はちっちっち、と指を振った。

「俺の為に着てくれたの！　山中鹿之助も直なお江え兼続かねつぐも沖おき田た総そう司じも！　そういう設定なの！」

「設定ねえ」

「要は気持ちだよ気持ち」

「気持ち、か」

　ユージはククルのことを思い出した。

　少し前、ククルはユージの為に猫耳の服を着ていた。

　ククルが猫の服を着ていたのは、ユージの為だった。如月の言う『設定』などではない。

　ククルのあの行動も『かわいい』ということになるんだろうか。

　しかし、猫のコスプレはともかく鎧姿なんか見て何が楽しいのかよくわからない。如月を除けば、そんな酔狂な人間はいないんじゃないか。ユージはそう思って店内を見渡したが、すぐに自分の認識を改めることになった。

　どうやら、女の子が鎧よろいを着て楽しい変人は如月きさらぎだけではないらしい。

　店内には多くの客がいた。部屋はそれぞれ障しよう子じで仕切られているが、時折部屋に出入りする客の姿を見ることができた。ユージ達のような高校生もいるが、中年のサラリーマンや白髪のおじいさんまでその客層は幅広い。鎧姿の女の子や帯刀している女の子と話しながら、にこやかな笑顔を見せている。

　ユージの想像以上に世の中に女の子の侍姿を楽しみにしている人々は多いようだった。

　ユージが酢を飲まされたような顔をしているのを見て、如月が笑顔を作った。

「時代劇ファンとかには、たまらないんだよ」

「時代劇には鎧は出てこないと思うが」

「刀は出てくるだろ。かわいい女の子が刀を持ってるって萌もえるだろ。この間『新しん撰せん組ぐみデー』をやった時は女の子のお客もたくさん来てたぞ」

　ユージは日本の将来を案じつつ無言で茶をすすった。

　その時、店の扉が開き一人の女の子が入ってきた。

　一瞬お客さんかと思ったが、そうではないことはすぐにわかった。

　体に鎧は着けていないが、黒い鞘さやの刀を手にしている。年の頃ころは店内にいる『侍』達と同じくユージ達と同じぐらいに見えたが、店内の女の子達はその女性が近くを通るたびに頭を下げていた。燃えるような赤い髪が胸まで伸びている。その髪と対照的に濃い藍あい色いろの民族衣装のような服を着ており、それがまたよく似合っている。服から伸びる腕や足は柳の枝のように細く、そして白かった。

　美しい。見ていると思わずため息が出てしまうほどの美人だ。侍喫茶の女の子は如月が言っていた通り、全体的にレベルが高くかわいい子ばかりだったが、今入ってきた人はそのかわいい子ばかりの侍喫茶の中でも、美しさが群を抜いている。例えば山やま中なか鹿しか之の助すけは仲良くなりたいと他人に思わせるかわいい子だったが、今店に入ってきた女の子はうかつには近寄りがたい凛りんとした美しさがある。眼光は鋭く、口元は涼しげに笑みをたたえている。

「あ、侍大将さんが来た」

「侍大将？」

「いわゆる店長だな。ここの責任者の人だよ」

　その時、刀を手にしたその女の子と視線がユージの視線と合う。

　瞬間、女の子は『にやり』と笑った。

　ユージは背中を氷でなでられた気がした。

　すぐに女の子の表情は元に戻り、近くの侍の女の子を呼び止め何か話をしている。

　彼女は、ユージを見てにやりと笑った。あの笑いは、可お笑かしさから出た笑いでもないし、うれしいという感情から出た笑いでもない。

　あの笑顔をユージは知っている。あれは、ユージが隠し事をしていて、それを見つけた時の姉の涼りよう子この笑い方とそっくりなのだ。そして、あのにやりと笑った顔を見た後、ユージはかならず酷ひどい目にあっている。

　よくない予感がした。

　しばらくすると、刀を手にした侍大将の女の子がユージたちの部屋にやってきた。

　なんでこっちに来るんだよ、とユージは思ったがそのことを口に出す勇気は持ち合わせていなかった。一方の如月きさらぎは、いささか興奮した面おも持もちで、女の子の方を見ている。

　その女の子はユージ達がいる座敷に上がると、如月の隣にどっかとあぐらをかいて座った。あぐらをかくというとどちらかと言えば無作法な所作になるのに、失礼な感じは微み塵じんもなく、上品な感じさえする。隣に座られた如月は緊張と愉悦の入り混じった顔になった。

「どうも」

　女の子の涼しげなハスキーボイスがユージの耳に届く。

　ユージの心拍数が急速に上昇していく。理由は不明だが、目の前の女の子がかわいいのでどぎまぎしている、というわけではない。今感じているのは身の危険だ。

　この人はやばい。

　ユージは直感でそう感じていた。

「初めまして。鈴すず蘭らんだ。ここのまとめ役をやっている」

　鈴蘭と名乗った女の子はユージにそう言った。年の頃ころはユージや如月と同じぐらいに見えたが、風格が違った。店にいる他ほかの女の子達ともあきらかに雰囲気が違う。常時、人の上に立っている人間の風格があった。

　鈴蘭は笑いながら探るような目でユージと如月の二人を見ている。

「如月君とは何度か会ったことがあるな」

「は、はい。鈴蘭さんと話せて光栄です」

　如月は上ずった声を出している。

　鈴蘭は言った。タメ口だが、不思議と非礼な感じがしない。

「お待たせしましたー」

　山やま中なか鹿しか之の助すけが『武ぶ家け屋や敷しきセット』を持ってきた。皿の上にはピンク色の小さな饅頭まんじゆうと三色の串くし団だん子ごが載っていた。

　それが合図だったかのように、鈴蘭はすっと席を立った。

「邪魔してすまない。二人ともゆっくりしていってくれ」

　ユージはなんともいえない表情で、鈴蘭を見送った。
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　侍喫茶『武ぶ家け屋や敷しき』から出て如月きさらぎと別れ、ユージは家に帰った。

　電車で秋あき島しま駅に戻り、駅前からバスに乗って家の近くのバス停で降りた。携帯電話を取り出して時間を見ると、七時だった。夏が近づいてきて日が長くなっているが、この時間になるとさすがに辺りは暗くなり始めている。

　今は初夏というべき時期で、ユージはこの時期が一年の中で一番好きだった。夏に向けて、土やアスファルトの匂においが春から夏の匂いに変わってくる時期である。

　バス停から家まで歩き玄関を開け、中に入った。玄関には小さな靴がある。もちろん、ククルの靴だ。

　ユージは玄関から声をかけた。

「ただいまー」

　廊下を歩いてククルが現れる。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「……」

　ククルは、メイド服を着ていた。

　白と黒を基調にしたシンプルなデザインだが、小さなククルの体にぴったりと合っていた。床に付きそうなほど長い黒のスカートの上に、やや大きめの白いエプロンをつけている。肩のあたりにはレースの刺し繍しゆうがあり、フリルで飾られている胸元と共にユージの目を引いた。頭には白い小さめの帽子を被かぶっている。

　……今日は妙な扮ふん装そうを見せつけられる日なのか？

　ユージはそう思ったが口には出さなかった。

「どうだ」

「どうだって、なにが？」

　ククルは不満げな顔をする。

「お前はメイド服に興味がないのか？」

　ユージがメイド服と聞いてすぐに思い出すのは、『学園クロニクル』の文化祭イベントだ。クラスの催し物でメイド喫茶をやることになった四人のヒロイン達は、それぞれかわいいメイド服を着ることになる。ユージの好きなキャラである神かん崎ざき圭けい子こをはじめ、四人のメイド服姿は確かにかわいかった。

　だから、メイド服に興味がないと言えば嘘うそになる。少なくとも刀や鎧よろいよりは確実に興味があった。

「ククル、ちょっと一回転してみて」

「？」

　ククルは不思議そうな顔をしながらも、廊下で前転をした。

「違う違う」

「どうすればいいのだ」

「立ったまま時計回りで一回転してくれ」

　ククルは、その場でくるりと一回転した。スカートの裾すそがふわりと舞い上がる。

　おおっ！　これぞメイド服の醍だい醐ご味み！

　スカートの下のフリルがかすかに見えるのが素晴らしい。

　ちなみに、メイド服姿の神かん崎ざき圭けい子こが主人公の前でくるりと一回転してみせてスカートの裾が翻ひるがえるのは、『学園クロニクル』の中でも好きなシーンの一つだった。

　ユージの顔に自然と笑みがこぼれる。

「かわいい」

「そうか！」

「服が」

「……魔が差して夕食に毒を盛られても恨むなよ」

「いや、ククルもかわいいです。本当に」

「それにしても、お前は黒と白が好きだな」

「？」

「ペンギンを見ていた時に黒と白がいいと言っていたではないか」

　ユージは『極点の営み』のＤＶＤを見た時のことを思い出した。言われてみれば、『ペンギンは黒と白なのがかわいい』的なことを言ったような気がしないでもない。ただあのＤＶＤを見ている途中で寝てしまったので、細かい記憶が曖あい昧まいだった。

「そうだっけ？」

「そうだっけ、じゃないだろう。私はお前に……」

　ピピピという電子音が台所から聞こえてくる。どうやらタイマーを仕掛けておいたらしい。

「夕食はもう少し待ってくれ。できたら呼ぶ」

　そう言い残し、ククルは台所へ駆けていった。

　数十分後、階下のククルに呼ばれたユージは自分の部屋からリビングへと向かった。

　モービーディックに今日買ったばかりの『金魚まっしぐら』を与えると、食卓についた。テーブルには、いつもの大皿よりさらに二回りほど大きな皿が載っている。テーブルからはみ出さんばかりの大きさだ。

　その大皿には何枚ものホットケーキが折り重なるように盛られている。

「今日はホットケーキを作った。ユージも自分の皿に取るがいい」

　ククルはナイフとフォークをユージに渡した。そしてククル自身も大皿から取り皿によそっていく。

　ククルが一枚ずつ丸ごと皿に取っているのに比べ、ユージはホットケーキの一部分をナイフで切り、取り皿に盛った。夕方に、『武ぶ家け屋や敷しき』でセットに付いてきた三色団だん子ごを食べたせいで、あまりお腹なかが空すいていないのだ。

「では、食べるか」

　ククルはメイド服のまま席に着き、ホットケーキと格闘し始めた。ホットケーキを小さく切り分け、片端から口に運んでいく。

　それにしても、とククルがホットケーキを食べる様子を見ながらユージは思った。今ククルが着ているメイド服ってどこで買ってきたんだろう。この間の猫のコスプレ服といい、秋あき島しま駅周辺にはそういう服を扱っている店はユージの知る限りないはずだった。

「ククル、ちょっと聞いていいか」

　ククルが黙ってこっちを見る。口一杯にホットケーキが詰まっているので返事ができないのだ。しかも右みぎ頬ほおのあたりにホットケーキの欠片かけらがついている。

「ククル、顔についてる」

「（もぐもぐ）どこだ」

「右の頬だよ」

「こっちか」

「いや、向かって右だから……」

　ユージは手を伸ばしてククルの顔についているホットケーキの欠片をとってあげた。

　むに。

　勢い余って、ククルのほっぺたをつかんでしまう。

「……」

　むにむにむに。

　ククルは冷ややかな顔でユージを見ながらも、されるがままになっている。

「……楽しいか？」

「ちょっと」

　前に角つのを触った時もそうだったが、ククルは触るとちょっと楽しい。角といいこのほっぺたといい、温かくて弾力があり、とても触り心地がよかった。

「ところで、今着ているメイド服って、どこで買ってくるんだ？」

「……とりあえず手を私の顔から離してくれないか？」

「あ、悪い」

　ちょっと夢中になりすぎたようだった。ユージが手を引っ込めると、ククルは何かを確かめるように、自分の顔をひっぱたりつねったりしている。

「こういう服を売ってくれる店があるのだ。夜の国から来た連中がこの世界でやっている店がな」

「オウガ族ってそういう商売もやってるの？」

　ククルは大皿に手を伸ばし、もう一枚ホットケーキを自分の皿に取った。一口大の大きさに切り、口に運ぶ。

「オウガ族ではない。（もぐもぐ）夜の国から来た別の種族がやっているのだ」

「夜の国って、オウガ族の他ほかにもいるのか？」

「無論いる。例えばジャッカル族という部族がいる。商行為に長たけた部族だ。今回の『大停電』でもこっちの世界に来ている。夜の国から来た人間に住居を用意したり、生活必需品を世話したりしている。商売になるからな。……ユージも皿が空からだぞ。食べないのか？」

　ユージはククルに促され、ホットケーキを少なめに切って皿に運んだ。

「それから、サムライ族というのがいる」

　ククルの言葉にユージのフォークの動きがぴたりと止まる。

「戦いに長けた部族だ。好戦的でな、領地が隣接してるというのもあって、オウガ族としょっちゅう小こ競ぜり合あいをしている」

「その、サムライ族ってのは、この世界に来てたりするわけか？」

「うむ。来ているらしい」

　ククルは即答した。

「私が自分で確認したわけではないが、この間里帰りしたときに父上に言われた。そっちの世界にサムライ族が行っているから注意しろと」

「……そ、そう」

　ユージは侍喫茶の鈴すず蘭らんと名乗った女の子の顔を思い出した。……いや、気にしすぎだよなたぶん。

　ユージは何口かホットケーキを食べ、お茶を口に含む。

「中でも、鈴蘭という名前のサムライ族には注意しろと言っていた」

　思わずお茶を吹きそうになった。どうやら気にしすぎではなかったらしい。

　口をもぐもぐさせながら、ククルは答える。

「ちょっと前、オウガ族とサムライ族は戦いくさをしていたのだ。情勢は一進一退でなかなか決着がつかなかった。結局和議を結ぶことになったのだが、鈴蘭の部隊は頑強に和議に反対し、独断で戦い続けた。とうとう最後にはサムライ族同士で戦う羽目になったらしい。ついたあだ名が『暴風』の鈴蘭」

「『暴風』？」

「つまり、鈴蘭が現れると敵味方関係なく被害を被こうむるということだ。はた迷惑な人間だな」

「……その『暴風』の鈴蘭が、こっちに何をしに来てるんだ？」

「暴れすぎて国に居づらくなったらしいが……サムライ族の事情はよくわからん」

　ククルは話しながら皿に取ったホットケーキを一口大に切り、口に運ぶ。

「父上は注意しろと言っていたが、こちらが普通に生活している限りどうということはないと思うのだがな。心配性なんだ、父上は。いつもそうだ」

　ククルは、ユージを見た。

「それに、大丈夫なんだろう？」

「？」

　なぜ俺おれに聞くんだ？　とユージは不思議に思った。

「いざと言うときは守ってくれるのだろう」

「……まあな」

　投げやり気味にユージは答える。

　ホットケーキの山は大部分がククルの胃袋の中に消えた。

　ユージはククルを見て首をひねる。ぴったりとしたメイド服は、食事前と変わっていない。お腹なかがぷっくりと膨らんでいるということもない。あの大量のホットケーキはどこに消えてしまったのだろう。

「さてと」

　ククルは、台所から炊き込みご飯が盛られた大皿を持ってきた。

　ユージは胃腸薬の出番を覚悟した。



　　　＊



　次の日、ユージは当然のように南みなみ秋あき島しま商店街にいた。鈴すず蘭らんと侍喫茶『武ぶ家け屋や敷しき』の様子を探るためである。

　ユージは昨日侍喫茶で会った鈴蘭のことを思い出した。

　鈴蘭は危険だ。

　鈴蘭のことを思い出すと、首のあたりがチリチリとする。

　会ってどうすると決めているわけではないが、かといってこのまま放ほうっておくわけにもいかない。なんらかの対策はとる必要がある。

　昨日と同じように、商店街を抜け、侍喫茶があるビルの前にやってきた。だが、昨日と違いビルの前には立て看板が出ていない。

　ユージはビルの中に入った。階段で二階に上がると、侍喫茶『武家屋敷』の入り口の前には、『準備中』の看板が出ていた。

　だが店の中からは人の気配がする。わずかながら話し声もしている。

　ユージは、おそるおそる扉を開けてみた。

　開けた瞬間、短刀が飛んできた。ユージの顔のわずか数センチ横を通り、店の外の壁に突き刺さる。

「くそ、しくじったか」

「そっちだ！」

「む、なんだお前は！」

　前日、愛くるしい笑顔でお茶を持ってきてくれた山やま中なか鹿しか之の助すけ（通り名）がユージを睨にらみつけている。

　女の子達の半数以上は抜刀していた。抜き身の刀を手にした女の子達が何かをユージの目から隠すように店の角に固まっている。

「よし仕留めたぞ！」

「手間をかけさせおって。膾なます斬ぎりにしてくれる」

　昨日見た直なお江え兼続かねつぐ（通り名）や沖おき田た総そう司じ（通り名）が口々に物騒な台詞せりふを吐いている。その女の子の声に混じって、何か動物の鳴き声がしたような気がした。あれは……。

「待て」

　鈴すず蘭らんの声に、店内の女の子達が一斉にその方を向く。鈴蘭が軽くうなずくと女の子達は全員刀を鞘さやに戻す。

「すまんな醜態をさらして」

　鈴蘭は苦笑いをしている。

「な、なにがあったんです」

「たいしたことはない」

　鈴蘭はコホンと咳せき払ばらいをする。

　たいした事がないわけがない。なにしろ扉を開けた途端短刀を投げつけられるし、店の中に入れば従業員が全員抜刀しているのだ。それに、店の中は嵐あらしが吹き荒れたようにめちゃくちゃになっていた。部屋を隔てる障しよう子じや襖ふすまは破れたりあちこち穴が空いており、部屋ごとにあった座卓はなぜか一箇所に集められバリケードのような態ていをしている。

　一体何があったというのだろう？

　ユージが疑問を口にする前に、鈴蘭が機先を制した。

「今日は店は休みなんだ。せっかく来てくれたのに悪いな」

「そ、そうですか」

「お詫わびに俺おれとデートしよう」

「デ、デート？」

　鈴蘭はそう言い、「あとは頼む」と店の侍に指示を残し、ユージを店の外に連れ出した。

「ちょっ、ちょっと腕を組まないでください！」

「手を繋つなぐ方がいいか？」

「そんなにくっつかないで！」

　ユージと鈴蘭はビルを出て、商店街を歩き始める。ユージは鈴蘭と腕を組んでいた。腕を組んでいるとは言っても、恋人同士の親密なものではなくむしろ囚人と警官のそれに近い。組んでいるというより一方的に腕を絡からませられている、と言った方が正確だった。逃げだそうにも、腕をしっかりと極きめられてるので身動きがとれないのだ。

　しかし、近くで改めて見ると、鈴すず蘭らんはやはり美人だった。

　道行く人がすれ違うたびに鈴蘭の方を振り返る。今までユージの人生で出会ってきたどんな人よりも美しかった。格が違うのだ。ユージの姉の涼りよう子こも口さえ開かなければ美人の類たぐいに入るとユージは思っていたが、鈴蘭の美しさは涼子と別次元の美しさだった。

　鈴蘭はユージを商店街の中にある喫茶店に連れて行った。この店に入ったことはないが、存在は知っている。本格的なコーヒーが飲める喫茶店だ。雑誌でも何回か紹介されたことのある、地元では結構有名なお店だった。

　鈴蘭は店に来慣れているようで、彼女が店に入ると店の人が会釈してきた。鈴蘭はまるで自分の指定席であるかのように、店の奥の席に座る。

　そしてウェイトレスを呼び、「いつもの」と告げた。ユージはメニューを見たがコーヒーの銘柄がよくわからないので、「彼女と同じ物を」と頼んだ。

　ユージは背中が汗ばんでくるのを感じていた。店の中が暑いとかそういうわけではない。鈴蘭に見つめられているからだ。

　鈴蘭の瞳ひとみがユージを見ている。その事実は、ユージの心臓の鼓動を速めていた。

「そんなに緊張しないでくれ」

　苦笑して、鈴蘭が口を開く。低い声がユージの耳に響く。

　しばらくすると、コーヒーをウェイトレスの人が運んできた。

「まあ飲め」

　ユージは勧められるままコーヒーに口をつけた。

　口をつけたところで、鈴蘭が口を開く。

「ククルは元気か？」

　ユージは思わずむせてしまった。

「な、なん……」

「知ってるよ」

　鈴蘭は涼しげな顔をして、コーヒーを口に運んでいる。

「お前、ククルの旦だん那ななんだろ」

　鈴蘭は薄い笑みを浮かべながらそう言った。だが、目が笑っていない。ホットコーヒーを飲んでいるのに、背中が寒くなるのを感じた。

「こちらから訪ねようと思っていたが、そちらから来てくれて助かった」

「俺おれは如月きさらぎに連れてこられただけで、別に……」

「過程は問題ではない。結果が問題なんだ」

　鈴すず蘭らんは言った。

「俺おれたちのことは知っているんだろう？」

「少しは」

　ユージは正直に言った。とてもごまかせる相手ではない。

「知っていると思うが俺はこちらの人間ではない。ククルと同じ夜の国の住人だ」

「こっちへは何をしに来たんですか？　修業？　それとも商売ですか？」

　ユージは恐る恐る尋ねる。

「目的は一つ。戦争だ」

「せ、戦争？」

　いつのまにか鈴蘭は短刀を手で弄もてあそんでいる。腰の刀と同じ黒い鞘さやの短剣だった。いつどこからその短剣を出したのかユージにはわからなかった。

　鞘を抜くと、すらりとした白はく刃じんが煌きらめく。

「先の戦争ではいいところまで行ったのに、上の連中が腰ぬけで中途半端なままで終わってしまった。俺の部下連中も不満だらけだ。今度はそうはいかない」

「部下って……」

「『武ぶ家け屋や敷しき』にいた連中だ。なかなかのもんだろ。器量も腕もいい連中を揃そろえてある」

「でも戦争って……どうするつもりなんです？」

「戦争と言ってもこの世界の連中とやり合うわけじゃない。その点は安心してくれ」

「じゃあどうするんですか？」

　鈴蘭は短剣を鞘に収め、懐にしまった。流れるような動作でコーヒーカップを手に取る。優雅なしぐさだった。

「ククルだ」

「ククル？」

「そう。我々がこちらに来た目的はオウガ族との戦争であり、その戦争を始める為ために必要なのがククルなのだ」

　コーヒーを口に含み、満足そうな笑みを鈴蘭は浮かべる。

「単刀直入に言おう。ククルを渡せ」

　鈴蘭はコーヒーカップを置く。

「安心しろ。殺したりはしない。ただ……角つのをもらう」

「角を？」

「我が一族ではオウガ族の角を取ってきた者は英雄として迎えられる。今、俺はサムライ族の中ではちょいと立場が悪くてな。ここらで名めい誉よ挽ばん回かいしときたいってわけ」

　鈴蘭は急に子供のようにいたずらっぽく笑う。その表情の変化にユージは思わずどきっとした。

「お前はククルを連れ出してくれるだけでいい。あとはこっちでなんとかする。そうすれば私はサムライ族の中で発言力を持つことができるし、お前は怪け我がをせずにすむ。どうだ、いい話だろ？」

　からんからん、という音がした。新しいお客さんが店に入ってきたのだ。女性二人連れのお客さんはウェイトレスの人に案内され、ユージ達と離れた場所の席につく。

　沈黙の後、ユージは口を開いた。

「断る」

　鈴すず蘭らんは心底不思議そうな顔をする。

「どうしてだ？」

「犬や猫の子じゃあるまいし、そんな簡単に渡せるか」

「なんだ、ククルに本気で惚ほれているのか？」

　思いがけない言葉にユージは戸惑った。

「そ、そういうわけじゃ……俺おれはロリコンじゃないし……」

　ユージは口ごもった。

「まあいい、好きにしろ。いずれにしろ結果は同じだ」

　コーヒーを飲み終えると二人は店を出た。結局ユージは最初の一口以外、ほとんどコーヒーに手をつけなかった。とてもそんな気分になれなかったのだ。

　三十分もいなかったのに、ユージはげっそりとしていた。鈴蘭はデートと言っていたが、デートいうよりは精神的な苦行に近かった。

「じゃあ、これで」

「待てよ。もうちょっと付き合え」

　ユージはぐい、と強引に鈴蘭に引っ張られた。鈴蘭の腕は細いが、見かけとは裏腹な強い力で抵抗する間もなく再び腕を組まされる。

「ど、どこに行くんだよ」

「ふふっ、い・い・と・こ」

「腕を離してくれ」

「いいじゃないか。妻帯者だからと言ってうら若き乙おと女めと腕を組んではいけないという法はあるまい。しかもこんな美人と」

　戸惑うユージをよそに、鈴蘭はどんどん歩いていく。しかも商店街から離れ、人ひと気けのない方へと進んでいった。

　この方角は……

　ユージは、あせり始めた。

　南みなみ秋あき島しま駅の商店街から歩いて十分ほど東へ行った場所に、ホテルの立ち並ぶ通りがある。ホテルと言っても旅行客が泊まるそれではなく、いわゆるご休憩がメインの施設だ。

　鈴すず蘭らんが耳元で囁ささやく。

「ちょっくらこの辺で遊んでいこうぜ」

「えええええ？」

　事態の急展開に頭がついて行っていなかった。

「大丈夫だよ。俺おれのことはククルには内緒にすればいいって」

「ちょ、ちょっと待って心の準備が……」

　だが、少し様子がおかしいことにユージは気づいた。鈴蘭はユージを見ていない。ユージの背後を見ている。

　はっと気づいた時には、ユージと鈴蘭は異様な風ふう体ていの男たちに囲まれていた。

　全員、黒い鎧よろいと面めん頬ぼおを付け、手には刀を持っている。数は四人。

　男たちの殺気がユージにまで伝わってくる。

　鎧姿の男たちが包囲の輪をじりっと詰める。

「鈴蘭様、ご帰還ください」

　男の一人が声を出す。

「今なら、無断で夜の国を抜けこの世界に来たことも不問に付す、と頭領は申されております」

「何言ってんだ。何を勘違いしてるのか知らないが、俺は別に他部族とコトを荒立てようって気があるわけじゃない」

　鈴蘭は言う。

「蟄ちつ居きよさせられて退屈だからこの世界に遊びに来てるだけだ。ここには俺の好きなコーヒーがあるし、部下だってここの生活を楽しんでる。お偉えら方がたに文句を言われる筋合いはない」

「我らにそんなごまかしは通じませぬ。鈴蘭様がオウガ族との戦いくさを目的に、ククル殿を狙ねらっていることは承知しています」

「想像は自由だが、その想像の責任を俺に負わせるのは止やめてくれ」

「とにかく夜の国に帰ってきてください。これは命令であります」

「断る、と言ったらどうするつもりだ」

　四人は無言で抜刀する。

「おい」

　ユージはあまりの事の成り行きに声も出ない。鈴蘭はユージに声をかけ、にやりと笑った。

「遊ぼうぜ！」

　鈴蘭はユージの胸ぐらを掴つかむと、ユージの体ごとリーダー格の男に向かって投げつけた。

「うわああ！」

　ユージの身体からだはボールのように飛んでいった。男はユージの体をよける。当然ながら、ユージは地面に激突した。

　痛みに耐えつつユージが身を起こそうとすると、男が覆い被かぶさろうとしてくる。慌あわてて逃げようとするが足が動かない。男はそのままユージの上に降ってきた。

　殺される！　ユージはそう思ったが、男は動かない。男はどうやら意識を失っているようだった。

「ぐわっ」という悲鳴が聞こえる。見ると、抜刀した鈴すず蘭らんが一人の男を倒していた。ユージに覆い被さってきた男を加えると、三人の男が既に倒されていることになる。

　鈴蘭は、残りの一人と対たい峙じしている。

「そんな腕でよく刺客なんかつとまるな。サムライ族がオウガ族との戦争に負けちまうのも道理だよ」

　鈴蘭は跳んだ。すれ違い様に、刀が一いつ閃せんする。

　最後の男も地面に倒れた。

　鈴蘭は刀を布でぬぐい、鞘さやに収めた。倒れている男の陰にユージを見つけると、近寄って手を伸ばした。

「大丈夫か？」

　鈴蘭は地面に這はいつくばっているユージの体を起こす。

「面白かったろ？」

「本気で殺されるかと思った」

　ユージは地面に転がっている男たちを見る。四人ともぴくりとも動かない。

　こ、これはもしかして……。

「安心しろ。殺しちゃいない。さすがに同族殺しをすると厄介だからな」

　ユージはほっと胸をなでおろした。

「この人たちは何なんだ？」

「上の連中から派遣されてきた刺客だよ」

「刺客!?」

「上の連中は戦争がしたくないんだよ。腰抜けどもめ。オウガ族ならともかく、こんな連中なんか何人束になってきても俺おれにかなうものか」

　鈴蘭は男たちを引きずると、通りから路地裏に押し込んだ。

「後で部下に引き取りにこさせよう。に、してもお前も存外だらしないな」

　ユージはあえて反論しなかった。一人で四人の刺客を軽く倒してしまう鈴蘭にかかっては何を言われても仕方がない。

「そうだ」

　思い出したように鈴蘭は言った。

「俺おれの事はククルには内緒にしておいてくれよ」

「内緒、ですか」

「いや、言ってもいいが……」

　鈴すず蘭らんはにやりと笑う。ユージにはそれが嗜し虐ぎやく的な笑みだということがわかった。

「お前がククルに俺のことを言って下へ手たに警戒されると手加減ができなくなる。もっとも……俺はそれでもいいけどな」

　呆ぼう然ぜんとするユージを残して、鈴蘭は去った。
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　結局、ユージはその夜はほとんど眠れず次の日を迎えた。顔色が悪かったのかククルが心配してくれたが、鈴蘭に釘くぎを刺されている以上、ククルに相談するわけにはいかなかった。これは自分の手でなんとかしなければならないのだ。

　授業中も落ち着かず、放課後になるとすぐに南みなみ秋あき島しまに向かった。だが、来たのはいいがどうすればいいか自分でもわからなかった。『武ぶ家け屋や敷しき』に乗り込んでいくわけにもいかない。

　どうすればいいんだ……

「あら、どうしたの？　そんな悩んだ顔して」

　ペットショップ『和わ光こう』のおばさんが声をかけてくる。



　十分後。



「ありがとうございましたー」

　ユージは『和光』の袋を手に店の外に出た。

「うむむむ……」

　店のおばさんと話しているうちに、一昨日熱心に見ていたハムスター達を買わされてしまったのだった。恐るべし商店街の話術。

　しかもハムスターは、藁わらを敷いた紙袋に入れて渡されていた。ハムスターが動く度に、がさごそという音がする。

「こういうときはケースか何かに入れてくれるのが普通だろ」とユージは思ったが、それを『和光』のおばさんに言う気にはなれない。ユージでもさすがにハムスターを袋に入れて渡すのはケースを買わせるためにわざとやっているのだ、とわかっている。

　意図せず、扶養家族が増えてしまった。ユージは鞄かばんの中にハムスターを袋ごと入れた。ハムスター達にはちょっと窮屈かもしれないが、家までは持つだろう。とりあえず一いつ旦たん家に帰ってハムスター達を置いてこよう。確か、昔モービーディックが使っていた金魚鉢がどこかにあったはずだ。今日のところはそこに入れておこう。

　ユージは南みなみ秋あき島しま駅に向かって歩き出した。だが、ある集団を見つけて電柱の陰に身を隠した。

　三人の侍が、商店街を歩いている。

　侍喫茶で見た三人の女の子の侍が、買い物袋を持って商店街を闊かつ歩ぽしていた。三人とも、侍喫茶のときと同じ格好をしている。一人は赤い鎧よろい兜かぶとを着け刀を持ち、あとの二人も帯刀していた。確か如月きさらぎの説明だと、山やま中なか鹿しか之の助すけ・直なお江え兼続かねつぐ・沖おき田た総そう司じという通り名の女の子達だ。

　侍喫茶の子が商店街を普通に歩いている異様な光景にユージは目を引かれたが、商店街の人たちは慣れているのか三人に奇異の目を向けることはない。それどころか「こんにちわー」とか「あらお買い物？」とかご近所さんのように日常的な挨あい拶さつをしたりしている。

　侍姿の女の子達は商店街の中にあるファーストフード店に入った。ユージは見つからないように後をつけ、様子を窺うかがう。

　三人はそれぞれハンバーガーセットを注文していた。店員も、女の子達の刀や鎧姿に動じず、笑顔のまま応対していた。

　三人はハンバーガーセットを受け取ると二階へと上がった。ユージも飲み物を注文し、三人に続いて二階の席へと向かう。

　店内に客は少なく、侍たちとユージの他ほかは、部屋の隅で音楽を聴きながら本を読んでいる大学生風の男が一人いるだけだった。その人はちらりと侍達を見たが、またすぐに本に目を落とした。どうやら、店員と同じく彼にとっても彼女達の姿は珍しいものではないらしい。

　三人は中央の席に陣取り、ハンバーガーセットを食べながら話し始めた。店内は静かで、かつ彼女達の声が大きいので、さほど近くにいなくても充分に話し声を聞くことができた。

「あー、おいし」

「やっぱポテトはたまらないなー」

　山中鹿之助と沖田総司がハンバーガーセットのポテトをつまみながら幸せそうな声を出す。

「最初鈴すず蘭らん様に連れられてきた時は渋々だったけど、慣れるとこの世界もいいものねー。食べ物はおいしいし、楽しいこといっぱいあるし」

「仕事はダルいけどねー」

　どうやら山中鹿之助と沖田総司の二人はこの世界の生活をとても満喫しているようだった。

　直江兼続は楽しそうな他の二人とは違い、苦々しげな声を出す。

「私たちはこの世界に遊びに来たわけじゃないんだよ。わかってる？」

「わかってるって。でもあっちの方ももう少しで片づきそうなんでしょう？」

　山やま中なか鹿しか之の助すけはハンバーガーセットのコーラを飲み、一息つく。

「例の奴見つかったらしいよ」

「じゃあさっさと殺せばいいじゃん。今『武ぶ家け屋や敷しき』にいる人数で襲撃すればイケるでしょ」

「そうもいかない。曲がりなりにもオウガ族と和議を結んでいる以上、安易に手出しはできないよ。まあ最後には襲撃して拉ら致ちるしかないんだろうけど」

「ふーん。鈴すず蘭らん様も慎重だなあ」

　沖おき田た総そう司じはそう言って直なお江え兼続かねつぐのポテトに手を出そうとする。

　直江兼続は、ぺちっと沖田総司の手を叩たたく。

「自分のを食べろ」

「ちぇーけちー」

「太っても知らないよ」

「けちー、けちー。……」

　三人の動きが止まった。

　それまで朗らかな笑顔を浮かべていた表情が一様に険けわしくなった。三人は何かを探るような顔つきになる。

「いるな」

「いる。気配がする」

「……そこだ！」

　三人の手が動いた。

　ユージの周辺の壁に複数の短刀が突き刺さる。

「貴様。何をしている」

「な、何って……」

「動くな！」

　山中鹿之助が鋭い声を上げる。腰の刀を抜いて、白はく刃じんをユージに向ける。店内のライトが刀身に反射してユージの目を射た。

「手を上げろ。抵抗するなら斬きる」

「は、はい」

　ユージは言われた通りにした。サムライ族の手並みは昨日鈴蘭にたっぷりと見せつけられている。抵抗などするはずもなかった。

　ユージは鞄かばんを右手に持ったまま、両手を上げる。

　侍三人の顔つきがますます険しくなった。

「鞄かばんを床に置け。ゆっくりとだぞ」

「鞄？」

　ユージの頬ほおのわずかに横を短刀が通り過ぎる。直なお江え兼続かねつぐの手に短刀が握られていた。

「黙って言われた通りにしろ。今度は警告無しで当てる」

　ユージは言われた通りに、ゆっくりと鞄を床に置いた。

「よし。こっちにこい」

　ユージはこの場から逃げたかったが、無論そんなことを許してくれるような雰囲気ではない。

　ユージが三人に近づくと、両りよう脇わきをがっちりと固められた。

　鞄を店に置いたまま、三人と一緒にユージは店を出た。

「お前は鈴すず蘭らん様に処分して貰もらう」

「しょ、処分って俺おれは何もしてないぞ！」

　ユージは抵抗しようとしたが、左右の二人に腕を押さえつけられ動けなかった。

　侍喫茶の三人はユージを侍喫茶『武ぶ家け屋や敷しき』まで引きずっていった。

　今日も侍喫茶は『準備中』の看板が出ている。

　店内に入ると、鈴蘭は店の一番奥の部屋に座って刀の手入れをしていた。鈴蘭の他ほかの侍達は、厳しい顔でユージを見ている。

「どうした？　忘れ物か？　それとも俺に協力する気になったのか？」

　鈴蘭はそう言って笑ったが、直江兼続が鈴蘭に耳打ちするとその表情が変わった。ユージを見る目がすっと冷たくなる。

「それは考えすぎじゃないのか……偶然だろ」

「いやしかし確かに……昨日も見られましたし、現にさっきは……」

　鈴蘭は目を閉じ黙想していたが、やがて目を開け言った。

「構わん。放してやれ」

「本当にいいのですか？」

　直江兼続が、驚きの声を上げる。

「気にしすぎだ。この男に何ができる」

　鈴蘭は、ユージにひらひらと手を振った。

「じゃあな、旦だん那な。またな」

　鈴蘭たちに解放されたユージは、ファーストフード店に置きっぱなしの鞄を受け取り、家に帰った。
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　家の前まで来ると、ユージは玄関の扉をゆっくりと開けた。そこにはククルの小さな靴がある。

　よかった。まだ無事だ。ユージはほっと胸を撫なで下ろした。

「ただいま」

　ユージが声をかけると、ククルが姿を現した。学校から帰ってきたばかりなのか、制服姿のままだった。

　ユージはククルをぎゅっと抱きしめる。

「ど、どうしたんだ？」

　ユージの行動にククルは戸惑っている。

　ククルに告げるしかない、とユージは思った。

　侍達は、「襲撃する」と言っていた。あんな連中に襲われてはひとたまりもない。その前にククルに事情を話して逃げるしかないでないか。

「逃げよう」

「何？　どうしたんだ？　熱でもあるのか？」

「今すぐここから逃げよう。なるべく遠いところがいい。そうだ、南極に逃げよう！　南極なら安全だ。南極ならペンギンもいるし……」

「お前昨日から変だぞ」

「実は……」

　どこから話せばいいんだ。ユージは頭の中が真っ白になった。

　ドン、という大きな音がした。

　それと共に白煙が視界をふさぐ。

「なっ！」

　同時に後頭部に強い衝撃を感じた。

　意識を失ったユージが目を覚ました時、ククルは霞かすみのように消えてしまっていた。
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　ククルは目を覚ました。

　辺りは暗い。

　地面が足についている感触がなかった。

　ククルは腕を縛られ、天井からロープで吊つるされていた。床に足は届いていない。

「気がついたか」

　声がした。一人の女が姿を現す。

「……サムライ族の者だな」

「いかにも」

　と、女は言った。

「サムライ族の鈴すず蘭らんだ」

「話には聞いたことがある」

「それは光栄だな」

「随分な歓待だな。サムライ族は礼儀にうるさい種族だと聞いていたが」

「勿もち論ろん。だが目的の為ためには手段を選ばないのも我が部族の特徴でな」

「私をどうするつもりだ」

　ククルの言葉に鈴蘭は微笑を浮かべて言った。

「首を頂こうとは思っていない。俺おれが欲しいのはお前の角つのだ」

「それは私の命を欲しているのと同義だな。オウガ族の角は夫以外には触らせぬ」

「知っている。それに姫様の角は普段はどうなっているかは知っている」

　鈴蘭は傍かたわらの部下から、鞭むちを取った。

　鞭を振るう。ぴしっという音がした。

「そして、どうすれば角が出るかも」

　ククルの表情に一瞬だけ怯おびえの色が見えた。
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　ユージは『武ぶ家け屋や敷しき』が入っているビルの前にいた。ビルの四階の明かりは消えているが、間違いなくククルはあそこにいるだろう。

　もちろん、鈴蘭をはじめとするサムライ族もだ。

　しかし、一人で乗り込んで何ができるというのか。

　姉の涼りよう子こに助けを求めることも考えた。だが、涼子に連絡すれば、おそらく警察沙ざ汰たになる。そしてそのことを鈴蘭が想定していないとも思えなかった。ユージの身辺は調べ上げているはずだ。

　ユージは考え込む。

　一つだけ、鈴蘭たちサムライ族について気になることがあった。

　サムライ族が、ある時だけ気弱な表情を見せたのだ。それは……。

　これしかないか。もしユージの勘違いだったり、勘違いでないとしてもうまくいかないときは……。

　ククルの顔が目に浮かぶ。

　その時は……その時だ。

　ユージは『武家屋敷』の階段を上がっていった。

　階段で待ち伏せされていないかと考えていたが、幸運にも無事に『武ぶ家け屋や敷しき』の前まで来ることができた。

　慎重な足取りで扉に近づく。

「……ん……あ」

　店の中から声がした。あれはククルの声だ。間違いない。

　ま、まさか……

「粘るな。早く楽になればいいものを」

「誰だれが……お前なんかに……」

　ユージの胸が熱くなった。

　ユージは、一気に扉を開けた。暗くら闇やみに鈴すず蘭らんとククルが見える。

　ククルはロープで腕を縛られ、天井から吊つるされていた。その横には鈴蘭がいた。二人の周囲を侍喫茶の女の子達が取り囲んでいる。

　鈴蘭の周りの子が刀を手にかけたが、鈴蘭はそれを制した。

「お前……本当に来るとは思わなかったぞ」

「ククルを返せ」

「かっこいいねえ。男はそうじゃなくっちゃな」

　鈴蘭は傍かたわらの侍姿の女の子が差し出した刀を受け取った。そしてそれをユージの足元に放ほうり投げる。

「丸腰じゃあ勝負にならないからな。使えよ」

　ユージは刀を拾い、鞘さやから抜いた。

　鈴蘭がそれに合わせるように自身の刀を抜く。

　ユージは刀を構えたが、もとより鈴蘭と勝負になるはずがなかった。四人の男達を軽くあしらった鈴蘭に比べてユージは剣道もやったことのないズブの素人しろうとだ。万が一にも勝ち目はない。

　鈴蘭がじりじりと、間合いを詰める。

　だが、ユージには秘策があった。

　ユージの懐にしまったアレがもぞもぞと動く。

「……ん？」

　鈴蘭がアレに気づいたようだった。

　今だ！

　ユージは刀を投げ捨て、懐からペットショップで買ったハムスター達を放った。

「キャー！」

　悲鳴が店中に広がる。

　先程ペットショップで買ったハムスターの一匹が、鈴蘭に向かって飛ぶように走りだした。体を駆け登ると胸元の隙すき間まから鈴すず蘭らんの衣服に滑り込む。鈴蘭の顔が苦痛に歪ゆがんだ。ハムスターを追い出そうと身をよじるが、かえってハムスターは深部へと進んでいく。鈴蘭はバランスを失い床に倒れた。刀が鈴蘭の体から離れる。

　ユージは素早く刀を奪い、鈴蘭を押さえこんだ。

「ククルを放せ」

「わかった、負けだ、俺おれの負けだ。だから早く……このネズミをなんとかしてくれ！　あ……」

　鈴蘭は身をくねって悶もだえている。

　ユージは吊つるされていたククルを地面に下ろすと、ハムスター達を回収し始めた。

　放ったハムスターは全部で四匹。そのうち三匹はなんとか回収できたが、鈴蘭の服の中に入ったハムスターはあちこち動いてなかなか取り出せなかった。それに、鈴蘭の体の微妙な位置を行き来するハムスターを捕らえることはなんとも難しかった。

「早く取ってくれって言ってんだろ！　俺の負けだって言って降伏しているじゃないか！　俺を殺す気なのか！」

「いやそうは言っても……このハムスターなかなかすばしっこくって……」

「馬ば鹿か、変なところを触るんじゃない。陵りよう辱じよくするなら自害するぞ。あっ……」

「触ってないって！　それはハムスターが動いてんだよ！」

　結局、ハムスター達を袋に戻すまでかなりの時間を要することになった。
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　リビングのモービーディックの横で、金魚鉢に入れられたハムスター達はすやすや眠っている。今日は鞄かばんの袋の中で動いたり『武ぶ家け屋や敷しき』で走り回ったりして疲れたのかもしれない。

　ハムスター達が満足そうな眠りについている横で、ククルはまだ怒っていた。

「いい加減許してくれよ」

「ふん」

　ククルは、壁の方を向いて座っている。ユージがアイスクリームを持ってなだめているが、角つのは出たままで一向に引っ込む気配はない。

「危うくキズモノにされるところだったんだぞ！」

「もう少し早く助けに行ければよかったんだろうけど……」

「違う。私に最初から相談してくれればよかったんだ。お前が黙っているからこんな事になったんだぞ」

「だからそれは鈴蘭に脅されてたって言ってるじゃん」

「サムライ族の脅しごときに屈するとは情けない。そのお陰で私は危うくキズモノに……」

　さっきから同じような話がぐるぐる回っていた。ハムスターが回す車みたいだな、とユージは思った。

「じゃあどうすりゃいいんだよ」

　呆あきれ気味にユージは言った。

　ククルはユージに顔を向けた。

「キスしてくれ」

「え？」

「キスしてくれ。お前の手で……私をキズモノにしてくれ」

　ククルは言った。心なしか顔が赤い。

「な、何言ってるんだよ」

　ユージはごくんと唾つばを飲み込んだ。

　ククルは立ち上がった。

「私の角つのにキスしてくれ……そしたら許してやる」

　ユージはククルから視線を外した。外した視線の先に、金魚のモービーディックがいた。モービーディックは、ふふんとユージをあざ笑うかのようにゆったりと旋回した。

　わかったよ！　やればいいんだろう！

　ユージは、ククルの肩にそっと手をかける。

「あっ……」

　ククルがびくっと体を震わす。

　額のククルの角が目に入った。

「本当に、いいのか？」

「う、うむ……」

　ユージはククルの角に唇を近づける。

　ぴんぽーん。

　玄関のチャイムが鳴った。

　だが、ユージはひるまなかった。鬼だろうが侍だろうが、絶対に邪魔はさせない。

　玄関のチャイムが激しく連打されていたがユージは気に留めなかった。ククルはすでに目を閉じてユージの角へのキスを待っている。

　ユージの唇がククルの角に触れようとした瞬間――

　玄関から、ものすごい音がした。も、もしや……。

　ユージはククルから離れ、慌あわてて玄関へ向かう。

　そこには、へべれけに酔っぱらった姉の涼りよう子こがいた。そしてその横には無残にお亡くなりになられた玄関の扉が横たわっている。

「うわっ、酒くさっ！　しかもなんで玄関の扉こわすんだよ！」

　ユージは涼りよう子こを問いただしたが、涼子はユージの言葉など気にも留めてないようだった。

「あんたねー、チャイム押したら一回で出なさいよ。出てこないから扉壊しちゃったじゃない」

「玄関の鍵かぎくらい持ってるだろ」

「出すのが面倒臭かった」

「ふざけんな」

「うるさいうるさい！　もう寝る！」

「ちょっとねーちゃん、こんなところで寝ないでよ！」

　ユージは涼子の肩を支えて二階の涼子の部屋へ連れていこうとする。

「……手伝おうか？」

「いや、いい。それよりお水持ってきて。それと……」

　さっきの続きは……、とユージが言いかけた時、ククルは人差し指を自分の唇に当てた。

「一つ貸しにしておくからな」

　ククルはそういうと、台所へ走っていった。

　……もしかしたら、少しばかりロリコンになれたかもしれない、とユージは思った。





〈おわり〉



    

  
    
      


あとがき





　あとがきです。

　今回は、僕が高校生の頃ころの思い出を書きたいと思います。



　みなさんは通学途中、急に学校に行きたくなくなってしまったことはないでしょうか。僕はあります。というかしょっちゅうでした。高校の頃は電車通学だったのですが、電車に乗っていると、「どうして学校に行かなくちゃならないんだろう。行きたくねー」と思うことがたびたびありました。学校が嫌いだったというわけではないのですが、当時の僕は「学校で学ぶことに一体何の意味があるんだ？」と疑問に思うようになっていたのです。特に存在意義を疑問に感じていたのが数学の『対数』です。対数の授業そのものは苦痛ではないのですが、当時の僕にはこの『対数』なるものが今後の自分の人生に関わってくるとはどうしても思えませんでした。当時高校生だった僕は、それまで十六年間生きてきてこの『対数』なるものに出会ったことはありませんでしたし、身近な人で『対数』と対たい峙じしている人を見たことがありませんでした。なんだよlogって。

　その対数以上に疑問を感じていたのが『書道』です。僕の高校では音楽や美術の代わりに芸術科目として書道がありました。というか書道しかありませんでした。音楽も美術も選択できません。そもそも、音楽室も美術室も学校内に存在しませんでした。あるのは『書道室』だけです。放課後になると音楽室でピアノを弾く美少女やモデルを頼んでくるかわいい美術部の先輩もいません。なにしろ音楽室や美術室そのものがないのですから。存在確率ゼロです。皆無です。虚無です。

　それはともかく、僕には『対数』以上にこの『書道』というものが今後の人生で役に立つとは思えませんでした。僕が高校生だった頃は今ほどパソコンは普及していませんでしたが、僕は将来パソコンが爆発的に普及して手で字を書くことはほとんどなくなるだろう、と確信していました。書道の講師の先生は面白い人で僕はその先生のことが好きでしたが、授業そのものにまったく関心が持てませんでした。

　このように『対数』と『書道』に学校に対するモチベーションをガリガリと削られた僕は、通学中の車内で「学校に行きたくねー」と思うようになりました。学校に行きたくないというより、「対数や書道を学ぶよりもっとやるべきことがあるんじゃないだろうか」と考えるようになったのです。

　このまま電車に乗って遠くに行きたい。終点についたら電車から降りて、その後はどこまでも歩いていきたい、海に出れば、どこかの船に潜り込んで外国に行ってみたい。そうやって、まだ見ぬ荒野や砂漠を越え、いつの日か、『世界の果て』に辿たどりつくのだ……そんなことを考えました。

　けれど、そういう考えに思い至ると、僕は決まって鞄かばんから文庫を取り出して読むことにしていました。区切りのいいところまで読んで、ふう、と一息つくと、先程までの『世界の果て』への憧れは潮が引くようになくなっていきました。

『世界の果て』と言いますが、地球がその名の通り球体な以上、平面世界のように『果て』というものは存在しません。今いる場所をずーっとまっすぐ進んでいけば、原理的には今いる場所へ戻ってきます。つまり、自分が夢見ている『世界の果て』とは自分がいるこの場所のことなのです。そっか、今、僕は既に『世界の果て』にいるのだ。

　そう考えると、「そういや隣の席のＡに五百円貸したままだったな」と思い出し、学校の最寄駅に電車が着くと、電車を降りて学校へと向かうことになるのでした。

　……という高校時代の思い出とはまったく何の関係もなく、この『オウガにズームアップ！』は書かれました。気軽に読んで楽しんで頂ければ幸いです。なお、学校から離れれば二度と関わり合いになることはないと思っていた『対数』と『書道』ですが、その後、きっちり僕の人生に絡からんできました。もし「今勉強していることって将来絶対役に立たねー」と思われている人がいるならば、悪いことは言いませんからちゃんと勉強しておいた方がいいと思います。レールの上を走っている電車に乗っているつもりが、いつのまにか大気圏脱出用のロケットに乗っていた、ということは人生ではままあることです。いつまでも、あると思うな、金と重力（五七五）。

　

　改めましてこんにちは。穂ほ史し賀が雅まさ也やです。穂史賀は「ほしが」と読みます。初対面の人に名乗ると必ず聞き返されるのがちょっと寂しい今日この頃ごろです。

　それはさておき。

　前作（暗くら闇やみにヤギを探して３巻・絶賛発売中）から一年半以上たってしまいました。いやこの本の原稿を書くのに一年半かかったわけではなく別の……（どこからか威嚇射撃の銃声）えーと、それはさておき無事に刊行できてなによりです、はい。この本の刊行にあたってご尽力して頂いたすべての皆様、とりわけ担当編集の児こ玉だま様には深く感謝を申し上げます。また、『暗闇にヤギを探して』に続いてイラストを担当して頂いたシコルスキー先生に御礼申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。

　最後に、この本を手に取ってくださったすべての方に感謝いたします。楽しんで頂けたら幸いです。

　それでは、また。



穂史賀　雅也



    

  
    
      　著者

　穂史賀雅也（ほしが・まさや）

　　10月12日生まれ。

　　『暗闇にヤギを探して』で第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の優秀賞を受賞。



　　重力とか睡魔とかバーコードとか、毎日いろんなものと戦っています。

　　死してこそ　浮かぶ瀬もあれ　フォン・ブラウン。



　イラスト

　シコルスキー

　　１９８２年１月25日生まれ。ＡＢ型。神奈川県在住。

　　今楽しいのは１にお絵かきで２に寝ることな駄目人間。

　　最近涼しくなってきてついヌクヌクと寝過ごしがちです。



　　ＨＰ：‥「グググググ」

　　http://sikorsky.sakura.ne.jp/



    

  
    
      オウガにズームＵＰ！



著者名……穂史賀雅也

発行者……三坂泰二
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